宋令変容考 by 川村 康 & Yasushi Kawamura
はじ
め
に
一
九
九
九
年
に
発
見
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
北
宋
天
聖
令
三
〇
巻
中
の
残
本
一
〇
巻
(
)
は
、
唐
宋
を
中
心
と
す
る
中
国
法
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
古
代
法
史
研
究
の
進
展
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
(
)
。
こ
の
重
要
な
法
制
史
料
を
宋
代
法
史
の
研
究
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一
宋
令
変
容
考
川
村
康
は
じ
め
に
第
一
章
系
譜
的
変
容
第
二
章
性
格
的
変
容
第
一
節
唐
令
・
天
聖
令
の
性
格
第
二
節
元
豊
以
後
の
令
の
性
格
第
三
章
天
聖
令
と
『
慶
元
条
法
事
類』
の
比
較
お
わ
り
に
Ⅱ
対
象
と
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
宋
令
の
系
譜
と
性
格
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
聖
令
と
、
元
豊
・
元
祐
・
元
符
・
政
和
・
紹
興
・
乾
道
・
淳
煕
・
慶
元
・
淳
祐
の
九
次
の
令
と
の
間
に
は
大
き
な
変
容
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
状
の
解
明
は
い
ま
だ
に
不
充
分
な
状
況
に
あ
る
。
本
稿
は
、
ま
ず
法
典
編
纂
等
に
関
す
る
記
事
を
通
じ
て
宋
令
の
系
譜
的
変
容
を
、
次
に
性
格
的
変
容
を
さ
ぐ
り
、
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
仮
説
を
天
聖
令
と
『
慶
元
条
法
事
類』
の
比
較
を
通
し
て
検
証
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
系
譜
的
変
容
最
後
の
唐
令
と
な
っ
た
開
元
二
五
年
(
七
三
七)
令
は
、
開
元
二
五
年
律
と
同
様
、
格
、
格
後
勅
、
編
勅
、
あ
る
い
は
単
行
の
制
勅
に
よ
っ
て
補
充
修
正
を
受
け
つ
つ
も
、
宋
初
に
至
る
ま
で
現
行
の
法
典
と
し
て
行
用
さ
れ
続
け
た
(
)
。
こ
の
こ
と
は
、『
宋
史』
巻
一
九
九
、
刑
法
志
宋
の
法
制
は
唐
の
律
令
格
式
に
因
り
、
随
時
損
益
し
て
則
ち
編
勅
あ
り
。
一
司
一
路
一
州
一
県
に
又
た
別
に
勅
あ
り
。
お
よ
び
『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
国
初
は
唐
の
律
令
格
式
を
用
い
る
の
外
、
又
た
元
和
刪
定
格
後
勅
、
太
和
新
編
後
勅
、
開
成
詳
定
刑
法
総
要
格
勅
、
後
唐
同
光
刑
律
統
類
、
清
泰
編
勅
、
天
福
編
勅
、
周
広
順
続
編
勅
、
顕
徳
刑
統
、
皆
な
焉
を
参
用
す
。
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
建
隆
四
年
(
九
六
三)
に
『
宋
刑
統』
と
建
隆
編
勅
が
頒
行
さ
れ
る
と
、
律
を
刑
統
に
、
格
を
編
勅
に
置
き
換
え
た
が
、
令
と
式
は
開
元
二
五
年
の
も
の
を
受
け
継
い
だ
、
刑
統
・
令
・
編
勅
・
式
と
い
う
法
典
の
体
系
が
成
立
し
た
(
)
。
唐
代
の
律
と
そ
れ
を
修
正
補
充
す
る
部
分
の
格
か
ら
な
る
法
規
定
の
集
合
を
仮
に
｢
律
の
法
領
域｣
、
唐
代
の
令
と
そ
れ
を
修
正
補
充
す
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二
Ⅱ
る
部
分
の
格
な
ら
び
に
細
則
と
し
て
の
式
か
ら
な
る
法
規
定
の
集
合
を
仮
に
｢
令
の
法
領
域｣
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
建
隆
に
は
律
の
法
領
域
に
は
基
本
法
典
と
し
て
刑
統
、
副
次
法
典
(
)
と
し
て
編
勅
の
関
連
部
分
が
存
在
し
、
令
の
法
領
域
に
は
基
本
法
典
と
し
て
唐
令
、
副
次
法
典
と
し
て
編
勅
の
関
連
部
分
、
細
則
法
典
と
し
て
唐
式
が
存
在
す
る
、
と
い
う
法
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
宋
代
で
は
全
国
に
通
用
す
る
海
行
法
と
な
ら
ん
で
、
特
定
の
官
庁
・
地
域
・
分
野
に
限
定
し
て
通
用
す
る
一
司
一
務
一
路
一
州
一
県
法
、
略
し
て
一
司
法
(
)
と
呼
ば
れ
る
制
定
法
の
一
群
が
あ
り
、
多
数
の
法
典
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
海
行
法
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。
律
令
の
両
法
領
域
に
ま
た
が
る
副
次
法
典
で
あ
る
編
勅
が
太
平
興
国
、
淳
化
、
咸
平
、
大
中
祥
符
と
編
纂
を
重
ね
る
一
方
で
、
律
の
法
領
域
の
基
本
法
典
で
あ
る
刑
統
は
南
宋
末
ま
で
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
で
あ
る
令
と
細
則
法
典
で
あ
る
式
の
再
編
纂
(
)
も
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
四
、
天
禧
二
年
(
一
〇
一
八)
一
〇
月
一
七
日
右
巡
使
王
迎
等
言
え
ら
く
｢
詔
に
准
ず
る
に
、
趙
安
仁
の
請
う
所
に
依
り
て
、
重
ね
て
令
式
を
編
定
す
。
伏
し
て
諸
処
の
供
す
る
所
の
文
字
に
縁
る
に
、
悉
く
倫
貫
な
く
、
以
て
刊
緝
し
難
し
。
望
む
ら
く
は
、
具
に
旧
に
仍
ら
ん
こ
と
を｣
と
。
之
に
従
う
。
に
、
い
っ
た
ん
抛
棄
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
式
は
、
同
、
刑
法
一
之
一
二
、
元
豊
三
年
(
一
〇
八
〇)
五
月
一
三
日
(
)
詳
定
重
修
編
勅
所
言
え
ら
く
｢
見
修
の
勅
令
は
格
式
と
兼
行
す
。
其
れ
唐
式
二
十
巻
は
、
条
目
至
っ
て
繁
文
、
古
今
の
事
は
殊
に
す
。
欲
す
ら
く
は
、
事
の
海
行
す
べ
き
、
及
び
一
路
一
州
一
県
、
在
外
の
一
司
の
条
件
を
取
り
て
照
会
編
修
し
、
餘
は
詳
定
諸
司
勅
式
所
に
送
ら
ん
こ
と
を｣
と
。
之
に
従
う
。
に
よ
れ
ば
、
元
豊
年
間
に
至
っ
て
、
主
と
し
て
一
司
法
と
し
て
の
再
編
纂
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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[表１] 唐開元25年～宋末の主要海行法典
王朝 頒行年代 (西暦) 法典名
唐 開元25年 (737) 開元25年律・律疏・格・令・式
貞元元年 (785) 貞元格後勅 (未公布)
元和13年 (818) 元和格後勅
太和７年 (833) 太和格後勅
開成４年 (839) 開成詳定格
大中５年 (851) 大中刑法総要格後勅
大中７年 (853) 大中刑律統類
後梁 開平４年 (910) 大梁新定格式律令
後唐 同光３年 (925) 同光刑律統類
清泰２年 (935) 清泰編勅
後晋 天福４年 (939) 天福編勅
後周 広順元年 (951) 大周続編勅
顕徳５年 (858) 大周刑統
北宋 建隆４年 (963) 宋刑統・新編勅
太平興国３年 (978) 太平興国編勅
淳化５年 (994) 淳化編勅
咸平元年 (998) 咸平編勅・儀制勅・赦書徳音
大中祥符９年 (1016) 大中祥符編勅・儀制勅・赦書徳音
天聖10年 (1032) 天聖編勅・赦書徳音・天聖令・附令勅
慶暦８年 (1048) 慶暦編勅・続附令勅・赦書徳音
嘉祐７年 (1062) 嘉祐編勅・続附令勅・赦書徳音
煕寧６年 (1073) 煕寧編勅・赦書徳音・附令勅・申明勅
元豊７年 (1084) 元豊勅令格式・赦書徳音・申明刑統
元祐２年 (1087) 元祐勅令式・申明刑統・赦書徳音
元符２年 (1099) 元符勅令格式・申明刑統
政和３年 (1113) 政和勅令格式
南宋 紹興２年 (1132) 紹興勅令格式・申明刑統・随勅申明・赦書徳音
乾道６年 (1170) 乾道勅令格式・存留照用指揮
淳煕４年 (1177) 淳煕勅令格式・随勅申明
淳煕７年 (1180) 淳煕条法事類
慶元４年 (1198) 慶元勅令格式・随勅申明
嘉泰３年 (1203) 慶元条法事類
淳祐２年 (1242) 淳祐勅令格式
淳祐11年 (1251) 淳祐条法事類
Ⅱ
令
と
式
が
現
行
法
で
あ
り
続
け
る
か
た
わ
ら
、
同
、
刑
法
一
之
一
、
咸
平
元
年
(
九
九
八)
一
二
月
二
三
日
(
)
給
事
中
柴
成
務
、
刪
定
編
勅
・
儀
制
勅
・
赦
書
徳
音
十
三
巻
を
上
つ
る
。
詔
し
て
鏤
版
頒
行
す
。
…
…
是
に
至
っ
て
成
務
等
上
言
す
ら
く
｢
…
…
又
た
儀
制
・
車
服
等
の
勅
十
六
道
を
以
て
、
別
に
一
巻
と
為
し
、
儀
制
令
に
附
す
。
違
う
者
は
違
令
の
法
の
如
し
。
本
条
に
自
ら
刑
名
あ
る
者
は
本
条
に
依
る
。
…
…｣
と
。
に
よ
れ
ば
、
咸
平
編
勅
の
編
纂
の
際
に
儀
制
勅
と
い
う
新
た
な
法
典
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
唐
の
儀
制
令
を
修
正
補
充
す
る
条
項
を
編
勅
か
ら
析
出
し
て
儀
制
令
に
附
属
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
自
の
罰
則
規
定
を
も
つ
も
の
を
除
い
て
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
雑
律
六
一
条
諸
そ
令
に
違
い
た
る
者
は
、
笞
五
十
〈
令
に
禁
制
あ
り
て
律
に
罪
名
な
き
者
を
謂
う
。
の
違
令
罪
が
適
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
｢
違
反
が
あ
っ
て
そ
れ
を
罰
す
る
特
別
な
規
定
が
無
い
場
合
、
編
勅
本
体
へ
の
違
反
な
ら
ば
違
制
の
罪
と
な
る
に
対
し
て
、
儀
制
勅
へ
の
違
反
は
軽
い
違
令
の
罪
で
済
ま
す
(
)｣
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
儀
制
勅
は
、
律
の
法
領
域
に
属
す
べ
き
自
ら
罰
則
を
も
つ
規
定
と
、
罰
則
を
雑
律
六
一
条
に
委
ね
た
令
の
法
領
域
に
属
す
べ
き
規
定
か
ら
な
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
前
者
は
刑
統
に
対
す
る
副
次
法
、
後
者
は
令
に
対
す
る
副
次
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
編
勅
と
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
儀
制
勅
は
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
三
、
大
中
祥
符
九
年
(
一
〇
一
六)
九
月
二
一
日
(
)
編
勅
所
、
刪
定
編
勅
・
儀
制
・
赦
書
徳
音
・
目
録
四
十
三
巻
を
上
つ
る
。
詔
し
て
鏤
版
頒
行
す
。
が
示
す
よ
う
に
、
大
中
祥
符
編
勅
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
天
聖
令
は
約
三
〇
〇
年
ぶ
り
に
編
纂
さ
れ
た
令
で
あ
り
、
そ
の
頒
行
に
よ
っ
て
開
元
二
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五
Ⅱ
五
年
令
は
よ
う
や
く
現
行
法
典
と
し
て
の
地
位
を
退
く
こ
と
に
な
る
。
同
、
刑
法
一
之
四
、
天
聖
七
年
(
一
〇
二
九)
五
月
一
八
日
詳
定
編
勅
所
、
止
だ
令
三
十
巻
を
刪
修
す
。
詔
し
て
将
来
の
新
編
勅
と
一
処
に
頒
行
す
。
是
れ
よ
り
先
、
参
知
政
事
呂
夷
簡
等
に
詔
し
て
令
文
を
参
定
せ
し
む
。
…
…
凡
そ
唐
令
を
取
り
て
本
と
為
し
、
先
に
見
行
せ
る
者
を
挙
ぐ
。
其
の
旧
文
に
因
り
、
参
え
る
に
新
制
を
以
て
之
を
定
む
。
其
の
令
の
行
わ
れ
ざ
る
者
も
、
亦
た
随
い
て
焉
に
存
す
。
又
た
、
勅
文
内
の
罪
名
軽
簡
な
る
者
五
百
餘
条
を
取
り
て
、
逐
巻
の
末
に
著
け
、
附
令
勅
と
曰
う
。
是
に
至
っ
て
之
を
上
つ
る
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
一
〇
八
、
天
聖
七
年
五
月
己
巳
(
一
一
日)
詔
し
て
新
令
及
び
附
令
を
以
て
天
下
に
頒
た
し
む
。
始
め
、
官
に
命
じ
て
編
勅
を
刪
定
せ
し
む
る
に
、
議
者
、
唐
令
に
本
朝
の
事
と
異
な
る
者
あ
る
を
以
て
、
亦
た
官
に
命
じ
て
修
定
せ
し
む
。
三
十
巻
を
成
し
、
有
司
又
た
咸
平
儀
制
令
及
び
制
度
を
取
り
て
之
に
約
束
す
。
勅
に
在
り
て
、
其
の
罪
名
軽
き
者
五
百
餘
条
は
、
悉
く
令
の
後
に
附
し
、
号
し
て
附
令
勅
と
曰
う
。
お
よ
び
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
天
聖
新
修
令
・
編
勅
[
天
聖]
七
年
五
月
己
巳
、
詔
し
て
、
新
修
令
三
十
巻
、
又
た
附
令
勅
を
以
て
頒
行
せ
し
む
。
初
め
、
修
令
官
、
令
を
修
め
て
成
り
、
又
た
罪
名
の
軽
き
者
五
百
餘
条
を
録
し
て
附
令
勅
一
巻
と
為
す
。
乃
ち
両
制
に
下
し
て
看
詳
せ
し
め
、
既
に
上
つ
り
て
之
を
頒
行
す
〈
是
よ
り
先
、
参
政
呂
夷
簡
等
に
詔
し
て
令
文
を
参
定
せ
し
む
。
…
…
唐
令
を
取
り
て
本
と
為
し
、
参
え
る
に
新
制
を
以
て
す
…
…
。
な
ど
に
よ
れ
ば
、
天
聖
令
三
〇
巻
の
主
体
部
分
は
、
唐
令
を
基
礎
と
し
て
こ
れ
に
新
制
を
ま
じ
え
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
聖
令
は
開
元
二
五
年
令
を
全
面
改
正
し
て
そ
の
性
格
を
継
承
し
た
令
の
法
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
だ
っ
た
(
)
。
天
聖
令
は
天
聖
編
勅
な
ど
と
と
も
に
｢
録
写
し
て
諸
路
に
下
し
て
行
用
し
な
が
ら
観
察
せ
し
め
、
不
便
の
点
が
あ
れ
ば
一
年
以
内
に
申
告
さ
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六
Ⅱ
せ
る
と
い
う
手
順
が
踏
ま
れ
た
(
)｣
う
え
で
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
四
、
天
聖
一
〇
年
(
一
〇
三
二)
三
月
一
六
日
(
)
詔
し
て
、
天
聖
編
勅
十
三
巻
、
赦
書
徳
音
十
二
巻
、
令
文
三
十
巻
を
以
て
、
崇
文
院
に
付
し
て
鏤
版
施
行
せ
し
む
。
に
あ
る
よ
う
に
、
三
年
後
の
天
聖
一
〇
年
に
頒
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
聖
令
は
、
そ
の
主
体
部
分
す
な
わ
ち
現
行
天
聖
令
の
あ
と
に
、
廃
止
さ
れ
た
開
元
二
五
年
令
の
条
文
、
す
な
わ
ち
｢
不
行
唐
令｣
を
附
録
し
て
い
た
(
)
。
天
聖
令
残
本
で
は
、
現
行
天
聖
令
の
条
文
が
末
尾
に
｢
右
、
並
に
旧
文
に
因
り
、
新
制
を
以
て
参
定
す｣
と
記
し
て
一
括
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
廃
止
さ
れ
た
不
行
唐
令
の
条
文
が
末
尾
に
｢
右
、
令
、
行
わ
れ
ず｣
と
記
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
(
)
。
さ
ら
に
、
天
聖
令
残
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
天
聖
令
で
は
、
不
行
唐
令
の
あ
と
に
附
令
勅
が
附
さ
れ
て
い
た
(
)
。
附
令
勅
と
は
、
前
掲
の
『
宋
会
要
輯
稿』
刑
法
一
之
四
、『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
一
〇
八
、『
玉
海』
天
聖
新
修
令
・
編
勅
、
さ
ら
に
同
書
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
天
聖
附
令
勅
天
聖
四
年
、
有
司
言
え
ら
く
、
勅
復
た
六
千
餘
条
を
増
置
す
れ
ば
、
官
に
命
じ
て
刪
定
せ
し
め
ん
こ
と
を
、
と
。
時
に
唐
令
の
本
朝
と
事
の
異
な
る
こ
と
あ
る
者
を
以
て
、
亦
た
官
に
命
じ
て
修
定
せ
し
む
。
有
司
、
乃
ち
咸
平
の
儀
制
及
び
制
度
約
束
の
秩
に
在
る
者
五
百
餘
条
を
取
り
、
悉
く
令
の
後
に
附
し
、
号
し
て
附
令
勅
と
曰
う
。[
天
聖]
七
年
、
令
成
り
、
之
を
頒
つ
。
に
よ
れ
ば
、
儀
制
勅
お
よ
び
編
勅
の
な
か
か
ら
適
用
刑
名
の
軽
微
な
も
の
約
五
〇
〇
条
を
取
り
出
し
て
天
聖
令
各
篇
目
の
末
尾
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
約
五
〇
〇
条
以
外
の
儀
制
勅
・
編
勅
の
条
項
は
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
独
自
の
罰
則
規
定
を
も
つ
か
、
違
制
罪
に
よ
っ
て
処
断
す
る
も
の
と
し
て
編
勅
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
編
勅
が
律
令
の
両
法
領
域
に
ま
た
が
る
副
次
法
典
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
附
令
勅
は
独
自
の
罰
則
規
定
を
も
た
ず
、
そ
の
｢
違
反
は
｢
違
令｣
の
軽
い
罪
で
済
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
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七
Ⅱ
る(
)｣
の
で
あ
る
か
ら
、
令
の
法
領
域
の
み
に
お
け
る
副
次
法
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
で
儀
制
勅
と
は
区
別
さ
れ
る
(
)
。
こ
こ
に
、
令
の
法
領
域
は
、
基
本
法
典
と
し
て
開
元
二
五
年
令
に
代
わ
っ
た
天
聖
令
、
副
次
法
典
と
し
て
附
令
勅
と
編
勅
の
関
係
部
分
、
細
則
法
典
と
し
て
の
唐
式
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
附
令
勅
は
こ
れ
以
後
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
五
、
慶
暦
八
年
(
一
〇
四
八)
四
月
二
八
日
(
)
提
挙
管
勾
編
勅
宰
臣
賈
昌
朝
、
枢
密
副
使
呉
育
、
刪
定
編
勅
・
赦
書
徳
音
・
附
令
勅
・
目
録
二
十
巻
を
上
つ
る
。
詔
し
て
崇
文
院
に
て
鏤
版
施
行
せ
し
む
。
同
、
刑
法
一
之
六
、
嘉
祐
七
年
(
一
〇
六
二)
四
月
九
日
(
)
提
挙
管
勾
編
勅
宰
臣
韓

・
曾
公
亮
、
刪
定
編
勅
・
赦
書
徳
音
・
附
令
勅
・
例
・
目
録
二
十
巻
を
上
つ
る
。
詔
し
て
編
勅
所
に
て
鏤
版
頒
行
せ
し
む
。
同
、
刑
法
一
之
九
、
煕
寧
六
年
(
一
〇
七
三)
八
月
七
日
(
)
提
挙
編
勅
宰
臣
王
安
石
、
刪
定
編
勅
・
赦
書
徳
音
・
附
令
勅
・
申
明
勅
・
目
録
、
共
せ
て
二
十
六
巻
を
上
つ
る
。
詔
し
て
編
勅
所
に
て
鏤
版
し
、[
煕
寧]
七
年
正
月
一
日
よ
り
頒
行
せ
し
む
。
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
慶
暦
・
嘉
祐
・
煕
寧
の
編
勅
と
も
同
時
に
編
纂
施
行
さ
れ
た
。『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
一
九
六
、
嘉
祐
七
年
(
一
〇
六
二)
四
月
(
)
宰
相
韓

等
、
修
む
る
所
の
嘉
祐
編
勅
を
上
つ
る
。
慶
暦
四
年
よ
り
、
嘉
祐
三
年
に
尽
く
ま
で
、
凡
そ
十
二
巻
。
其
れ
元
降
勅
の
但
だ
約
束
を
行
う
の
み
に
し
て
刑
名
を
立
て
ざ
る
者
は
、
又
た
析
ち
て
続
附
と
為
す
。
合
帙
し
て
凡
そ
五
巻
。
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
慶
暦
以
後
の
附
令
勅
は
続
附
令
勅
、
す
な
わ
ち
天
聖
附
令
勅
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
添
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
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八
Ⅱ
し
た
が
っ
て
煕
寧
ま
で
の
令
の
法
領
域
は
、
基
本
法
典
と
し
て
の
天
聖
令
、
副
次
法
典
と
し
て
附
令
勅
・
続
附
令
勅
と
編
勅
の
関
係
部
分
、
細
則
法
典
と
し
て
の
唐
式
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
元
豊
七
年
(
一
〇
八
四)
、
編
勅
の
勅
令
格
式
へ
の
再
編
の
中
で
、
令
も
当
然
、
変
容
の
と
き
を
迎
え
た
は
ず
で
あ
る
(
)
。
し
か
し
、
『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
二
、
元
豊
六
年
(
一
〇
八
三)
九
月
一
日
詔
す
ら
く
。
内
外
の
官
司
、
見
行
の
勅
律
令
格
式
の
文
に
、
未
だ
事
に
便
た
ら
ず
、
理
に
応
に
改
む
べ
き
者
あ
れ
ば
、
並
に
尚
書
省
に
申
し
て
議
奏
せ
よ
。
輙
く
旨
を
画
し
て
衝
革
せ
る
者
は
徒
一
年
と
す
。
即
し
面
し
て
旨
を
得
、
若
く
は
一
時
の
処
分
の
応
に
著
し
て
法
と
為
す
べ
く
、
及
び
応
に
衝
改
す
べ
き
者
は
、
所
属
に
随
い
て
中
書
省
・
枢
密
院
に
申
し
て
奏
審
せ
よ
。
お
よ
び
同
、
元
豊
七
年
三
月
六
日
詳
定
重
修
編
勅
書
成
る
。
刪
定
官
・
尚
書
刑
部
侍
郎
崔
台
符
、
中
書
舎
人
王
震
、
各

一
官
を
遷
す
。
前
刪
定
官
・
知
制
誥
熊
本
、
宝
文
閣
待
制
李
承
之
、
李
定
、
銀
絹
百
を
賜
う
。
と
い
う
元
豊
勅
令
格
式
の
編
纂
記
事
は
、
制
定
の
経
緯
や
法
典
編
纂
の
材
料
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
(
)
。
勅
令
格
式
の
意
義
と
そ
の
中
に
お
け
る
令
の
性
格
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
元
豊
令
の
編
纂
材
料
に
つ
い
て
の
主
要
な
言
説
を
概
観
し
て
お
く
。
梅
原
郁
氏
は
元
豊
の
令
を
含
む
勅
令
格
式
の
編
纂
過
程
を
｢
宋
初
以
来
｢
編
勅｣
の
中
に
含
め
ら
れ
、
排
列
さ
れ
て
き
た
、
刑
罰
を
伴
な
わ
ぬ
比
較
的
簡
単
な
規
定
や
単
純
な
禁
令
が
、
ま
ず
抽
出
さ
れ
て
新
し
い
｢
令｣
(
附
令)
と
な
る｣
と
い
う
附
令
勅
の
編
纂
過
程
の
延
長
上
に
と
ら
え
、｢
や
が
て
、
そ
の
動
き
が
、
刑
罰
規
定
を
伴
っ
た
複
雑
な
｢
編
勅｣
中
の
勅
文
に
も
及
び
、
…
…
全
体
が
、｢
令｣
と
｢
勅｣
、
さ
ら
に
は
｢
式｣
と
｢
格｣
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
ゆ
く｣
と
す
る
(
)
。
滋
賀
秀
三
氏
は
｢
編
勅
が
体
系
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
宋
令
変
容
考
467
九
Ⅱ
化
し
た
も
の
が
勅
令
格
式
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
両
者
の
連
続
的
発
展
の
線｣
を
認
識
し
た
う
え
で
、
元
豊
令
の
｢
系
譜
的
な
起
源
は
、
唐
代
の
法
制
の
継
承
で
は
な
く
、
編
勅
か
ら
の
分
化
に
あ
っ
た｣
と
し
、
儀
制
勅
・
附
令
勅
・
続
附
令
勅
と
い
う
｢
勅
か
ら
は
放
出
さ
れ
る
刑
罰
を
伴
わ
な
い
多
数
の
法
規
の
受
け
皿｣
が
｢
飛
躍
的
に
肥
大
化
し
、
そ
れ
自
体
が
令
の
名
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た｣
と
理
解
し
て
、
こ
れ
を
｢
庇
を
借
り
て
育
っ
て
来
た
附
令
勅
が
つ
い
に
母
屋
を
も
占
領
し
、
自
ら
が
令
と
な
っ
て
居
す
わ
っ
た
よ
う
な
も
の｣
と
表
現
し
て
い
る
(
)
。
両
氏
の
見
解
に
文
字
通
り
従
え
ば
、
元
豊
令
は
編
勅
の
中
か
ら
令
の
法
領
域
の
要
素
を
析
出
し
て
き
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
唐
令
・
天
聖
令
と
は
系
譜
的
に
断
絶
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
令
の
領
域
の
基
本
法
典
た
る
天
聖
令
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
素
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
滋
賀
氏
が
｢
こ
の
新
し
い
令
は
唐
か
ら
継
承
さ
れ
た
令
と
式
を
も
呑
み
込
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
唐
令
を
僅
か
だ
け
改
定
し
た
天
聖
令
と
唐
代
そ
の
ま
ま
の
式
と
は
、
多
く
の
部
分
が
事
実
上
死
文
と
な
り
な
が
ら
も
建
前
と
し
て
は
な
お
現
行
法
と
し
て
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
こ
れ
ら
を
も
刪
定
の
俎
上
に
の
せ
、
将
来
と
も
有
用
な
要
素
は
新
し
い
令
の
う
ち
に
吸
収
し
、
残
り
は
廃
止
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た｣
と
も
述
べ
て
い
る
(
)
こ
と
、
す
な
わ
ち
元
豊
令
が
唐
令
・
天
聖
令
の
要
素
を
取
捨
選
択
の
う
え
吸
収
し
た
可
能
性
を
閑
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
元
豊
令
の
主
要
素
が
、
煕
寧
ま
で
の
編
勅
と
そ
れ
以
後
の
単
行
制
勅
中
の
令
の
法
領
域
に
属
す
る
規
範
、
附
令
勅
、
続
附
令
勅
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
天
聖
令
に
含
ま
れ
て
い
た
要
素
が
ま
っ
た
く
継
承
さ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
元
豊
令
に
流
れ
込
ん
だ
本
流
が
令
の
法
領
域
の
副
次
法
典
た
る
編
勅
の
流
れ
だ
っ
た
と
し
て
も
、
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
た
る
唐
令
・
天
聖
令
の
流
れ
を
少
な
く
と
も
支
流
と
し
て
受
け
入
れ
た
可
能
性
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
令
と
の
間
で
生
じ
た
系
譜
的
変
容
は
、
基
本
法
典
の
系
譜
か
ら
外
れ
て
副
次
法
典
の
系
譜
の
み
を
継
承
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
基
本
法
典
・
副
次
法
典
の
両
系
譜
を
継
承
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
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一
〇
Ⅱ
ろ
う
か
。第
二
章
性
格
的
変
容
第
一
節
唐
令
・
天
聖
令
の
性
格
天
聖
令
が
令
の
法
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
と
し
て
の
性
格
を
唐
令
か
ら
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
宋
令
の
性
格
的
変
容
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
唐
令
の
性
格
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
唐
令
の
性
格
に
つ
い
て
の
主
要
な
言
説
を
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
伊
藤
東
涯
は
、
唐
の
律
令
に
つ
い
て
｢
令
と
云
は
、
天
下
へ
一
通
り
の
掟
に
て
、
萬
事
の
上
に
就
て
か
く
の
ご
と
く
せ
よ
、
か
く
の
ご
と
く
す
る
こ
と
な
か
れ
と
、
号
令
を
定
め
お
き
た
る
も
の
な
り
、
律
と
云
は
、
天
下
の
人
罪
あ
る
と
き
、
か
く
の
ご
と
き
罪
は
流
罪
に
処
し
、
か
く
の
ご
と
き
と
き
は
徒
罪
に
す
る
と
云
の
差
を
あ
ら
は
し
た
る
も
の
な
り
(
)｣
と
述
べ
、
令
を
｢
号
令
を
定
め
お
き
た
る
も
の｣
す
な
わ
ち
命
令
規
範
と
し
た
。
次
い
で
浅
井
虎
夫
氏
は
、｢
律
ハ
犯
罪
者
ニ
科
ス
ヘ
キ
刑
罰
ヲ
規
定
シ
タ
ル
法
典
ニ
シ
テ
令
ハ
行
政
ニ
関
ス
ル
各
種
ノ
法
令
ヲ
集
メ
タ
ル
法
典
ナ
リ
(
)｣
と
し
て
、
令
を
行
政
法
典
と
解
し
た
。
さ
ら
に
仁
井
田
陞
氏
は
、
｢
律
は
一
般
に
刑
罰
的
制
裁
的
法
律
で
あ
り
、
令
は
一
般
に
命
令
的
禁
止
的
法
律
で
あ
っ
て
、
互
に
相
表
裏
す
る
場
合
が
多
い
(
)｣
、
あ
る
い
は
｢
隋
唐
で
は
律
は
刑
罰
法
典
で
あ
り
、
令
は
非
刑
罰
法
典
で
あ
り
、
律
を
陰
と
す
れ
ば
令
は
陽
で
あ
る
。
律
は
禁
止
法
で
あ
り
、
令
は
命
令
法
で
あ
る
。
律
は
犯
人
懲
戒
法
で
あ
り
、
令
は
一
般
に
行
政
法
的
規
定
で
あ
る
(
)｣
と
し
て
、
東
涯
を
継
承
し
た
命
令
禁
止
的
法
律
、
浅
井
氏
を
継
承
し
た
行
政
法
的
規
定
に
、
非
刑
罰
法
典
と
い
う
説
明
を
つ
け
加
え
た
。
そ
し
て
曾
我
部
静
雄
氏
は
、
｢
律
は
刑
罰
を
専
ら
規
定
し
て
い
る
刑
法
典
で
あ
り
、
令
は
こ
の
刑
法
を
除
い
た
残
り
の
民
法
・
商
法
・
憲
法
・
行
政
法
・
国
際
法
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一
一
Ⅱ
な
ど
を
定
め
た
民
政
法
典｣
、｢
律
は
制
度
に
違
反
し
た
り
罪
悪
を
犯
す
も
の
を
罰
す
る
定
め
で
あ
り
、
令
は
公
私
の
階
級
や
諸
制
度
を
定
め
て
あ
る
も
の｣
、
あ
る
い
は
｢
律
は
刑
法
典
、
令
は
非
刑
法
典
(
)｣
と
し
て
、
令
を
刑
法
を
除
い
た
非
刑
法
典
な
い
し
民
政
法
典
と
説
い
て
い
る
。
梅
原
氏
は
｢｢
律
・
令｣
と
｢
格｣
と
は
本
質
的
と
も
い
う
べ
き
差
異
を
持
ち
、
さ
ら
に
言
え
ば
｢
律｣
と
｢
令｣
と
の
間
に
も
、
次
元
の
違
い
が
横
た
わ
っ
て
い
る｣
と
し
、
令
を
｢
そ
の
多
く
が
行
政
と
関
係
し
て
い
る
法
典
(
)｣
と
し
て
い
る
。｢
律
と
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
と
民
法
に
あ
た
る
(
)｣
と
い
う
教
科
書
的
理
解
は
、
こ
れ
ら
の
言
説
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
仁
井
田
氏
は
、｢
律
令
は
共
に
根
本
法
で
は
あ
る
(
)｣
、｢
律
令
は
唐
代
の
二
大
根
本
法
で
あ
っ
た
(
)｣
と
し
て
、
令
を
根
本
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
、
滋
賀
氏
は
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
唐
代
を
｢
律
と
令
と
が
二
つ
の
基
本
法
典
と
し
て
相
並
ん
で
存
在
す
る
法
典
形
式｣
を
も
つ
｢
律
令
古
典
期｣
と
し
て
把
握
し
た
(
)
。
本
稿
が
と
り
あ
え
ず
唐
令
を
令
の
法
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
と
す
る
の
も
、
こ
の
見
解
を
継
承
し
て
い
る
。
さ
ら
に
仁
井
田
氏
は
｢
令
は
陽
で
あ
り
律
は
陰
で
あ
っ
て
、
命
令
(
令)
に
違
反
す
れ
ば
、
刑
罰
(
律)
が
こ
れ
に
と
も
な
う
の
で
あ
る
(
)｣
、｢
令
に
違
え
ば
違
令
の
罪
に
問
わ
れ
た
(
)｣
と
し
て
令
に
違
反
す
る
行
為
が
律
に
よ
る
処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
滋
賀
氏
は
こ
れ
を
承
け
て
｢
律
は
刑
法
典
、
令
は
行
政
の
組
織
と
執
務
準
則
の
基
本
を
定
め
た
法
典
で
あ
り
、
令
に
は
刑
罰
規
定
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
律
の
中
の
か
な
り
多
く
の
規
定
は
、
令
の
中
の
或
る
規
定
と
対
応
し
て
そ
の
違
反
に
対
す
る
刑
罰
を
定
め
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
律
の
う
ち
に
｢
違
令｣
条
な
る
一
箇
条
が
あ
っ
て
、
令
に
違
反
す
る
行
為
は
、
律
に
個
別
の
規
定
が
な
い
な
ら
ば
、
す
べ
て
笞
五
十
と
い
う
、
比
較
的
軽
い
一
定
の
刑
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
律
と
令
は
連
結
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
決
し
て
、
た
と
え
ば
刑
法
と
民
法
の
よ
う
に
、
基
本
原
理
を
異
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
刑
罰
・
非
刑
罰
の
二
本
立
て
は
法
典
編
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一
二
Ⅱ
一
つ
の
手
法
に
過
ぎ
な
い
(
)｣
と
述
べ
て
教
科
書
的
理
解
に
異
を
唱
え
、
令
を
非
刑
罰
法
典
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
律
を
刑
法
典
、
令
を
行
政
法
典
・
民
法
典
と
す
る
、
近
代
西
欧
的
法
概
念
に
も
と
づ
く
教
科
書
的
理
解
は
、
律
令
両
者
が
扱
う
法
分
野
が
画
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、
令
が
確
か
に
｢
行
政
の
組
織
と
執
務
準
則
の
基
本
を
定
め
た
法
典
(
)｣
で
あ
る
と
し
て
も
、
律
は
果
た
し
て
近
代
西
欧
的
法
概
念
の
も
と
に
刑
法
典
と
呼
び
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
仁
井
田
氏
は
｢
律
令
に
は
、
家
族
や
財
産
に
関
す
る
法
規
が
幾
分
含
ま
れ
て
い
た
(
)｣
と
し
て
律
に
も
民
事
的
法
規
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
滋
賀
氏
は
｢
そ
れ
が
法
律
体
系
全
体
の
う
ち
に
お
い
て
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
見
る
と
き
、
律
は
近
代
国
家
の
刑
法
典
と
異
な
っ
た
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
刑
罰
を
定
め
た
基
本
法
た
る
律
は
、
我
々
の
刑
法
典
の
如
く
法
体
系
中
の
一
つ
の
限
ら
れ
た
分
野
の
み
を
支
配
す
る
法
典
で
は
な
く
し
て
、
実
に
法
そ
の
も
の
に
と
っ
て
の
最
も
基
本
的
な
典
籍
た
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
人
が
国
家
的
法
規
制
の
対
象
と
な
す
に
適
す
る
と
考
え
た
社
会
生
活
の
諸
分
野
は
、
何
ら
か
の
形
、
幾
何
か
の
程
度
で
律
の
う
ち
に
顔
を
出
し
、
律
の
底
に
流
れ
る
思
惟
の
形
式
は
、
中
国
の
法
体
系
の
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
(
)｣
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
衛
禁
律
以
下
の
唐
律
各
則
の
条
項
は
、
原
則
と
し
て
禁
止
行
為
と
そ
れ
を
行
っ
た
者
に
科
さ
れ
る
刑
罰
を
備
え
て
い
る
。
構
成
要
件
と
法
定
刑
を
規
定
す
る
と
い
う
形
式
を
見
れ
ば
、
律
は
ま
さ
し
く
刑
法
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
要
件
の
対
象
範
囲
は
近
代
西
欧
的
刑
法
よ
り
も
か
な
り
広
汎
に
わ
た
る
。
職
制
律
は
官
僚
の
服
務
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
お
き
、
戸
婚
律
は
均
田
制
の
運
営
に
関
す
る
規
定
を
含
み
、
廐
庫
律
は
公
有
の
牛
馬
や
物
資
の
管
理
に
つ
い
て
の
規
定
を
定
め
、
擅
興
律
は
国
家
の
労
役
や
軍
役
へ
の
人
民
の
動
員
な
ど
に
関
す
る
手
続
を
規
定
す
る
。
捕
亡
律
と
断
獄
律
は
近
代
西
欧
的
法
体
系
に
お
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
に
置
か
れ
る
べ
き
手
続
規
定
が
主
要
素
で
あ
る
。
呂
志
興
氏
が
｢
民
法
あ
る
い
は
行
政
法
あ
る
い
は
訴
訟
法
な
ど
の
内
容
を
含
み
、
あ
る
い
は
完
全
に
そ
れ
ら
に
属
す
る
律
条
は
あ
わ
せ
て
六
二
箇
条
あ
り
、
唐
律
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一
三
Ⅱ
の
全
律
条
の
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
占
め
る
(
)｣
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
律
は
近
代
西
欧
的
法
概
念
で
い
え
ば
行
政
規
範
や
民
事
規
範
に
あ
た
る
内
容
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
賊
盗
律
一
六
条
脯
肉
に
毒
あ
り
、
曾
経
て
人
を
病
ま
し
め
て
餘
り
あ
る
者
は
、
速
か
に
之
を
焚
く
。
違
い
た
る
者
は
、
杖
九
十
。
若
し
故
ら
に
人
に
与
え
て
食
せ
し
め
、
并
び
に
出
売
し
、
人
を
し
て
病
ま
し
め
た
る
者
は
、
徒
一
年
。
故
を
以
て
死
に
致
し
た
る
者
は
絞
。
即
し
人
、
自
ら
食
し
て
死
に
致
し
た
る
者
は
、
過
失
に
て
人
を
殺
し
た
る
の
法
に
従
う
。
は
、
主
と
し
て
乾
燥
肉
の
販
売
業
者
に
有
毒
な
肉
の
即
時
焼
却
処
分
を
義
務
づ
け
、
そ
の
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
を
置
く
行
政
統
制
的
規
定
(
)
で
あ
り
、
現
代
日
本
で
は
食
品
衛
生
法
に
類
似
の
規
定
を
見
出
し
う
る
(
)
。
雑
律
七
条
諸
そ
医
、
人
の
為
に
薬
を
合
し
、
及
び
題
疏
・
針
刺
す
る
に
、
誤
て
本
方
の
如
く
せ
ず
、
人
を
殺
し
た
る
者
は
、
徒
二
年
半
。
其
れ
故
ら
に
本
方
の
如
く
せ
ず
、
人
を
殺
傷
し
た
る
者
は
、
故
殺
傷
を
以
て
論
ず
。
人
を
傷
つ
け
ざ
る
と
雖
も
、
杖
六
十
。
即
し
薬
を
売
り
た
る
に
本
方
の
如
く
せ
ず
、
人
を
殺
傷
し
た
る
者
も
、
亦
た
之
の
如
し
。
は
、
薬
品
製
造
販
売
業
者
に
方
書
に
も
と
づ
か
な
い
薬
品
の
製
造
販
売
を
禁
じ
、
そ
の
違
反
の
結
果
と
し
て
人
の
死
傷
が
生
じ
た
場
合
の
罰
則
を
置
く
行
政
統
制
的
規
定
を
含
ん
で
い
る
。
現
代
日
本
で
は
薬
事
法
に
類
似
の
規
定
を
見
出
し
う
る
(
)
。
現
代
日
本
で
も
、
行
政
統
制
の
違
反
に
刑
罰
を
科
す
る
法
規
を
行
政
刑
法
と
い
う
刑
事
法
の
一
分
野
と
し
て
と
ら
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
般
的
な
刑
法
典
を
構
成
す
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
雑
律
三
四
条
諸
そ
奴
婢
・
牛
馬
駝
騾
驢
を
買
い
、
已
に
価
を
過
し
た
る
に
、
市
券
を
立
て
ず
し
て
三
日
を
過
ぎ
た
れ
ば
、
笞
三
十
。
売
り
た
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
472
一
四
Ⅱ
る
者
は
、
一
等
を
減
ず
。
券
を
立
て
た
る
の
後
、
旧
病
あ
り
た
る
者
は
、
三
日
の
内
は
悔
る
を
聴
す
。
病
な
く
し
て
欺
き
た
る
者
は
、
市
る
こ
と
法
の
如
し
。
違
い
た
る
者
は
、
笞
四
十
。
即
し
売
買
已
に
訖
る
に
、
而
し
て
市
司
の
時
に
券
を
過
さ
ざ
る
者
は
、
一
日
は
笞
三
十
。
一
日
ご
と
に
一
等
を
加
え
、
罪
は
杖
一
百
に
止
る
。
は
、
奴
婢
・
家
畜
の
売
買
の
際
の
市
券
発
給
申
請
義
務
と
、
そ
れ
を
発
給
す
る
市
司
の
即
時
発
給
義
務
を
定
め
、
そ
の
懈
怠
に
関
す
る
罰
則
を
定
め
る
行
政
統
制
的
規
定
で
あ
る
。
市
券
発
給
の
手
続
は
関
市
令
復
原
二
一
条
(
)
諸
そ
奴
婢
・
牛
馬
駝
騾
驢
等
を
売
買
し
た
れ
ば
、
皆
な
本
部
・
本
司
を
経
て
価
を
過
し
券
を
立
て
、
朱
印
し
て
給
付
す
。
に
定
め
ら
れ
、
律
令
一
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
規
範
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
雑
律
三
四
条
は
、
市
券
作
成
後
三
日
以
内
に
旧
病
す
な
わ
ち
｢
隠
れ
た
る
瑕
疵｣
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
契
約
解
除
を
許
容
す
る
と
い
う
瑕
疵
担
保
責
任
を
も
定
め
、
現
代
日
本
で
は
民
法
に
類
似
の
規
定
を
見
出
し
う
る
(
)
。
雑
律
四
六
条
諸
そ
水
火
の
損
敗
し
た
る
所
あ
り
て
、
故
ら
に
犯
し
た
る
者
は
徴
償
す
。
誤
失
し
た
る
者
は
償
せ
ず
。
は
、
水
災
・
火
災
に
よ
る
財
産
上
の
損
害
を
生
じ
た
さ
せ
た
と
き
、
故
意
で
あ
っ
た
者
に
は
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
が
、
過
失
で
あ
っ
た
者
は
免
責
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
日
本
で
は
、
失
火
者
の
賠
償
責
任
を
免
除
す
る
失
火
ノ
責
任
ニ
関
ス
ル
法
律
に
類
似
の
規
定
を
見
出
し
う
る
(
)
。
こ
れ
ら
雑
律
二
箇
条
の
規
定
は
、
近
代
西
欧
的
な
法
観
念
で
は
民
法
の
領
域
に
属
す
る
。
わ
ず
か
な
例
証
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
近
代
西
欧
的
法
概
念
で
は
行
政
規
範
や
民
事
規
範
に
属
す
る
よ
う
な
規
定
を
含
む
律
を
、
同
じ
く
近
代
西
欧
的
な
法
観
念
を
当
て
は
め
て
単
純
に
刑
法
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
律
を
刑
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
そ
れ
と
対
照
的
な
概
念
と
し
て
令
を
行
政
法
と
か
民
法
と
称
す
る
こ
と
も
適
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
令
に
刑
罰
規
定
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
規
定
に
反
す
る
行
為
が
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
、
す
で
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一
五
Ⅱ
に
仁
井
田
氏
や
滋
賀
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
令
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
は
、
前
掲
の
雑
律
六
一
条
註
に
い
う
｢
令
に
禁
制
あ
り
て
律
に
罪
名
な
き
者｣
へ
の
違
反
行
為
は
雑
律
六
一
条
に
よ
る
処
断
の
対
象
と
な
り
、
律
が
特
別
に
罪
名
と
刑
罰
を
規
定
す
る
も
の
へ
の
違
反
行
為
は
そ
の
律
の
条
項
に
よ
る
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
仁
井
田
氏
は
、
封
爵
令
復
旧
二
乙
条
(
)
諸
そ
王
公
侯
伯
子
男
、
皆
な
子
孫
の
嫡
を
承
け
た
る
者
、
伝
襲
す
。
若
し
嫡
子
な
く
、
及
び
罪
疾
あ
れ
ば
、
嫡
孫
を
立
つ
。
嫡
孫
な
け
れ
ば
、
次
を
以
て
嫡
子
の
同
母
弟
を
立
つ
。
母
弟
な
け
れ
ば
、
庶
子
を
立
つ
。
庶
子
な
け
れ
ば
、
嫡
孫
の
同
母
弟
を
立
つ
。
母
弟
な
け
れ
ば
、
庶
孫
を
立
つ
。
曾
玄
以
下
、
此
に
准
ず
。
後
な
き
者
は
国
除
す
。
に
定
め
る
封
爵
の
承
襲
順
位
へ
の
違
反
行
為
は
、
戸
婚
律
九
条
諸
そ
嫡
を
立
て
る
に
法
に
違
い
た
る
者
は
、
徒
一
年
。
即
し
嫡
妻
、
年
五
十
以
上
に
し
て
子
な
き
者
は
、
嫡
を
立
て
る
に
長
を
以
て
す
る
を
得
。
長
を
以
て
せ
ざ
る
者
は
、
亦
た
之
の
如
し
。
に
よ
っ
て
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
戸
令
復
旧
八
乙
条
(
)
諸
そ
男
女
三
歳
以
下
は
黄
と
為
す
。
十
五
以
下
は
小
と
為
す
。
二
十
以
下
は
中
と
為
す
。
其
れ
男
は
、
年
二
十
一
に
て
丁
と
為
し
、
六
十
に
て
老
と
為
す
。
夫
な
き
者
は
寡
妻
妾
と
為
す
。
に
定
め
る
黄
小
中
丁
老
の
五
等
の
年
齢
区
分
に
違
反
す
る
記
載
を
戸
籍
お
よ
び
計
帳
に
な
し
、
課
役
を
免
ぜ
し
め
た
官
吏
に
対
し
て
は
、
戸
婚
律
一
条
口
を
脱
し
、
及
び
年
状
を
増
減
し
〈
疾
老
中
小
の
類
を
謂
う
、
以
て
課
役
を
免
れ
た
る
者
は
、
一
口
は
徒
一
年
、
二
口
ご
と
に
一
等
を
加
え
、
罪
は
徒
三
年
に
止
む
。
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一
六
Ⅱ
に
よ
る
処
断
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
)
。
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
捕
亡
令
復
原
一
六
条
(
)
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
た
れ
ば
、
皆
な
随
近
の
官
司
に
送
る
。
市
に
在
り
て
得
た
る
者
は
、
市
司
に
送
る
。
其
れ
金
吾
、
各

両
京
に
在
り
、
巡
察
し
て
得
た
る
者
は
、
金
吾
衛
に
送
る
。
は
遺
失
物
の
拾
得
者
に
直
近
の
官
庁
へ
の
届
出
を
義
務
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
果
た
さ
な
い
場
合
は
、
雑
律
六
〇
条
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
て
、
五
日
に
満
ち
て
官
に
送
ら
ざ
る
者
は
、
各

亡
失
の
罪
を
以
て
論
ず
。
贓
重
き
者
は
、
坐
贓
も
て
論
ず
。
私
の
物
は
、
坐
贓
よ
り
二
等
を
減
ず
。
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
)
。
雑
律
六
〇
条
は
収
得
後
五
日
以
内
で
あ
れ
ば
処
罰
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
定
め
て
い
る
か
ら
、
令
に
対
す
る
違
反
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
の
特
則
を
律
が
定
め
る
場
合
、
雑
律
六
一
条
の
違
令
罪
の
法
定
刑
笞
五
十
よ
り
も
加
重
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
減
軽
あ
る
い
は
免
除
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
律
の
規
定
は
例
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
滋
賀
氏
が
｢
律
の
中
の
か
な
り
多
く
の
規
定
は
、
令
の
中
の
或
る
規
定
と
対
応
し
て
そ
の
違
反
に
対
す
る
刑
罰
を
定
め
る
形
と
な
っ
て
い
る
(
)｣
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
令
は
法
典
ご
と
罰
則
規
定
を
律
に
委
ね
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
規
定
の
遵
守
履
行
は
刑
罰
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
構
造
的
に
刑
事
規
範
で
あ
り
、
あ
え
て
近
代
西
欧
的
法
概
念
を
用
い
れ
ば
行
政
刑
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
日
本
の
行
政
法
規
で
は
、
刑
罰
に
よ
っ
て
遵
守
履
行
が
担
保
さ
れ
る
べ
き
法
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
項
中
に
罰
則
を
置
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
法
の
各
条
項
に
関
す
る
罰
則
を
最
後
に
ま
と
め
て
提
示
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
令
は
そ
の
全
条
項
に
関
す
る
罰
則
を
、
法
典
の
最
後
に
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
と
め
て
律
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
東
涯
の
い
う
よ
う
に
、
令
を
｢
号
令
を
定
め
お
き
た
る
(
)｣
命
令
規
範
と
呼
ぶ
こ
と
に
支
障
は
な
い
が
、
律
と
て
命
令
規
範
を
有
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
命
令
規
範
に
反
し
た
者
へ
の
刑
罰
規
定
を
そ
の
中
に
用
意
し
て
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一
七
Ⅱ
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
律
と
令
と
の
間
に
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。
唐
の
律
令
格
式
の
性
格
を
述
べ
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料
と
し
て
は
、『
唐
六
典』
巻
六
、
尚
書
刑
部
、
郎
中
・
員
外
郎
凡
そ
文
法
の
名
に
は
四
あ
り
。
一
に
曰
く
律
、
二
に
曰
く
令
、
三
に
曰
く
格
、
四
に
曰
く
式
。
…
…
凡
そ
律
は
以
て
刑
を
正
し
て
罪
を
定
め
、
令
は
以
て
範
を
設
け
て
制
を
立
て
、
格
は
以
て
違
を
禁
じ
て
邪
を
正
し
、
式
は
以
て
物
を
軌
し
て
事
を
程
す
。
お
よ
び
『
新
唐
書』
巻
五
六
、
刑
法
志
唐
の
刑
書
に
は
四
あ
り
。
曰
く
、
律
令
格
式
。
令
な
る
者
は
、
尊
卑
貴
賤
の
等
数
、
国
家
の
制
度
な
り
。
格
な
る
者
は
、
百
官
有
司
の
常
に
行
う
所
の
事
な
り
。
式
な
る
者
は
、
其
の
常
に
守
る
所
の
法
な
り
。
凡
そ
邦
国
の
政
、
必
ず
此
の
三
者
に
従
事
す
。
其
の
違
う
所
あ
り
、
及
び
人
の
悪
を
為
し
て
罪
戻
に
入
る
者
は
、
一
に
断
ず
る
に
律
を
以
て
す
。
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
｢
律
は
刑
罰
、
令
は
非
刑
罰
(
)｣
と
い
う
定
義
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
律
は
刑
法
、
令
は
行
政
法
・
民
法
と
い
う
区
別
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
滋
賀
氏
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、｢
律
に
は
、
自
然
犯
に
対
す
る
処
罰
規
定
と
、
行
政
犯
に
対
す
る
罰
則
と
が
含
ま
れ
て
い
る
(
)｣
の
で
あ
る
か
ら
、
律
と
令
の
間
に
存
す
る
違
い
は
、
刑
罰
法
典
か
非
刑
罰
法
典
か
、
す
な
わ
ち
刑
罰
規
定
を
そ
の
法
典
の
な
か
に
有
す
る
か
否
か
と
い
う
｢
法
典
編
纂
技
術
上
の
一
つ
の
手
法｣
の
違
い
で
し
か
な
い
(
)
。
律
令
の
二
部
か
ら
な
る
唐
代
の
基
本
法
典
の
う
ち
、
律
を
規
範
と
罰
則
の
双
方
を
有
す
る
刑
罰
基
本
法
典
と
す
れ
ば
、
令
は
規
範
は
有
す
る
が
罰
則
は
律
に
委
ね
た
非
刑
罰
基
本
法
典
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
第
一
章
で
用
い
た
｢
律
の
法
領
域｣
は
｢
刑
罰
法
の
領
域｣
、｢
令
の
法
領
域｣
は
｢
非
刑
罰
法
の
領
域｣
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
最
後
の
唐
令
で
あ
る
開
元
二
五
年
令
は
宋
初
ま
で
非
刑
罰
法
の
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
天
聖
令
は
開
元
二
五
年
令
に
代
わ
っ
て
非
刑
罰
法
の
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
の
地
位
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
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一
八
Ⅱ
第
二
節
元
豊
以
後
の
令
の
性
格
元
豊
七
年
、
元
豊
勅
令
格
式
の
頒
行
に
よ
り
、
編
勅
は
勅
令
格
式
の
四
部
編
成
と
な
っ
た
。
こ
の
形
式
の
法
典
は
南
宋
末
ま
で
継
承
さ
れ
た
か
ら
、
元
豊
令
に
附
与
さ
れ
た
性
格
は
南
宋
最
後
の
淳
祐
令
ま
で
継
承
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。『
慶
元
条
法
事
類』
に
の
こ
さ
れ
た
慶
元
令
も
、
当
然
に
そ
の
性
格
を
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
元
豊
以
後
の
令
の
性
格
に
つ
い
て
の
主
要
な
言
説
を
概
観
し
て
お
く
。
東
涯
の
｢
神
宗
の
時
、
律
ば
か
り
に
て
は
尽
き
ざ
る
に
よ
り
て
、
律
の
載
せ
ざ
る
事
を
勅
を
以
て
さ
だ
む
、
そ
の
目
を
あ
ら
た
め
て
勅
令
格
式
と
云
、
勅
は
名
例
よ
り
以
下
断
獄
ま
で
十
二
門
あ
り
、
令
は
品
官
よ
り
断
獄
ま
で
三
十
五
門
あ
り
(
)｣
、
浅
井
氏
の
｢
宋
代
法
典
ノ
名
称
ヲ
見
ル
ニ
或
ハ
勅
令
格
式
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
…
…
勅
ハ
律
ニ
相
当
ス
唐
ハ
律
令
格
式
ト
曰
ヒ
宋
ハ
勅
令
格
式
ト
曰
ヘ
ル
ニ
テ
察
ス
ヘ
シ
即
刑
法
典
ナ
リ
(
)｣
は
令
の
性
格
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
牧
野
巽
氏
は
｢
勅
は
唐
の
律
の
よ
う
に
、
す
で
に
罪
を
犯
し
た
者
を
治
す
る
刑
法
で
あ
っ
た
。
令
は
｢
未
然
に
禁
ず
る｣
い
わ
ゆ
る
教
令
的
法
規
で
あ
る
(
)｣
と
述
べ
て
令
を
教
令
的
法
規
と
し
、
仁
井
田
氏
は
｢
勅
は
犯
し
た
も
の
を
罰
す
る
法
、
令
は
未
然
に
禁
ず
る
法
と
い
わ
れ
る
(
)｣
と
し
て
牧
野
氏
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
。
牧
野
、
仁
井
田
両
氏
ま
で
の
言
説
は
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
令
と
の
性
格
的
な
差
違
を
意
識
し
て
い
な
い
が
、
曾
我
部
氏
は
そ
の
間
の
変
化
を
意
識
し
て
、｢
勅
と
は
已
に
行
っ
た
こ
と
が
禁
令
に
違
反
し
て
お
れ
ば
罰
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
法
典
で
あ
り
、
令
は
勅
の
前
の
未
然
の
約
束
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
法
典
で
あ
り
、
格
は
賞
罰
・
階
級
・
給
与
・
忌
服
な
ど
の
限
極
等
級
を
定
め
て
い
る
法
典
で
あ
り
、
…
…
令
と
格
と
は
従
前
の
律
令
格
式
の
時
の
も
の
と
は
、
そ
の
性
格
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
…
…
勅
令
格
式
に
お
け
る
令
は
、
禁
止
約
束
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
格
は
以
前
の
令
に
お
い
て
そ
の
一
部
分
を
な
す
賞
勲
・
等
級
・
忌
服
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一
九
Ⅱ
な
ど
の
制
度
だ
け
を
盛
っ
て
い
る
法
典
と
な
っ
て
い
た
。
…
…
勅
令
格
式
の
場
合
の
令
は
、
多
く
刑
法
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
以
前
の
律
令
格
式
の
場
合
の
令
と
は
、
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
令
が
著
し
く
刑
法
的
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
以
前
の
令
に
規
定
し
て
い
た
賞
勲
・
忌
服
・
階
級
な
ど
の
制
度
は
、
こ
れ
を
格
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
(
)｣
と
説
明
す
る
。
梅
原
氏
も
｢｢
令｣
に
は
よ
り
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る｣
と
し
て
、
外
観
的
な
｢｢
唐
令｣
の
十
六
の
令
名
が
消
滅
し
、
新
し
く
二
十
の
令
名
が
誕
生
す
る｣
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
三
点
に
わ
た
っ
て
内
容
的
変
化
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
洪
邁
『
容
斎
三
筆』
に
三
五
と
さ
れ
る
令
の
篇
目
数
が
現
存
『
慶
元
条
法
事
類』
で
は
三
七
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、｢
宋
の
令
は
、
唐
代
基
本
法
典
の
柱
の
一
つ
だ
っ
た
｢
令｣
と
い
う
一
種
の
聖
域
が
、
か
な
り
ル
ー
ス
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
つ
ま
り
、｢
編
勅｣
と
い
う
副
次
法
典
内
の
区
分
の
一
つ
に
下
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
は
示
す｣
と
す
る
。
第
二
に
、｢
唐
で
は
截
然
と
分
れ
て
い
た
｢
律｣
と
｢
令｣
の
部
門
名
が
一
つ
に
な
り
始
め
た
、
つ
ま
り
｢
勅｣
と
｢
令｣
に
同
名
の
門
目
が
生
じ
た｣
こ
と
な
ど
か
ら
、｢
そ
れ
ら
が
唐
代
の
｢
律｣
｢
令｣
の
理
念
と
は
別
の
次
元
に
立
つ
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い｣
と
す
る
。
第
三
に
、
南
宋
の
法
典
に
｢
短
く
、
内
容
的
に
も
単
純
な
、
し
か
も
狭
い
範
囲
の
｢
条
例｣
的
な
｢
令｣
が
多
い
こ
と｣
、｢
そ
れ
が
制
定
さ
れ
る
経
緯
も
ま
た
、
極
め
て
ご
安
直
な
感
触
を
受
け
る｣
こ
と
、｢
罰
則
規
定
以
外
の
部
分
は
、
令
も
勅
も
ほ
と
ん
ど
同
文
と
い
う
事
例
が
少
か
ら
ず
出
現
し
て
く
る｣
こ
と
か
ら
、｢
宋
の
｢
令｣
が
、
唐
と
違
っ
て
、
明
確
に
現
実
の
行
政
の
各
側
面
に
対
応
し｣
｢
宋
の
行
政
に
適
す
る
よ
う
に
、
ア
ッ
プ
・
ト
ゥ
・
デ
イ
ト
な
、
吏
卒
、
公
用
、
場
務
、
理
欠
等
々
の
令
を
つ
け
加
え
た
。
そ
し
て
、
禄
、
駅
、
衣
服
、
鹵
簿
、
儀
制
、
喪
葬
、
公
式
な
ど
の
、
一
定
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
そ
な
え
、
皇
帝
や
貴
族
階
級
の
威
厳
や
建
前
と
関
係
し
た
部
分
は
、
個
別
に
独
立
し
た
法
規
と
し
て
編
集
、
使
用
さ
れ
る
方
向
と
な
っ
て｣
｢
著
し
く
行
政
法
規
の
色
彩
を
濃
く
し
始
め
た｣
と
し
て
い
る
(
)
。
滋
賀
氏
は
｢
勅
は
刑
罰
法
規
の
集
成
、
つ
ま
り
は
刑
法
典
で
あ
る
。
…
…
律
(
刑
統)
と
勅
と
い
う
二
つ
の
刑
法
典
は
ま
さ
し
く
基
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Ⅱ
本
法
典
と
副
次
法
典
の
関
係
に
立
つ
。
…
…
令
は
刑
罰
を
含
ま
な
い
規
範
命
題
の
集
成
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
唐
代
の
令
と
性
格
を
共
通
に
す
る
。
た
だ
し
唐
代
に
は
基
本
を
令
に
細
則
を
式
に
定
め
て
い
た
の
に
、
こ
こ
で
は
、
基
本
・
細
則
の
区
別
は
取
り
払
わ
れ
て
令
と
い
う
名
に
一
本
化
し
て
い
る
(
)｣
と
し
て
、
基
本
法
典
性
の
喪
失
に
の
み
唐
令
と
の
差
違
を
求
め
て
い
る
。
基
本
法
典
・
副
次
法
典
に
関
す
る
議
論
を
暫
く
措
け
ば
、
唐
令
と
元
豊
以
後
の
令
と
の
間
の
性
格
的
な
変
容
は
、
曾
我
部
氏
が
主
張
す
る
著
し
く
刑
法
的
性
質
を
も
つ
法
典
へ
の
変
化
か
、
梅
原
氏
が
主
張
す
る
著
し
く
行
政
法
的
性
質
を
も
つ
法
典
へ
の
変
化
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
曾
我
部
氏
の
主
張
は
、
唐
令
が
実
質
的
に
刑
事
規
範
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
度
外
視
し
て
い
る
点
で
受
け
入
れ
難
い
。
梅
原
氏
の
主
張
は
、
宋
代
の
国
家
事
業
の
内
容
が
複
雑
多
様
化
し
、
そ
れ
を
反
映
し
て
令
の
篇
目
数
や
篇
目
、
規
定
内
容
が
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
唐
令
が
｢
そ
の
多
く
が
行
政
と
関
係
し
て
い
る
法
典｣
で
あ
り
｢
行
政
と
深
く
か
か
わ
る｣
と
し
た
梅
原
氏
自
身
の
言
説
(
)
を
充
分
に
踏
ま
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
篇
目
数
の
変
動
が
令
の
性
格
の
変
動
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
二
七
篇
目
の
開
元
七
年
令
と
三
一
篇
目
の
開
元
二
五
年
令
(
)
の
間
に
も
、
開
元
二
五
年
令
と
『
容
斎
三
筆』
に
記
さ
れ
る
三
五
篇
目
の
宋
令
と
の
間
に
も
、
性
格
の
変
動
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｢｢
唐
令｣
三
十
一
篇
に
単
純
に
六
篇
を
足
し
た
も
の
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
る
宋
の
｢
令｣
で
は
な
い｣
こ
と
が
｢
最
も
重
要
な
問
題
(
)｣
な
ら
ば
、
問
題
は
篇
目
数
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
律
勅
と
令
と
に
共
通
す
る
篇
目
の
出
現
が
令
の
性
格
の
変
動
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
捕
亡
令
の
な
い
開
元
七
年
令
と
こ
れ
を
も
つ
開
元
二
五
年
令
の
間
に
も
性
格
の
変
動
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
雑
令
は
す
で
に
隋
開
皇
令
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
律
勅
と
令
の
篇
目
を
｢
同
名
に
し
て
お
く
方
が
、
現
実
に
は
判
り
や
す
く
利
用
に
も
便
利
(
)｣
で
あ
る
な
ら
ば
、
職
制
・
断
獄
よ
り
も
｢
宋
の
新
し
い
行
政
法
規
の
中
核
と
な
る
項
目
(
)｣
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
経
済
統
制
関
係
の
規
定
を
あ
つ
め
た
衛
禁
勅
に
対
応
す
る
衛
禁
令
が
作
ら
れ
て
い
る
べ
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令
の
内
容
が
短
く
な
り
、
単
純
に
な
り
、
範
囲
が
狭
ま
り
、
制
定
経
緯
が
安
直
に
な
っ
た
こ
と
は
唐
令
と
の
比
較
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
暫
く
措
き
、
内
容
の
短
小
化
、
単
純
化
、
狭
小
化
と
い
う
印
象
を
、
第
三
章
で
の
唐
令
・
天
聖
令
と
慶
元
令
と
の
比
較
作
業
を
通
じ
て
具
体
的
に
感
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
(
)
。
罰
則
規
定
以
外
の
令
と
勅
の
同
文
化
は
、
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
律
と
令
の
相
互
関
係
が
、
よ
り
直
接
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
雑
律
六
条
諸
そ
機
槍
を
施
し
、
坑
穽
を
作
り
た
る
者
は
、
杖
一
百
。
故
を
以
て
人
を
殺
傷
し
た
る
者
は
、
闘
殺
傷
よ
り
一
等
を
減
ず
。
若
し
標
幟
あ
り
た
る
者
は
、
又
た
一
等
を
減
ず
。
其
れ
深
山
迥
沢
、
及
び
猛
獣
の
犯
暴
す
る
こ
と
あ
り
た
る
の
処
に
て
、
施
し
作
り
た
る
者
は
、
聴
す
。
仍
て
標
幟
を
立
つ
。
立
て
ざ
る
者
は
、
笞
四
十
。
故
を
以
て
人
を
殺
傷
し
た
る
者
は
、
闘
殺
傷
の
罪
よ
り
三
等
を
減
ず
。
と
唐
雑
令
復
原
六
五
条
(
)
諸
そ
猛
獣
あ
り
た
る
の
処
、
檻
穽
・
射
等
を
作
る
を
聴
す
。
得
た
れ
ば
即
ち
に
官
に
送
る
。
一
頭
ご
と
に
絹
四
疋
を
賞
す
。
豹
及
び
狼
を
捕
殺
し
た
れ
ば
、
一
頭
ご
と
に
絹
一
疋
を
賞
す
。
若
し
監
牧
の
内
に
在
り
て
獲
た
る
者
は
、
各

一
疋
を
加
う
。
其
れ
牧
監
の
内
に
て
豺
を
獲
た
れ
ば
、
亦
た
一
頭
ご
と
に
絹
一
疋
を
賞
得
す
。
子
は
各

之
を
半
ば
す
。
の
な
か
の
猛
獣
の
罠
に
関
す
る
規
定
を
並
べ
る
と
、
文
章
は
同
一
で
な
い
け
れ
ど
も
、
内
容
的
重
複
は
明
ら
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
梅
原
氏
が
勅
令
同
文
の
例
と
し
て
挙
げ
た
慶
元
職
制
勅
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
一
〇
、
職
制
門
七
、
輒
入
官
舎)
諸
そ
差
を
被
む
り
、
公
文
を
齎
し
て
取
索
す
る
に
、
当
官
に
て
投
下
せ
ず
し
て
、
直
ち
に
吏
舎
に
入
り
、
擅
に
文
書
を
検
し
た
る
者
は
、
杖
一
伯
。
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二
Ⅱ
と
慶
元
職
制
令
(
同
前)
諸
そ
差
を
被
む
り
、
公
文
を
齎
し
て
取
索
す
る
は
、
並
に
所
属
に
於
て
[
於
、
も
と
誤
っ
て
終
に
作
る]
当
官
に
投
下
す
。
直
ち
に
吏
舎
に
入
り
、
擅
に
文
書
を
検
す
る
を
得
ず
。
の
両
条
項
(
)
と
比
較
し
て
み
る
と
、
立
法
技
術
の
巧
拙
は
感
じ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
｢
唐
と
違
っ
て
、
明
確
に
現
実
の
行
政
の
各
側
面
に
対
応
し｣
｢
著
し
く
行
政
法
規
の
色
彩
を
濃
く
し
始
め
た
(
)｣
結
果
で
あ
る
と
言
い
う
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
勅
令
格
式
の
性
格
を
述
べ
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料
と
し
て
は
、『
宋
史』
巻
一
九
九
、
刑
法
志
神
宗
、
律
は
以
て
事
情
を
周
く
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
、
凡
そ
律
の
載
せ
ざ
る
所
の
者
は
一
に
断
ず
る
に
勅
を
以
て
し
、
乃
ち
其
の
目
を
更
め
て
勅
令
格
式
と
曰
い
、
律
は
恒
に
勅
の
外
に
存
せ
し
む
。
…
…
又
た
曰
く
｢
已
然
に
禁
ず
る
を
之
れ
勅
と
謂
い
、
未
然
に
禁
ず
る
を
之
れ
令
と
謂
い
、
此
を
設
け
て
以
て
彼
を
待
つ
を
之
れ
格
と
謂
い
、
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
る
を
之
れ
式
と
謂
う
。
書
を
修
め
る
者
は
当
に
此
を
識
る
べ
き
を
要
す｣
と
。
是
に
於
て
凡
そ
笞
杖
徒
流
死
に
入
り
、
名
例
よ
り
以
下
断
獄
に
至
る
ま
で
、
十
有
二
門
、
刑
名
の
軽
重
に
麗
く
者
は
、
皆
な
勅
と
為
す
。
品
官
よ
り
以
下
断
獄
に
至
る
ま
で
、
三
十
五
門
、
約
束
禁
止
せ
る
者
は
、
皆
な
令
と
為
す
。
命
官
の
等
十
有
七
、
吏
・
庶
人
の
賞
の
等
七
十
有
七
、
又
た
倍
・
全
・
分
・
釐
の
級
凡
そ
五
等
あ
り
、
等
級
高
下
あ
る
者
は
、
皆
な
格
と
為
す
。
表
・
奏
・
帳
・
籍
・
関
・
牒
・
符
・
檄
の
類
凡
そ
五
巻
、
体
制
模
楷
あ
る
者
は
、
皆
な
式
と
為
す
。
『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
二
、
元
豊
二
年
(
一
〇
七
九)
六
月
二
四
日
左
諫
議
大
夫
安

等
、
諸
司
勅
式
を
上
つ
る
。
上
、

等
に
諭
し
て
曰
く
｢
此
を
設
け
て
彼
の
至
る
を
逆
う
る
を
格
と
曰
う
。
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
る
を
式
と
曰
う
。
其
れ
を
未
然
に
禁
ず
、
之
れ
令
と
謂
う
。
其
れ
を
已
然
に
治
む
、
之
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Ⅱ
れ
勅
と
謂
う
。
書
を
修
め
る
者
は
当
に
此
を
知
る
べ
き
を
要
す
。
典
あ
り
則
あ
り
、
厥
れ
を
子
孫
に
貽
す
。
今
の
格
式
令
勅
は
、
即
ち
典
則
な
り
。
若
し
其
の
書
全
て
具
わ
り
、
政
府
之
を
総
べ
、
有
司
之
を
守
れ
ば
、
斯
れ
事
な
か
ら
ん｣
と
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
二
九
八
、
元
豊
二
年
六
月
辛
酉
(
二
四
日)
左
諫
議
大
夫
安

等
、
諸
司
勅
式
を
上
つ
る
。
上
、

等
に
諭
し
て
曰
く
｢
此
を
設
け
て
彼
の
至
る
を
逆
う
る
を
格
と
曰
う
。
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
る
を
式
と
曰
う
。
其
れ
を
未
然
に
禁
ず
、
之
れ
令
と
謂
う
。
其
れ
を
已
然
に
治
む
、
之
れ
勅
と
謂
う
。
書
を
修
め
る
者
は
当
に
此
を
知
る
べ
き
を
要
す
。
典
あ
り
則
あ
り
、
厥
れ
を
子
孫
に
貽
す
。
今
の
格
式
令
勅
は
、
即
ち
典
則
な
り
。
若
し
其
の
書
完
具
し
、
政
府
之
を
総
べ
、
有
司
之
を
守
れ
ば
、
斯
れ
事
な
か
ら
ん｣
と
。
洪
邁
『
容
斎
三
筆』
巻
一
六
、
勅
令
格
式
法
令
の
書
、
其
の
別
四
あ
り
。
勅
令
格
式
、
是
な
り
。
神
宗
の
聖
訓
に
曰
く
｢
未
然
に
禁
ず
る
を
之
れ
勅
と
謂
う
。
已
然
に
禁
ず
る
を
之
れ
令
と
謂
う
。
此
を
設
け
て
以
て
彼
の
至
る
を
待
つ
、
之
を
格
と
謂
い
、
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
、
之
を
式
と
謂
う｣
と
。
凡
そ
笞
杖
徒
流
死
に
入
り
、
例
よ
り
以
下
断
獄
に
至
る
ま
で
、
十
有
二
門
、
刑
名
の
軽
重
に
麗
く
者
は
、
皆
な
勅
と
為
す
。
品
官
よ
り
以
下
断
獄
に
至
る
ま
で
、
三
十
五
門
、
約
束
禁
止
せ
る
者
は
、
皆
な
令
と
為
す
。
命
官
・
庶
人
の
等
、
倍
・
全
・
分
・
釐
の
級
[
級
、
も
と
誤
っ
て
給
に
作
る]
、
等
級
高
下
あ
る
者
は
、
皆
な
格
と
為
す
。
表
・
奏
・
帳
・
籍
・
関
・
牒
・
符
・
檄
の
類
、
体
制
模
楷
あ
る
者
は
、
皆
な
式
と
為
す
。
元
豊
編
勅
は
此
を
用
い
、
後
来
数

修
定
あ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
大
体
は
悉
く
之
を
循
用
す
。
今
の
假
寧
一
門
、
実
は
格
に
載
せ
、
公
私
の
文
書
・
行
移
、
並
に
名
づ
け
て
式
と
為
す
は
、
假
に
し
て
則
ち
非
な
り
。
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
元
豊
諸
司
勅
式
・
編
勅
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四
Ⅱ
[元
豊]
二
年
六
月
辛
酉
〈
二
十
四
日
。
一
に
戊
午
と
云
う
、
左
諫
議
安

等
、
諸
司
勅
式
を
上
つ
る
。
上
、
諭
し
て
曰
く
｢
此
を
設
け
て
彼
の
至
る
を
逆
う
る
を
格
と
曰
う
。
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
る
を
式
と
曰
う
。
其
れ
を
未
然
に
禁
ず
、
之
れ
令
と
謂
う
。
其
れ
を
已
然
に
治
む
、
之
れ
勅
と
謂
う
。
書
を
修
め
る
者
は
当
に
此
を
知
る
べ
き
を
要
す
。
典
あ
り
則
あ
り
、
厥
れ
を
子
孫
に
貽
す
。
今
の
格
式
令
勅
は
、
即
ち
典
則
な
り
。
若
し
其
の
書
全
具
し
、
政
府
之
を
総
べ
、
有
司
之
を
守
れ
ば
、
斯
れ
事
な
か
ら
ん｣
と
。
…
…[
元
豊]
七
年
三
月
乙
巳
〈
六
日
、
詳
定
重
修
編
勅
書
成
る
〈
孫
覚
謂
え
ら
く
、
煩
砕
に
し
て
用
い
難
く
、
一
条
分
か
ち
て
四
五
と
為
す
こ
と
あ
り
、
と
。
書
目
。
元
豊
勅
令
式
七
十
一
巻
、[
元
豊]
七
年
、
刑
部
侍
郎
崔
台
符
等
撰
す
。
元
祐
中
、
劉
摯
等
刊
修
す
〈
元
豊
は
約
束
を
以
て
令
と
為
し
、
刑
名
も
て
勅
と
為
し
、
酬
賞
も
て
格
と
為
す
。
煕
寧
勅
は
嘉
祐
の
旧
文
に
拠
り
、
元
豊
勅
は
煕
寧
の
前
例
を
用
う
。
『
朱
子
語
類』
巻
一
二
八
、
本
朝
二
、
法
制
元
豊
中
、
執
政
安

等
、
定
む
る
所
の
勅
令
を
上
つ
る
。
上
、

に
喩
え
て
曰
く
｢
此
を
設
け
て
彼
の
至
る
を
逆
う
、
之
を
格
と
謂
う
。
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む
、
之
を
式
と
謂
う
。
未
然
に
禁
ず
、
之
を
令
と
謂
う
。
其
れ
を
已
然
に
治
む
、
之
を
勅
と
謂
う
。
書
を
修
め
る
者
は
当
に
此
の
如
か
る
べ
き
を
要
す
。
若
し
其
の
書
完
具
し
、
政
府
之
を
総
べ
、
有
司
之
を
守
れ
ば
、
斯
れ
事
な
か
ら
ん｣
と
。
…
…
格
は
、
五
服
の
制
度
の
、
某
親
は
某
服
に
当
た
り
、
某
親
は
某
時
に
当
た
る
は
、
各

限
極
あ
る
が
如
し
。
所
謂
｢
此
を
設
け
て
彼
の
至
る
を
逆
う｣
の
謂
い
な
り
。
式
は
、
磨
勘
転
官
し
、
恩
沢
封
贈
を
求
め
る
の
類
は
、
只
だ
箇
の
様
子
に
依
り
て
写
去
す
る
の
如
し
。
所
謂
｢
此
を
設
け
て
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む｣
の
謂
い
な
り
。
令
は
、
則
ち
条
例
禁
制
、
其
の
事
為
す
を
得
ず
、
某
事
に
違
う
者
は
罰
あ
る
の
類
、
所
謂
｢
未
然
に
禁
ず｣
る
者
な
り
。
勅
は
、
則
ち
是
れ
已
に
此
の
事
を
結
り
、
条
に
依
り
て
断
遣
す
る
の
類
、
所
謂
｢
其
れ
を
已
然
に
治
む｣
者
な
り
。
…
…
某
事
は
合
当
に
如
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何
に
す
べ
き
、
這
れ
之
を
令
と
謂
う
。
某
功
は
幾
等
の
賞
を
得
、
某
罪
は
幾
等
の
罰
を
得
る
か
の
如
き
、
這
れ
之
を
格
と
謂
う
。
凡
そ
事
に
箇
の
様
子
あ
り
、
今
の
家
保
状
式
の
類
の
如
き
、
這
れ
之
を
式
と
謂
う
。
某
事
は
当
に
如
何
に
断
ず
べ
き
、
某
事
は
当
に
如
何
に
行
う
べ
き
、
這
れ
之
を
勅
と
謂
う
。
…
…
勅
は
是
れ
令
格
式
の
行
処
せ
ざ
る
所
、
故
に
之
を
断
ず
る
に
勅
を
以
て
す
。
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勅
令
格
式
の
定
義
は
元
豊
二
年
の
諸
司
勅
式
の
上
呈
に
際
し
て
神
宗
が
安

ら
に
賜
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
区
分
理
念
が
そ
れ
以
後
の
海
行
法
と
一
司
法
を
通
じ
た
編
纂
方
針
と
し
て
墨
守
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
令
は
｢
未
然
に
禁
ず
る｣
規
定
を
集
め
た
法
典
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
(
)
。
元
豊
勅
令
格
式
の
構
成
に
即
し
て
『
宋
史』
刑
法
志
と
『
容
斎
三
筆』
に
い
う
｢
約
束
禁
止｣
、『
玉
海』
に
い
う
｢
約
束｣
、
あ
る
い
は
『
朱
子
語
類』
に
い
う
｢
某
事
は
合
当
に
如
何
に
す
べ
き｣
、
そ
し
て
元
豊
二
年
の
神
宗
に
よ
る
説
諭
の
原
型
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
、『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
二
六
九
、
煕
寧
八
年
(
一
〇
七
五)
一
〇
月
辛
亥
(
二
三
日)
編
修
内
諸
司
勅
式
向
宗
儒
言
え
ら
く
｢
徳
音
を
面
奉
す
る
に
、
修
む
る
所
の
文
字
の
賞
格
・
刑
名
に
干
す
る
も
の
は
勅
と
為
し
、
指
揮
約
束
は
令
と
為
し
、
人
物
の
名
数
、
行
遣
の
期
限
の
類
は
式
と
為
し
、
今
、
具
草
し
て
勅
令
式
、
各

一
事
を
編
成
す｣
と
。
詔
し
て
沈
括
を
し
て
編
修
内
諸
司
式
を
兼
ね
し
め
、
仍
お
詳
定
一
司
勅
を
罷
め
し
む
。
に
記
さ
れ
た
令
を
｢
指
揮
約
束｣
と
す
る
文
言
、
あ
る
い
は
後
年
、
元
豊
勅
令
格
式
を
改
定
し
た
元
祐
勅
令
式
の
編
纂
記
事
で
あ
る
同
書
巻
四
〇
七
、
元
祐
二
年
(
一
〇
八
七)
一
二
月
壬
寅
(
二
四
日)
詔
し
て
元
祐
詳
定
編
勅
令
式
を
頒
つ
。
是
れ
よ
り
先
、
蘇
頌
等
詔
を
奉
じ
て
詳
定
し
、
既
に
成
書
し
て
、
之
を
表
上
し
て
曰
く
｢
…
…
煕
寧
以
前
の
編
勅
を
按
ず
る
に
、
各

門
目
を
分
か
ち
、
類
を
以
て
相
い
従
い
、
約
束
賞
刑
、
本
条
に
具
載
す
れ
ば
、
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是
を
以
て
官
司
は
検
閲
に
便
た
り
。
元
豊
勅
は
則
ち
各

其
の
罪
に
随
い
、
諸
篇
に
釐
入
し
、
約
束
を
以
て
令
と
為
し
、
刑
名
は
勅
と
為
し
、
酬
賞
は
格
と
為
し
、
更
に
門
を
分
か
た
ず
、
故
に
検
用
の
際
、
多
く
漏
落
を
致
す
。
今
則
ち
並
に
煕
寧
以
前
の
体
例
に
依
り
て
刪
修
し
、
更
に
別
に
賞
格
を
立
て
ず
…
…｣
と
。
の
蘇
頌
ら
に
よ
る
上
表
文
の
な
か
の
｢
約
束
を
以
て
令
と
為
し｣
と
い
う
言
及
を
含
め
て
も
、『
唐
六
典』
に
よ
る
唐
令
に
つ
い
て
の
｢
範
を
設
け
て
制
を
立
て｣
と
の
説
と
実
質
的
に
変
化
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
史
料
の
記
載
か
ら
は
、
元
豊
以
後
の
令
が
唐
令
・
天
聖
令
よ
り
も
刑
法
的
に
な
っ
た
と
も
、
行
政
法
的
に
な
っ
た
と
も
言
い
難
い
の
で
あ
る
(
)
。
『
朱
子
語
類』
が
｢
未
然
に
禁
ず｣
を
敷
延
し
た
｢
条
例
禁
制
、
其
の
事
為
す
を
得
ず
、
某
事
に
違
う
者
は
罰
あ
る
の
類｣
と
の
説
は
、
曾
我
部
氏
の
い
う
｢
勅
令
格
式
の
場
合
の
令
は
、
多
く
刑
法
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
た｣
｢
著
し
く
刑
法
的
に
な
っ
て
い
た
(
)｣
と
の
主
張
を
裏
付
け
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、『
朱
子
語
類』
の
こ
の
説
は
令
の
規
定
へ
の
違
反
が
律
勅
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
、
同
じ
『
朱
子
語
類』
が
｢
勅
は
是
れ
令
格
式
の
行
処
せ
ざ
る
所
、
故
に
之
を
断
ず
る
に
勅
を
以
て
す｣
と
し
て
令
格
式
に
反
す
る
行
為
の
勅
に
よ
る
処
断
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
嘉
祐
編
勅
と
比
較
し
て
政
和
勅
令
格
式
を
批
判
し
た
王
洋
『
東
牟
集』
巻
九
、
箚
、
次
論
嘉
祐
政
和
法
意
不
同
箚
嘉
祐
勅
な
る
者
は
、
四
門
に
分
か
た
ず
、
具
に
勅
に
載
す
。
謂
う
こ
こ
ろ
、
一
物
を
創
造
す
る
が
如
き
は
、
嘉
祐
勅
に
在
り
て
は
、
則
ち
曰
く
｢
凡
そ
某
物
を
造
る
に
は
、
先
に
人
工
材
植
を
集
め
、
多
寡
を
計
り
、
某
日
を
限
り
と
す
、
之
を
為
り
て
功
成
れ
ば
某
賞
を
獲
、
工
廃
す
れ
ば
某
罪
を
定
む｣
と
。
此
れ
嘉
祐
の
文
意
な
り
。
政
和
勅
な
る
者
は
、
勅
令
格
式
の
四
門
に
分
か
つ
。
人
工
材
植
を
集
め
る
は
令
な
り
。
多
寡
を
計
り
、
某
日
を
限
り
と
す
る
は
式
な
り
。
功
成
り
て
某
賞
を
獲
る
は
格
な
り
。
功
廃
し
て
某
罪
を
定
め
る
は
勅
な
り
。
故
に
嘉
祐
勅
は
一
閲
に
し
て
尽
き
、
法
を
習
わ
ざ
る
者
に
在
り
て
も
挙
げ
て
能
く
之
を
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知
る
は
、
此
れ
士
人
百
姓
の
利
な
り
。
政
和
勅
は
反
覆
尋
閲
す
る
も
終
日
に
し
て
一
事
を
尽
く
さ
ざ
る
者
あ
る
は
、
法
吏
の
文
を
侮
る
者
の
利
な
り
。
が
、｢
某
物
を
造
る｣
こ
と
を
規
定
す
る
勅
令
格
式
の
箇
条
に
お
い
て
、
令
は
｢
人
工
材
植
を
集
め
る｣
こ
と
、
勅
は
｢
功
廃
し
て
某
罪
を
定
め
る｣
こ
と
を
担
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。『
新
唐
書』
刑
法
志
に
よ
る
唐
令
に
つ
い
て
の
｢
尊
卑
貴
賤
の
等
数
、
国
家
の
制
度｣
と
の
説
と
、『
宋
史』
刑
法
志
の
格
に
つ
い
て
の
｢
命
官
の
等
十
有
七
、
吏
・
庶
人
の
賞
の
等
七
十
有
七
、
又
た
倍
・
全
・
分
・
釐
の
級
凡
そ
五
等
あ
り
、
等
級
高
下
あ
る
者｣
と
の
説
と
を
比
べ
、『
朱
子
語
類』
の
格
に
つ
い
て
の
｢
五
服
の
制
度
の
、
某
親
は
某
服
に
当
た
り
、
某
親
は
某
時
に
当
た
る
は
、
各

限
極
あ
る
が
如
し｣
｢
某
功
は
幾
等
の
賞
を
得｣
を
含
め
て
考
え
る
と
、
曾
我
部
氏
の
よ
う
に
｢
以
前
の
令
に
規
定
し
て
い
た
賞
勳
・
忌
服
・
階
級
な
ど
の
制
度
は
、
こ
れ
を
格
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
(
)｣
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
｢
令
が
著
し
く
刑
法
的
に
な
っ
て
い
た
か
ら
(
)｣
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
元
祐
勅
令
式
の
編
纂
を
求
め
た
劉
摯
『
忠
粛
集』
巻
六
、
奏
議
、
乞
修
勅
令
疏
(
)
神
宗
皇
帝
、
因
革
の
妙
に
達
し
、
慎
ん
で
憲
禁
を
重
ん
ず
。
元
豊
中
、
有
司
に
命
じ
て
勅
令
を
編
修
せ
し
め
、
凡
そ
旧
と
勅
に
載
す
者
は
、
多
く
之
を
令
に
移
せ
り
。
蓋
し
違
勅
の
法
は
重
く
、
違
令
の
罪
は
軽
け
れ
ば
な
り
。
此
れ
、
以
て
神
宗
皇
帝
の
仁
厚
の
徳
、
萬
方
を
哀
矜
し
、
斯
の
人
の
犯
す
所
を
寛
さ
ん
と
欲
し
、
恩
施
の
甚
大
た
る
を
見
る
に
足
る
な
り
。
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
豊
の
法
典
編
纂
に
お
い
て
、
旧
来
の
編
勅
中
に
含
ま
れ
て
い
た
規
定
の
多
く
が
令
に
移
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
に
対
す
る
違
反
行
為
を
雑
律
六
一
条
の
違
令
罪
に
よ
っ
て
処
断
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(
)
と
す
れ
ば
、
令
の
規
定
に
反
す
る
行
為
は
律
に
よ
っ
て
処
断
す
る
と
い
う
唐
代
以
来
の
構
造
は
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
(
)
。
以
上
の
史
料
か
ら
、
元
豊
以
後
の
令
が
直
接
刑
罰
規
定
を
も
た
ず
、
そ
の
全
条
項
に
関
す
る
罰
則
を
律
勅
に
委
ね
て
い
た
と
い
う
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意
味
で
の
非
刑
罰
法
典
で
あ
る
点
で
、
唐
令
・
天
聖
令
と
性
格
を
共
通
に
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
第
一
章
で
示
し
た
元
豊
以
後
の
令
は
基
本
法
典
・
副
次
法
典
の
両
系
譜
を
継
承
し
た
と
の
仮
説
に
立
ち
返
り
、
元
豊
以
後
の
令
を
令
の
法
領
域
に
お
け
る
副
次
法
典
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
是
非
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滋
賀
氏
は
、
編
勅
・
勅
令
格
式
に
つ
い
て
｢
そ
れ
ら
の
中
の
或
る
文
言
が
不
適
当
だ
と
い
う
議
論
が
起
こ
る
と
、
次
期
の
全
面
改
修
を
待
た
ず
に
、
ど
こ
そ
こ
で
ど
の
字
句
を
削
る
と
か
加
え
る
と
か
、
ま
た
は
ど
う
改
め
る
か
と
い
っ
た
類
の
単
行
指
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
稀
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
も
勅
令
格
式
は
唐
の
律
令
の
よ
う
な
基
本
法
典
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
(
)｣
と
し
、
部
分
的
改
正
を
容
れ
る
点
で
元
豊
以
後
の
令
に
は
基
本
法
典
と
し
て
の
性
格
は
失
わ
れ
、｢
編
勅
か
ら
分
化
し
た
産
物
だ
と
い
う
素
性
は
変
え
よ
う
も
な
く
、
随
時
の
宣
勅
の
集
積
を
或
る
時
期
ご
と
に
整
理
・
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
修
を
繰
り
返
す
と
い
う
性
格
を
、｢
令｣
自
体
が
負
い
続
け
(
)｣
た
と
す
る
。
梅
原
氏
の
｢
宋
の
令
は
、
唐
代
基
本
法
典
の
柱
の
一
つ
だ
っ
た
｢
令｣
と
い
う
一
種
の
聖
域
が
、
か
な
り
ル
ー
ス
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
つ
ま
り
、｢
編
勅｣
と
い
う
副
次
法
典
内
の
区
分
の
一
つ
に
下
っ
て
き
て
い
る
(
)｣
と
い
う
認
識
は
、
滋
賀
氏
の
主
張
の
延
長
上
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
氏
と
も
、
宋
代
を
通
じ
て
基
本
法
典
を
律
な
い
し
刑
統
、
副
次
法
典
を
編
勅
な
い
し
勅
令
格
式
と
し
、
元
豊
以
後
の
令
は
副
次
法
典
の
一
部
を
な
す
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。
た
し
か
に
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
三
七
、
紹
興
六
年
(
一
一
三
六)
八
月
一
八
日
刑
部
員
外
郎
周
三
畏
言
の
国
家
昨
て
承
平
日

久
き
を
以
て
事
に
因
り
て
増
剏
し
、
遂
に
一
司
一
路
一
州
一
県
・
海
行
の
勅
令
格
式
あ
り
て
、
律
法
刑
統
と
兼
行
す
。
已
に
是
れ
詳
尽
た
る
に
、
又
た
或
い
は
法
の
載
せ
ざ
る
所
は
、
則
ち
律
に
挙
明
議
罪
の
文
あ
り
て
、
勅
に
比
附
定
刑
の
制
あ
り
。
繊
悉
備
さ
に
具
わ
る
と
謂
う
べ
し
。
と
い
う
記
述
、
政
和
名
例
勅
(
同
、
刑
法
一
之
二
八
、
政
和
四
年
(
一
一
一
四)
七
月
五
日
中
書
省
言)
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二
九
Ⅱ
諸
そ
律
・
刑
統
・
疏
議
及
び
建
隆
以
来
の
赦
降
は
、
勅
令
格
式
と
兼
行
す
。
文
意
相
い
妨
ぐ
者
は
勅
令
格
式
に
従
う
。
其
れ
一
司
〈
学
制
・
常
平
・
免
役
・
将
官
・
在
京
通
用
法
の
類
も
同
じ
〉
一
路
一
州
一
県
に
別
制
あ
る
者
は
、
別
制
に
従
う
。
な
ら
び
に
慶
元
名
例
勅
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
三
、
刑
獄
門
三
、
検
断)
諸
そ
勅
令
に
例
な
き
者
は
、
律
に
従
う
〈
謂
う
こ
こ
ろ
、
血
を
見
る
を
傷
と
為
す
、
強
い
て
し
た
る
者
は
貳
等
を
加
う
、
加
う
者
は
加
え
て
死
に
入
ら
ず
の
類
の
如
し
。
律
に
例
な
く
、
及
び
例
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、
勅
令
に
従
う
。
な
ど
は
、
勅
令
格
式
全
体
が
律
な
い
し
刑
統
を
外
部
か
ら
修
正
補
充
す
る
存
在
、
つ
ま
り
は
副
次
法
典
と
し
て
存
在
し
(
)
、｢
律
(
＝
刑
統)
と
宋
代
の
勅
令
格
式
は
正
・
副
の
セ
ッ
ト
で
あ
り
、｢
律｣
を
中
核
と
し
、
同
心
円
的
に
大
き
な
拡
が
り
で
｢
勅
令
格
式｣
が
そ
れ
を
包
み
こ
ん
で
い
た
(
)｣
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
律
の
法
領
域
す
な
わ
ち
刑
罰
法
の
領
域
に
お
い
て
｢
律
(
刑
統)
と
勅
と
い
う
二
つ
の
刑
法
典
は
ま
さ
し
く
基
本
法
典
と
副
次
法
典
の
関
係
に
立
つ
(
)｣
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
天
聖
令
を
基
本
法
典
、
編
勅
の
関
連
部
分
と
附
令
勅
・
続
附
令
勅
を
副
次
法
典
、
唐
式
を
細
則
法
典
と
し
て
い
た
令
の
法
領
域
す
な
わ
ち
非
刑
罰
法
の
領
域
が
、
元
豊
以
後
、
刑
統
を
基
本
法
典
、
令
格
式
を
副
次
法
典
と
す
る
構
造
に
代
わ
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
｢
唐
代
に
は
基
本
を
令
に
細
則
を
式
に
定
め
て
い
た
の
に
、
こ
こ
で
は
、
基
本
・
細
則
の
区
別
は
取
り
払
わ
れ
て
令
と
い
う
名
に
一
本
化
し
て
い
る
(
)｣
と
い
う
元
豊
以
後
の
令
が
、
刑
統
を
基
本
法
典
に
迎
え
て
副
次
法
典
の
座
を
占
め
た
と
解
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
、
律
な
い
し
刑
統
が
、
そ
の
形
式
も
内
容
も
ま
っ
た
く
変
更
し
な
い
ま
ま
、
刑
罰
法
の
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
か
ら
、
刑
罰
・
非
刑
罰
の
両
法
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
へ
と
変
身
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
『
宋
刑
統』
は
律
、
律
疏
、
令
、
格
、
式
、
開
成
格
、
勅
、
起
請
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、｢
嘉
祐
編
勅
は
宋
刑
統
に
附
載
さ
れ
る
勅
お
よ
び
起
請
を
も
編
纂
素
材
の
う
ち
に
加
え
て
検
討
の
対
象
と
し
、
有
用
の
件
は
こ
れ
を
編
勅
の
中
に
取
り
込
み
、
そ
の
他
は
将
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来
に
向
か
っ
て
行
用
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
た
(
)｣
の
な
ら
ば
、
そ
の
基
本
法
典
性
は
律
の
部
分
に
局
限
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
滋
賀
氏
は
｢
唐
令
(
お
よ
び
式)
の
う
ち
宋
刑
統
に
収
め
ら
れ
た
条
文
は
、
他
の
新
法
と
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
効
力
を
持
ち
続
け
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
戸
令
応
分
条
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
大
き
く
抵
触
す
る
新
法
も
存
在
せ
ず
(
少
な
く
も
検
証
さ
れ
て
お
ら
ず)
、
長
く
行
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
)｣
と
も
指
摘
す
る
。
天
聖
令
残
本
に
戸
令
が
含
ま
れ
な
い
以
上
、『
宋
刑
統』
巻
一
二
、
戸
婚
律
一
三
条
附
載
の
戸
令
復
旧
二
七
条
(
)
に
つ
い
て
は
検
証
の
術
が
な
い
が
、
刑
統
に
附
載
さ
れ
る
唐
令
が
天
聖
令
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
滋
賀
氏
は
｢
喪
葬
令
戸
絶
条
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
宋
の
新
法
の
定
め
る
特
異
な
シ
ス
テ
ム
と
抵
触
し
て
実
用
性
を
失
っ
た
(
)｣
と
し
て
い
る
が
、『
宋
刑
統』
巻
一
二
、
戸
婚
律
、
戸
絶
資
産
所
載
の
喪
葬
令
復
原
三
三
条
(
)
諸
そ
身
喪
り
て
戸
絶
し
た
る
者
は
、
あ
る
所
の
部
曲
・
客
女
・
奴
婢
・
店
宅
・
資
財
は
、
並
に
近
親
を
し
て
〈
親
は
本
服
に
依
り
、
出
降
を
以
て
せ
ず
〉
転
易
貨
売
せ
し
め
、
将
て
葬
事
を
営
み
、
及
び
功
徳
を
量
営
す
る
の
外
、
餘
財
は
並
に
女
に
与
う
戸
は
同
じ
く
す
と
雖
も
、
資
財
は
先
に
別
ち
た
る
者
は
、
亦
た
此
に
準
ず
。
女
な
け
れ
ば
、
以
次
の
近
親
に
均
入
す
。
親
戚
な
き
者
は
、
官
に
て
検
校
を
為
す
。
若
し
亡
り
た
る
人
、
存
せ
る
日
に
、
自
ら
処
分
を
遺
嘱
す
る
こ
と
あ
り
て
証
験
の
分
明
な
る
者
は
、
此
の
令
を
用
い
ず
。
は
、
天
聖
喪
葬
令
宋
二
七
条
(
)
諸
そ
身
喪
り
て
戸
絶
し
た
る
者
は
、
あ
る
所
の
部
曲
・
客
女
・
奴
婢
・
宅
店
・
資
財
は
、
近
親
を
し
て
〈
親
は
本
服
に
依
り
、
出
降
を
以
て
せ
ず
〉
転
易
貨
売
せ
し
め
、
将
て
葬
事
を
営
み
、
及
び
功
徳
を
量
営
す
る
の
外
、
餘
財
は
並
に
女
に
与
う
〈
戸
は
同
じ
く
す
と
雖
も
、
資
財
は
先
に
別
ち
た
る
者
は
、
亦
た
此
に
準
ず
。
女
な
け
れ
ば
、
以
次
の
近
親
に
均
入
す
。
親
戚
な
き
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者
は
、
官
に
て
検
校
を
為
す
。
若
し
亡
り
た
る
人
、
存
せ
る
日
に
、
自
ら
処
分
を
遺
嘱
す
る
こ
と
あ
り
て
証
験
の
分
明
な
る
者
は
、
此
の
令
を
用
い
ず
。
即
し
別
勅
に
制
あ
る
者
は
、
別
勅
に
従
う
。
に
、｢
即
し
別
勅
に
制
あ
る
者
は
、
別
勅
に
従
う｣
と
い
う
文
言
を
追
加
さ
れ
た
だ
け
で
、
ほ
ぼ
同
文
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
は
、
と
り
あ
え
ず
唐
令
そ
の
ま
ま
の
令
文
を
存
置
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
修
正
補
充
す
る
『
宋
刑
統』
巻
一
二
、
戸
婚
律
、
戸
絶
資
産
附
載
の
起
請
臣
等
参
詳
す
ら
く
。
請
う
ら
く
は
、
今
後
、
戸
絶
し
た
る
者
は
、
あ
る
所
の
店
宅
・
畜
産
・
資
財
は
、
営
葬
功
徳
す
る
の
外
、
出
嫁
し
た
る
女
あ
る
者
は
、
三
分
し
て
一
分
を
給
与
し
、
其
の
餘
は
並
に
官
に
入
る
。
如
し
荘
田
あ
れ
ば
、
近
親
に
均
与
し
て
承
佃
せ
し
む
。
如
し
出
嫁
し
た
る
親
女
、
出
さ
れ
、
及
び
夫
亡
な
り
て
子
な
く
、
並
に
曾
て
分
割
し
て
夫
家
の
財
産
を
得
て
入
己
せ
ず
、
父
母
の
家
に
還
帰
し
、
後
に
戸
絶
し
た
る
者
あ
れ
ば
、
並
に
在
室
の
女
の
例
と
同
じ
。
餘
は
令
勅
に
准
じ
て
処
分
せ
ん
こ
と
を
。
の
よ
う
な
規
定
を
附
令
勅
に
収
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
嘉
祐
に
先
立
つ
天
聖
に
お
い
て
、『
宋
刑
統』
に
附
載
さ
れ
る
令
は
天
聖
令
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
起
請
は
附
令
勅
に
取
り
込
ま
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
聖
雑
令
宋
二
二
条
(
)
諸
そ
田
宅
・
婚
姻
・
債
負
〈
法
に
於
て
合
に
理
す
べ
き
者
〉
を
訴
う
る
は
、
十
月
一
日
よ
り
官
司
受
理
し
、
正
月
三
十
日
に
至
り
て
詞
状
に
接
す
る
を
住
め
、
三
月
三
十
日
に
至
り
て
断
じ
畢
る
。
停
滞
せ
る
者
は
状
を
以
て
聞
す
。
若
し
先
に
文
案
あ
り
、
及
び
交

相
い
侵
奪
せ
る
者
は
、
時
に
随
て
受
理
す
。
は
、『
宋
刑
統』
巻
一
三
、
戸
婚
律
、
婚
田
入
務
所
載
の
唐
雑
令
復
原
三
五
条
(
)
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諸
そ
田
宅
・
婚
姻
・
債
負
を
訴
う
る
は
、
十
月
一
日
よ
り
、
三
月
三
十
日
に
至
る
ま
で
検
校
す
。
以
外
は
合
に
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
先
に
文
案
あ
り
、
交

相
い
侵
奪
せ
る
者
は
、
此
の
例
に
在
ず
。
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
条
附
載
の
起
請
臣
等
参
詳
す
ら
く
。
あ
る
所
の
田
宅
・
婚
姻
・
債
負
の
類
を
論
競
す
る
は
〈
債
負
は
、
法
の
徴
理
を
許
す
者
を
謂
う
、
十
月
一
日
を
取
り
て
以
後
、
官
司
の
受
理
を
許
し
、
正
月
三
十
日
に
至
り
て
詞
状
に
接
す
る
を
住
め
、
三
月
三
十
日
以
前
に
断
遣
は
須
く
畢
る
べ
し
。
如
し
未
だ
畢
ら
ざ
れ
ば
、
刑
獄
を
停
滞
せ
る
事
由
を
具
し
て
聞
奏
す
。
如
し
是
れ
交

相
い
侵
奪
し
、
及
び
諸
般
の
詞
訟
の
但
そ
田
農
の
人
戸
に
干
せ
ざ
る
者
は
、
所
在
の
官
司
は
時
に
随
て
受
理
し
断
遣
す
る
こ
と
、
上
件
の
月
日
の
限
に
拘
わ
ら
ず
。
に
従
っ
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
天
聖
雑
令
宋
二
三
条
(
)
諸
そ
家
長
在
れ
ば
、
子
孫
・
弟
姪
等
は
輒
く
奴
婢
・
六
畜
・
田
宅
及
び
餘
の
財
物
を
以
て
私
自
に
質
挙
し
、
及
び
田
宅
を
売
る
を
得
ず
〈
質
な
く
し
て
挙
し
た
る
者
も
亦
た
此
に
準
ず
。
其
れ
家
長
の
遠
き
に
て
卑
幼
を
し
て
質
挙
し
、
売
ら
し
め
た
る
者
あ
れ
ば
、
皆
な
官
司
に
検
し
、
実
を
得
れ
ば
、
然
る
後
に
之
を
聴
す
。
若
し
相
い
本
問
せ
ず
、
違
い
て
輒
く
与
え
、
及
び
買
い
た
る
者
は
、
物
は
追
し
て
主
に
還
す
。
も
、『
宋
刑
統』
巻
一
三
、
戸
婚
律
、
典
売
指
当
論
競
物
業
所
載
の
唐
雑
令
復
原
三
六
条
(
)
諸
そ
家
長
在
れ
ば
〈
在
る
と
は
、
三
百
里
内
に
し
て
、
関
を
隔
て
る
に
非
ざ
る
者
を
謂
う
、
子
孫
・
弟
姪
等
は
、
輒
く
奴
婢
・
六
畜
・
田
宅
及
び
餘
の
財
物
を
以
て
私
自
に
質
挙
し
、
及
び
田
宅
を
売
る
を
得
ず
〈
質
な
く
し
て
挙
し
た
る
者
も
亦
た
此
に
準
ず
。
其
れ
質
挙
し
、
売
り
た
る
者
あ
れ
ば
、
皆
な
本
司
の
文
牒
を
得
て
、
然
る
後
に
之
を
聴
す
。
若
し
相
い
本
問
せ
ず
、
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違
い
て
輒
く
与
え
、
及
び
買
い
た
る
者
は
、
物
は
即
ち
に
追
し
て
主
に
還
し
、
銭
は
没
し
て
追
せ
ず
。
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
本
条
附
載
の
起
請
臣
等
参
詳
す
ら
く
。
応
そ
物
業
を
典
売
し
、
或
は
指
名
し
て
質
挙
す
る
は
、
須
く
是
れ
家
主
尊
長
の
銭
主
に
対
い
、
或
は
銭
主
の
親
信
人
の
当
面
し
て
契
帖
に
署
押
す
べ
し
。
或
は
婦
女
の
面
対
に
難
き
者
は
、
須
く
簾
幕
を
隔
て
親
か
ら
商
量
を
聞
き
、
方
め
て
交
易
を
成
す
べ
し
。
如
し
家
主
尊
長
、
外
に
在
れ
ば
、
遠
近
を
計
ら
ず
、
並
に
須
く
此
に
依
る
べ
し
。
若
し
隔
て
て
化
外
に
在
り
、
及
び
兵
戈
に
阻
隔
せ
ら
る
れ
ば
、
即
ち
州
県
の
相
い
事
理
を
度
り
、
憑
由
を
給
与
す
る
を
須
ち
、
方
め
て
商
量
し
て
交
易
す
る
を
許
す
。
如
し
是
れ
卑
幼
骨
肉
、
尊
長
を
蒙
昧
し
、
専
擅
に
典
売
・
質
挙
・
倚
当
し
、
或
は
尊
長
の
姓
名
を
偽
署
し
た
れ
ば
、
其
の
卑
幼
及
び
牙
保
引
致
人
等
は
、
並
に
当
に
重
断
す
べ
し
。
銭
業
は
各

両
主
に
還
す
。
其
れ
銭
、
已
経
に
卑
幼
の
破
用
し
、
徴
償
す
べ
き
な
き
者
は
、
更
に
家
主
尊
長
の
処
に
て
徴
理
す
る
の
限
に
在
ら
ず
。
応
そ
田
宅
・
物
業
、
是
れ
骨
肉
と
雖
も
合
に
分
を
有
す
べ
か
ら
ざ
る
に
、
輒
く
将
て
典
売
し
た
る
者
は
、
盗
に
准
じ
て
論
じ
、
律
に
従
て
処
分
す
。
を
取
り
入
れ
て
修
正
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
聖
令
は
『
宋
刑
統』
に
収
め
ら
れ
た
令
の
法
領
域
の
諸
規
定
を
そ
の
要
素
と
し
て
取
り
込
ん
だ
う
え
で
、
唐
令
が
占
め
て
い
た
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
の
座
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
り
、
元
豊
以
前
に
つ
い
て
は
刑
統
を
令
の
法
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
聖
令
と
唐
式
を
も
｢
刪
定
の
俎
上
に
の
せ
、
将
来
と
も
有
用
な
要
素
は
新
し
い
令
の
う
ち
に
吸
収
し
(
)｣
た
元
豊
以
後
の
令
を
副
次
法
典
と
し
、
刑
統
を
こ
れ
に
対
応
す
る
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
に
据
え
直
す
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
副
次
法
典
が
基
本
法
典
の
存
在
を
前
提
と
し
て
こ
そ
想
定
し
う
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
法
領
域
に
副
次
法
典
だ
け
が
残
存
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
は
む
し
ろ
、
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賀
氏
の
元
豊
令
に
対
す
る
｢
基
本
・
細
則
の
区
別
は
取
り
払
わ
れ
て
令
と
い
う
名
に
一
本
化
し
て
い
る
(
)｣
と
い
う
理
解
を
発
展
さ
せ
、
元
豊
以
後
の
令
の
法
領
域
に
お
い
て
は
基
本
・
副
次
・
細
則
と
い
う
階
層
的
な
構
造
は
融
解
し
た
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
元
豊
令
が
、
編
勅
の
な
か
の
令
の
法
領
域
の
部
分
と
附
令
勅
・
続
附
令
勅
と
い
う
副
次
法
典
の
要
素
を
本
流
と
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
唐
令
・
天
聖
令
と
い
う
基
本
法
典
の
要
素
を
も
合
流
さ
せ
、
こ
れ
を
規
定
形
式
別
に
令
・
格
・
式
に
整
理
し
た
う
え
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
副
次
法
典
と
し
て
の
み
理
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
元
代
の
法
典
の
喪
失
を
経
て
、
明
清
の
法
体
系
に
お
い
て
は
、
律
の
法
領
域
で
は
律
を
基
本
法
典
、
問
刑
条
例
な
い
し
条
例
を
副
次
法
典
と
す
る
階
層
構
造
が
復
活
す
る
も
の
の
、
令
の
法
領
域
で
は
法
典
の
再
興
は
な
ら
な
か
っ
た
(
)
。
そ
の
状
況
に
至
る
前
段
階
と
し
て
、
宋
代
の
多
様
化
し
た
国
家
事
業
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
の
一
司
法
を
生
み
出
す
一
方
で
、
海
行
法
に
お
い
て
も
基
本
法
典
を
も
ち
う
る
状
態
を
超
え
て
し
ま
い
、
基
本
・
副
次
・
細
則
と
い
う
階
層
構
造
を
融
合
し
て
、
令
格
式
と
い
う
規
定
形
式
ご
と
に
整
理
し
な
お
し
た
体
系
の
形
成
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
天
聖
令
と
『
慶
元
条
法
事
類』
の
比
較
前
二
章
に
お
け
る
検
討
を
通
じ
て
、
元
豊
以
後
の
令
は
、
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
で
あ
る
唐
令
・
天
聖
令
と
、
副
次
法
典
で
あ
る
編
勅
の
双
方
の
系
譜
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
令
の
法
領
域
に
お
け
る
基
本
・
副
次
・
細
則
と
い
う
法
典
の
階
層
構
造
は
融
合
さ
れ
、
令
格
式
と
い
う
規
定
形
式
別
の
法
典
が
形
成
さ
れ
た
と
の
仮
説
を
得
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ
の
仮
説
は
、
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
令
の
間
に
｢
内
容
的
に
は
天
地
も
た
だ
な
ら
ぬ
相
違
が
あ
る
(
)｣
と
し
た
ら
成
り
立
ち
得
な
い
。
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
令
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
間
に
継
承
関
係
を
ど
の
程
度
見
出
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し
得
る
か
を
検
討
し
て
ゆ
く
し
か
な
い
が
、
そ
の
具
体
的
方
針
と
し
て
は
、
稲
田
奈
津
子
氏
が
行
っ
た
、
天
聖
令
と
慶
元
令
格
式
の
対
応
関
係
の
検
証
を
応
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
稲
田
氏
が
直
接
的
に
目
指
し
た
も
の
は
唐
令
復
原
研
究
の
新
た
な
方
法
論
の
構
築
で
あ
っ
た
が
、
假
寧
・
喪
葬
の
二
篇
目
に
つ
い
て
天
聖
令
と
慶
元
令
格
式
の
対
応
を
検
証
し
た
結
果
、
こ
の
二
篇
目
に
属
す
る
天
聖
令
の
｢
ほ
ぼ
す
べ
て
の
条
文
に
つ
い
て
、
慶
元
条
法
事
類
中
に
そ
の
内
容
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
(
)｣
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。
稲
田
氏
の
検
証
は
｢
唐
宋
間
の
変
化
が
比
較
的
少
な
く
、
慶
元
条
法
事
類
に
唐
令
の
踏
襲
を
多
く
残
す
も
の
と
予
想
さ
れ
る
(
)｣
二
篇
目
を
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
元
豊
以
降
に
お
い
て
律
勅
と
の
同
一
篇
目
化
が
生
じ
た
獄
官
―
断
獄
、
な
ら
び
に
す
で
に
開
元
二
五
年
段
階
で
律
と
共
通
の
篇
目
と
な
っ
て
い
た
捕
亡
と
雑
の
三
篇
目
を
検
証
の
対
象
と
し
た
。
獄
官
―
断
獄
を
検
証
の
対
象
と
し
た
の
は
、
梅
原
氏
に
よ
っ
て
令
と
勅
の
同
一
篇
目
化
が
令
の
変
容
を
示
す
第
二
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
｢
宋
の
新
し
い
行
政
法
規
の
中
核
と
な
る
項
目
(
)｣
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
(
)
、
捕
亡
と
雑
は
そ
れ
と
の
対
照
と
し
て
の
意
味
合
い
を
も
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
対
応
・
継
承
関
係
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
が
[
表
２]
[
表
３]
[
表
４]
で
あ
る
(
)
。
対
応
・
継
承
関
係
の
検
討
に
つ
い
て
は
批
判
を
仰
ぐ
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
け
れ
ど
も
、
大
体
の
傾
向
は
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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[
表
２]
天
聖
令
・
慶
元
条
法
事
類
対
応
表
(
獄
官
―
断
獄)
天
聖
獄
官
令
宋
一
条
諸
犯
罪
、
皆
於
事
発
処
州
県
推
断
。
在
京
諸
司
人
事
発
者
、
巡
察
糾
捉
到
罪
人
等
、
並
送
所
属
官
司
推
断
。
在
京
無
所
慶
元
条
法
事
類
対
応
典
拠
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣
・
推
駮)
諸
犯
罪
、
皆
於
事
発
之
所
推
断
。
杖
以
下
、
県
決
之
。
徒
以
上
〈
編
配
之
類
、
応
比
徒
者
、
同
。
餘
条
、
縁
推
断
録
Ⅱ
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七
属
者
、
送
開
封
府
〈
雖
有
所
属
官
司
、
無
決
罰
例
者
、
準
此
。
宋
二
条
諸
犯
罪
、
杖
罪
以
下
、
県
決
之
。
徒
以
上
、
送
州
推
断
。
若
官
人
犯
罪
、
具
案
録
奏
、
下
大
理
寺
検
断
、
審
刑
院
詳
正
其
罪
、
議
定
奏
聞
、
聴
勅
処
分
。
如
有
不
当
者
、
亦
随
事
駁
正
、
其
応
州
断
者
、従
別
勅
。
宋
三
条
諸
在
京
及
諸
州
見
禁
囚
、
毎
月
逐
旬
録
囚
姓
名
、
略
注
犯
状
及
禁
時
月
日
・
処
断
刑
名
、
所
主
官
署
奏
、
下
刑
部
審
覆
。
如
有
不
当
及
稽
滞
、
随
即
挙
駁
、
本
部
来
月
一
日
奏
。
宋
四
二
条
諸
囚
、
当
処
長
官
十
日
一
慮
、
無
長
官
、
次
官
慮
。
其
囚
延
引
久
禁
、
不
被
推
問
、
若
事
状
可
知
、
雖
支
証
未
尽
、
或
告
一
人
数
事
、
及
被
告
人
有
数
事
者
、
若
重
事
得
実
、
軽
事
未
了
、
如
此
之
徒
、
慮
官
並
即
断
決
。
問
、
称
徒
以
上
者
、
准
此
〉
及
応
奏
者
、
並
須
追
証
勘
結
円
備
、
方
得
送
州
。
若
重
罪
已
明
不
礙
検
断
、
而
本
州
非
理
駮
退
者
、
提
点
刑
獄
司
覚
察
按
治
。
断
獄
令
(
巻
９
職
制
門
６
去
官
解
役)
諸
州
県
官
〈
従
政
郎
以
下
、
任
監
当
官
者
、
同
〉
在
官
犯
公
罪
杖
以
下
、
本
州
断
罰
、
訖
奏
〈
違
法
決
人
至
死
者
、
非
。
即
場
務
課
利
虧
欠
、
已
去
官
而
応
勘
結
者
、
移
文
所
在
勘
奏
。
不
知
所
在
、
及
在
京
者
、
具
申
尚
書
刑
部
。
断
獄
令
(
巻
９
職
制
門
６
去
官
解
役)
諸
命
官
犯
罪
、
応
本
州
断
罰
〈
自
首
覚
挙
会
恩
全
原
、
若
去
官
勿
論
者
、
同
〉
而
情
軽
者
、
断
訖
、
申
提
点
刑
獄
司
審
察
。
如
情
法
允
当
、
即
具
尚
書
吏
部
・
刑
部
・
大
理
寺
。
職
制
令
(
巻
７
職
制
門
４
監
司
巡
歴)
諸
州
県
禁
囚
、
監
司
毎
季
親
慮
〈
不
能
詣
、
及
有
妨
碍
者
、
聴
差
官
。
若
有
冤
抑
、
先
踈
放
、
訖
具
事
因
以
聞
謂
囚
人
本
無
罪
而
不
応
禁

者
。
職
制
令
(
巻
７
職
制
門
４
監
司
巡
歴)
諸
監
司
、
毎
歳
被
旨
分
詣
所
部
点
検
催
捉
結
絶
見
禁
罪
人
者
、
各
随
置
司
州
地
里
遠
近
、
限
五
月
下
旬
起
発
雖
未
被
旨
、
亦
行
遇
本
司
闕
官
、
或
専
奉
指
揮
躬
親
幹
、
及
鞠
獄
捕
盗
救
護
河
防
、
不
可
親
詣
、
或
属
県
非
監
司
経
由
路
、
即
委
通
判
幕
職
官
、
仍
具
事
因
申
尚
書
省
。
其
被
委
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宋
四
条
諸
挙
轄
刑
獄
官
、
常
検
行
獄
囚
鎖
枷
・
鋪
席
及
疾
病
・
糧
餉
之
事
、
有
不
如
法
者
、
随
事
推
科
。
宋
五
条
諸
決
大
辟
罪
、
在
京
者
、
行
決
之
司
一
覆
奏
、
得
旨
乃
決
。
在
外
者
、
決
訖
六
十
日
録
案
奏
、
下
刑
部
詳
覆
、
有
不
当
者
、
得
随
事
挙
駁
。
其
京
城
及
駕
所
在
、
決
囚
日
、
内
教
官
経
過
州
県
月
日
、
慮
囚
名
件
、
申
提
点
刑
獄
司
、
至

月
拾
伍
日
以
前
巡
、
仍
具
所
到
去
処
月
日
〈
被
委
官
申
到
者
、
同
、
申
尚
書
省
。
職
制
令
(
巻
７
職
制
門
４
監
司
巡
歴)
諸
監
司
巡
按
、
遇
諸
州
州
院
・
司
理
院
并
県
禁
罪
人
、
及
品
官
命
婦
公
事
、
各
徒
以
上
者
、
雖
非
本
司
事
、
聴
審
問
。
若
情
渉
疑
慮
、
或
罪
人
声
寃
、
或
官
司
挟
情
出
入
而
応
移
推
者
、
牒
所
属
監
司
行
。
若
承
報
不
行
、
或
雖
行
而
不
当
者
、
具
事
因
奏
。
職
制
令
(
巻
７
職
制
門
４
監
司
巡
歴)
諸
監
司
毎
歳
点
検
州
県
禁
囚
淹
留
不
決
、
或
有
寃
濫
者
、
具
当
職
官
職
位
・
姓
名
、
按
劾
以
聞
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
刑
獄
雑
事)
諸
獄
、
州
県
当
職
官
、
半
年
壹
次
躬
行
検
視
。
修
葺
所
費
、
及
獄
司
〈
当
直
司
、
同
〉
応
供
官
用
、
若
給
囚
之
物
、
皆
以
贓
罰
銭
充
。
不
足
者
、
修
葺
支
転
運
司
銭
、
餘
支
本
司
頭
子
銭
〈
如
不
足
、
亦
許
支
転
運
司
銭
、
仍
聴
州
県
随
宜
支
撥
。
転
運
司
不
得
令
申
請
待
報
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣)
諸
決
大
辟
日
、
本
処
官
司
不
得
挙
楽
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣)
諸
州
大
辟
案
已
決
者
、
提
点
刑
獄
司
類
聚
、
具
録
情
款
刑
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九
坊
及
太
常
並
停
音
楽
。
外
州
決
囚
日
、
亦
不
挙
楽
。
宋
六
条
諸
決
大
辟
罪
皆
於
市
、
量
囚
多
少
、
給
人
防
援
至
刑
所
。
五
品
以
上
聴
乗
車
、
並
官
給
酒
食
、
聴
親
故
辞
訣
、
宣
告
犯
状
、
皆
日
未
後
乃
行
刑
〈
犯
悪
逆
以
上
、
不
在
乗
車
之
限
。
決
経
宿
、
所
司
即
為
埋
。
若
有
親
故
、
亦
任
収
葬
。
即
囚
身
在
外
者
、
断
報
之
日
、
馬
遞
行
下
。
宋
七
条
諸
決
大
辟
罪
、
在
京
及
諸
州
、
遣
它
官
与
掌
獄
官
監
決
。
春
夏
不
行
斬
刑
、
十
悪
内
、
悪
逆
以
上
四
等
罪
不
拘
此
令
。
乾
元
・
長
寧
・
天
慶
・
先
天
・
降
聖
節
各
五
日
前
後
各
二
日
、
天
・
天
祺
及
元
正
・
冬
至
・
寒
食
・
立
春
・
立
夏
・
太
歳
・
三
元
・
大
祠
・
国
忌
等
日
、
及
雨
雪
未
晴
、
皆
不
決
大
辟
〈
長
寧
節
、
惟
在
京
則
禁
。
宋
八
条
諸
監
決
死
囚
、
若
囚
有
称
冤
者
、
停
決
別
推
。
名
、
及
曾
与
不
曾
駮
改
、
並
駮
改
月
日
、
有
無
稽
留
、
季
申
尚
書
刑
部
〈
諸
州
歳
終
、
仍
別
類
聚
決
過
大
辟
都
数
、
限
伍
日
、
依
式
申
提
点
刑
獄
司
。
本
司
類
聚
、
限
拾
日
、
依
式
申
尚
書
刑
部
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣)
諸
決
大
辟
皆
於
市
、
遣
佗
官
、
同
所
勘
官
吏
監
決
、
量
差
人
護
送
。
仍
先
令
長
吏
、
集
当
職
官
、
引
囚
親
行
審
問
郷
貫
年
甲
姓
名
来
歴
。
別
無
不
同
、
給
酒
食
、
聴
親
戚
辞
訣
、
示
以
犯
状
〈
陸
品
以
上
官
、
犯
非
悪
逆
以
上
者
、
聴
乗
車
。
不
得
窒
塞
口
耳
、
蒙
蔽
面
目
、
及
諠
呼
奔
逼
。
仍
以
未
申
二
時
行
刑
。
不
得
別
加
傷
害
。
経
宿
、
聴
親
故
収

〈
無
親
故
者
、
差
職
員
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣)
諸
決
大
辟
、
不
以
時
日
。
即
遇
聖
節
、
及
天
慶
・
開
基
・
先
天
・
降
聖
〈
以
上
各
参
日
、
前
後
各
壹
日
〉・
天
・
天
祺
節
、
丁
卯
・
戊
子
日
、
元
正
・
寒
食
・
冬
至
・
立
春
・
立
夏
・
太
歳
・
三
元
・
大
祠
・
国
忌
〈
以
上
各
壹
日
、
及
雨
雪
未
晴
、
皆
不
行
決
。
其
流
以
下
罪
、
遇
聖
節
・
正
節
日
、
及
丁
卯
・
戊
子
日
、
並
准
此
〈
令
衆
遇
聖
節
、
免
。
校
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〇
宋
九
条
諸
犯
流
以
下
、
応
除
免
官
当
、
未
奏
身
死
者
、
告
身
不
追
。
即
奏
時
不
知
身
死
、
奏
後
云
先
死
者
、
依
奏
定
。
其
常
赦
所
不
免
者
、
依
常
例
。
若
雑
犯
死
罪
、
獄
成
会
赦
全
原
者
、
解
見
任
職
事
。
宋
一
〇
条
諸
流
人
科
断
已
定
、
及
移
郷
人
、
皆
不
得
棄
放
妻
妾
。
如
両
情
願
離
者
、
聴
之
。
父
母
及
子
孫
、
去
住
従
其
私
便
、
至
配
所
、
又
不
得
因
便
還
郷
。
如
有
妄
作
逗
留
・
私
還
及
逃
亡
者
、
随
即
申
省
〈
若
別
勅
配
流
者
、
奏
聞
。
宋
一
一
条
諸
流
人
応
配
者
、
各
依
所
配
里
数
、
無
要
重
城
鎮
之
処
、
仍
逐
要
配
之
、
唯
得
就
遠
、
不
得
就
近
。
宋
一
二
条
諸
遞
送
囚
者
、
皆
令
道
次
州
県
量
罪
軽
重
・
強
弱
、
遣
人
援
送
、
明
相
付
領
。
其
臨
時
有
旨
、
遣
官
部
送
者
、
従
別
勅
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷
・
編
配
流
役)
諸
配
流
編
管
覊
管
移
郷
及
諸
軍
移
降
者
、
聴
家
属
随
行
配
沙
門
島
者
、
不
許
。
家
在
佗
所
者
、
移
文
発
遣
。
若
罪
人
已
死
、
而
家
属
願
還
者
、
亦
聴
〈
謂
非
外
界
人
、
及
本
条
不
許
還
者
。
其
願
随
而
在
佗
所
、
或
願
還
而
不
能
自
致
、
若
配
軍
放
停
而
願
帰
本
郷
或
佗
州
者
、
差
逓
鋪
伝
送
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
編
配
流
役)
諸
編
配
計
地
里
者
、
以
住
家
之
所
、
諸
軍
以
住
営
之
所
、
各
不
得
過
里
数
参
伯
里
〈
参
伯
里
内
無
州
者
、
配
以
次
最
近
州
。
応
配
本
州
及
本
城
者
、
在
京
配
近
京
州
。
応
配
鄰
州
者
、
縁
辺
・
次
辺
配
近
裏
州
。
即
再
犯
者
、
仍
計
元
住
或
見
住
之
所
、
従
壹
遠
編
配
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷
・
部
送
罪
人)
諸
部
送
罪
人
、
量
軽
重
多
寡
、
差
兵
級
或
院
虞
候
〈
外
界
及
両
地
供
輸
人
送
佗
州
者
、
准
此
。
編
管
覊
管
移
郷
人
、
止
差
院
虞
候
部
送
。
人
以
上
〈
婦
人
及
男
子
年
拾
伍
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一
宋
一
三
条
諸
流
移
人
在
路
、
皆
遞
給
程
糧
。
毎
請
糧
、
無
故
不
得
停
留
。
宋
一
四
条
諸
流
移
人
至
配
所
、
付
領
訖
、
仍
勘
本
所
発
遣
日
月
及
到
日
、
準
計
行
程
。
若
領
送
使
人
在
路
稽
留
、
不
依
程
限
、
領
処
官
司
随
事
推
断
。
或
罪
人
在
路
逃
亡
、
皆
具
事
以
聞
。
以
下
者
不
計
、
或
兇
悪
人
、
及
事
干
辺
界
者
、
仍
差
将
校
或
衙
前
〈
強
盗
配
軍
、
係
配
沙
門
島
・
遠
悪
州
、
或
死
罪
貸
命
者
、
但
及
参
人
、
雖
非
兇
悪
、
亦
添
差
節
級
部
送
。
拾
人
以
上
、
所
経
由
州
長
吏
量
度
人
数
、
分
番
差
人
部
送
。
未
行
者
寄
禁
。
即
強
盗
及
兇
悪
人
、
所
至
州
県
皆
寄
禁
。
給
賜
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
部
送
罪
人)
諸
部
送
罪
人
及
家
属
、
皆
給
縁
路
口
券
〈
参
歳
以
下
不
給
。
所
過
倉
駅
、
即
時
勘
支
、
不
得
責
写
文
旁
。
有
故
住
程
者
、
亦
給
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷
・
編
配
流
役)
諸
配
流
編
管
覊
管
移
郷
者
、
断
訖
、
節
録
所
犯
、
及
以
随
行
家
属
財
物
数
、
住
家
之
所
、
具
載
於
牒
〈
元
是
命
官
、
不
録
家
属
財
物
、
付
部
送
人
。
仍
給
行
程
、
経
由
県
鎮
批
書
月
日
。
病
者
、
仍
保
明
。
若
須
財
物
支
用
、
聴
経
官
自
言
、
於
牒
内
書
印
給
付
。
応
替
者
、
検
視
交
受
。
入
別
路
界
者
、
所
至
州
県
、
即
時
申
提
点
刑
獄
司
検
察
。
至
所
隷
州
、
受
訖
、
回
報
元
断
官
司
。
若
未
至
而
身
死
或
逃
亡
、
随
処
受
牒
点
検
、
仍
報
元
断
、
若
住
家
、
及
所
隷
州
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷
・
編
配
流
役)
諸
配
流
編
管
覊
管
移
郷
人
応
部
送
者
、
皆
注
籍
〈
先
移
文
所
詣
州
。
内
配
軍
、
仍
計
定
程
数
報
配
所
、
俟
得
已
至
校
証
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二
宋
一
五
条
諸
犯
徒
応
配
居
作
者
、
在
京
分
送
東
西
八
作
司
、
在
外
州
者
、
供
当
処
官
役
。
当
処
無
官
作
者
、
留
当
州
修
理
城
隍
・
倉
庫
及
公
廨
雑
使
。
犯
流
応
住
居
作
者
、
亦
準
此
。
若
婦
人
待
配
者
、
為
鍼
工
。
宋
一
六
条
諸
流
配
罪
人
居
作
者
、
不
得
着
巾
帯
。
毎
旬
給
假
一
日
、
臘
・
寒
食
、
各
給
假
二
日
、
不
得
出
所
居
之
院
。
患
假
者
、
不
令
陪
日
。
役
満
則
放
。
宋
一
七
条
諸
配
流
囚
決
訖
、
二
十
日
外
居
作
、
量
以
配
所
兵
校
防
轄
。
宋
五
三
条
諸
流
人
至
配
所
、
並
給
官
糧
、
令
其
居
作
。
其
見
囚
絶
餉
者
、
亦
給
之
。
宋
一
八
条
諸
流
移
人
在
路
有
産
、
並
家
口
量
給
假
。
若
身
及
家
口
遇
患
、
或
逢
賊
難
・
津
済
水
漲
不
得
行
者
、
並
経
随
近
官
司
申
牒
請
記
、
毎
日
検
行
、
堪
進
即
遣
。
若
患
者
伴
多
不
可
停
待
者
、
所
送
公
人
分
明
付
属
随
近
州
県
、
依
法
将
養
、
之
報
、
即
時
勾
銷
〈
在
路
報
逃
死
之
類
、
同
。
以
上
、
計
程
応
至
而
未
報
者
、
根
治
。
内
配
軍
、
仍
牒
会
縁
路
州
県
輙
截
留
者
、
許
元
断
州
申
所
属
監
司
究
治
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
編
配
流
役)
諸
犯
流
罪
、
願
帰
住
家
之
所
居
作
者
、
決
訖
部
送
。
若
応
編
管
者
、
役
於
編
管
之
所
〈
覊
管
人
、
准
此
。
校
証
617
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
編
配
流
役)
諸
流
囚
決
訖
、
髪
、
去
巾
帯
、
給
口
食
、
貳
拾
日
外
居
作
、
量
以
兵
級
或
将
校
防
轄
。
假
日
不
得
出
所
居
之
院
。
以
病
在
假
者
、
免
陪
日
。
役
満
或
恩
、
則
放
。
校
証
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假
寧
格
(
巻
11
職
制
門
８
給
假)
流
囚
居
作
／
毎
旬
／
壹
日
／
元
日
／
寒
食
／
冬
至
／
参
日
給
賜
格
(
巻
75
刑
獄
門
５
編
配
流
役)
流
囚
居
作
者
、
決
訖
、
日
給
毎
人
／
米
貳
升
假
寧
令
(
巻
11
職
制
門
８
給
假
・
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷
・
編
配
流
役)
諸
配
流
編
管
覊
管
移
郷
人
在
道
、
聞
祖
父
母
父
母
喪
、
及
随
行
家
属
有
疾
或
死
若
産
者
、
申
所
在
官
司
量
事
給
住
程
假
。
拾
遺
799
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三
待
損
、
即
遣
遞
送
。
若
祖
父
母
父
母
喪
、
及
家
口
有
死
者
、
亦
量
給
假
。
唐
七
条
諸
流
移
人
未
達
前
所
、
而
祖
父
母
父
母
在
郷
喪
者
、
当
処
給
假
七
日
発
哀
、
周
喪
給
假
三
日
。
其
流
配
在
役
而
父
母
喪
者
、
給
假
百
日
挙
哀
、
祖
父
母
喪
、
承
重
者
亦
同
、
周
喪
給
日
、
並
除
給
程
。
宋
一
九
条
諸
婦
人
在
禁
臨
産
月
者
、
責
保
聴
出
。
死
罪
産
後
満
二
十
日
・
流
罪
以
下
産
満
三
十
日
、
並
即
追
禁
、
不
給
程
。
宋
二
〇
条
諸
婦
人
犯
死
罪
産
子
、
無
家
人
者
、
付
近
親
収
養
。
無
近
親
、
付
四
鄰
。
有
欲
養
為
子
者
、
雖
異
姓
、
皆
聴
之
。
宋
二
一
条
諸
公
坐
相
連
、
応
合
得
罪
者
、
諸
司
尚
書
並
同
長
官
若
無
、
其
主
判
正
官
亦
準
此
。
以
外
皆
為
佐
職
、
流
外
官
以
下
行
署
文
案
者
、
皆
為
主
典
、
即
品
官
勘
署
文
案
者
、
亦
同
主
典
之
坐
。
宋
二
二
条
諸
因
父
祖
官
蔭
出
身
得
官
、
父
祖
犯
除
名
罪
者
、
子
孫
不
在
解
限
。
若
子
孫
復
犯
除
名
者
、
後
叙
之
日
、
従
無
蔭
法
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
部
送
罪
人)
諸
部
送
罪
人
、
有
故
住
程
者
、
申
所
至
官
司
聴
留
。
官
司
毎
日
検
察
、
可
行
即
遣
。
如
因
疾
病
而
同
行
人
多
者
、
餘
人
遣
行
、
留
病
者
医
治
、
甚
者
免
枷
〈
強
盗
及
兇
悪
人
、
不
免
。
損
日
、
別
差
人
部
送
。
非
応
差
人
処
、
申
所
属
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
刑
獄
雑
事)
諸
大
辟
囚
、
本
宗
同
居
親
年
拾
歳
以
下
、
無
家
人
者
、
責
付
近
親
収
養
。
無
近
親
者
、
付
鄰
人
。
其
不
願
養
、
而
有
餘
人
欲
以
為
子
孫
者
、
聴
。
姓
者
、
皆
従
其
姓
。
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其
父
祖
因
犯
降
叙
者
、
亦
従
後
蔭
叙
。
宋
二
三
条
諸
婦
人
因
夫
子
受
邑
号
、
而
夫
子
犯
除
免
官
当
者
、
其
母
妻
邑
号
亦
随
除
。
即
被
棄
放
及
改
適
者
、
亦
準
此
。
若
夫
子
因
犯
降
叙
者
、
母
妻
亦
降
。
夫
子
雖
降
而
邑
号
不
移
者
、
不
在
降
限
。
宋
二
四
条
諸
官
人
因
犯
移
配
及
別
勅
解
見
任
、
若
本
罪
不
合
除
免
及
官
当
者
、
告
身
各
不
在
追
例
。
宋
二
五
条
諸
犯
罪
、
応
除
免
及
官
当
者
、
計
所
除
免
官
当
給
降
至
告
身
、
贖
追
納
庫
。
奏
報
之
日
、
除
名
者
官
爵
告
身
悉
毀
婦
人
有
邑
号
者
、
亦
準
此
。
官
当
及
免
官
・
免
所
居
官
者
、
唯
毀
見
当
免
及
降
至
者
告
身
。
降
所
不
至
者
、
不
在
追
限
。
応
毀
者
、
並
送
省
、
連
案
、
注
毀
字
納
庫
。
不
応
毀
者
、
断
処
案
呈
付
。
若
推
検
合
復
者
、
皆
勘
所
毀
告
身
、
状
同
、
然
後
申
奏
。
宋
二
六
条
諸
犯
罪
、
応
除
免
官
当
者
、
不
得
釐
事
及
朝
会
。
其
被
勅
推
、
雖
非
官
当
除
免
、
徒
以
上
不
得
入
内
。
宋
二
七
条
諸
犯
罪
事
発
、
有
贓
状
露
験
者
、
雖
徒
伴
未
尽
、
見
獲
者
断
獄
令
(
巻
６
職
制
門
３
批
書
・
巻
76
当
贖
門
追
当)
諸
除
名
者
、
出
身
補
授
以
来
文
書
、
皆
毀
。
当
免
者
、
計
所
当
免
之
官
毀
之
。
断
後
限
拾
日
、
追
取
批
書
毀
抹
、
申
納
尚
書
刑
部
〈
将
校
応
追
毀
所
授
文
書
者
、
准
此
。
其
印
紙
、
亦
拠
所
追
任
数
、
批
書
用
印
書
字
給
還
。
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五
先
依
状
断
之
、
自
外
従
後
追
究
。
宋
二
八
条
諸
犯
罪
未
発
及
已
発
未
断
決
、
逢
格
改
者
、
若
格
重
、
聴
依
犯
時
。
格
軽
者
、
聴
従
軽
法
。
宋
二
九
条
諸
告
言
人
罪
、
非
謀
叛
以
上
者
、
受
理
之
官
皆
先
面
審
、
示
以
虚
得
反
坐
之
罪
、
具
列
於
状
、
判
訖
付
司
。
若
事
有
切
害
者
、
不
在
此
例
〈
切
害
、
謂
殺
人
・
賊
盗
・
逃
亡
、
若
強
姦
及
有
急
速
之
類
。
不
解
書
者
、
典
為
書
之
。
若
前
人
合
禁
、
告
人
亦
禁
、
定
放
之
。
即
鄰
伍
告
者
、
有
死
罪
、
留
告
人
散
禁
。
流
以
下
、
責
保
参
対
。
宋
三
〇
条
諸
告
密
人
、
皆
経
当
処
長
官
告
。
長
官
有
事
、
経
次
官
告
。
若
長
官
・
次
官
倶
有
密
者
、
任
経
比
界
論
告
。
受
告
官
司
丁
寧
示
語
、
確
言
有
実
、
即
禁
身
、
拠
状
検
校
。
若
須
掩
捕
者
、
即
掩
捕
。
応
与
餘
州
相
知
者
、
所
在
官
司
準
状
収
掩
。
事
当
謀
叛
以
上
、
雖
検
校
、
仍
馳
駅
奏
聞
〈
其
大
将
臨
戎
・
出
師
在
外
及
本
処
留
守
、
並
辺
要
州
都
督
・
刺
史
、
雖
被
告
、
不
得
即
禁
。
指
斥
乗
輿
及
妖
言
惑
衆
者
、
検
校
訖
総
奏
。
承
牒
掩
捕
者
、
若
無
別
状
、
不
須
別
奏
。
其
有
告
密
、
示
語
確
不
肯
道
、
云
須
面
奏
者
、
受
告
官
司
更
断
獄
勅
(
巻
73
刑
獄
門
３
検
断)
諸
犯
罪
未
発
及
已
発
未
論
決
而
改
法
者
、
法
重
、
聴
依
犯
時
。
法
軽
、
従
軽
法
。
即
応
事
已
用
旧
法
理
断
者
、
不
得
用
新
法
追
改
。
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四
六
分
明
示
語
虚
得
無
密
反
坐
之
罪
、
又
不
肯
道
事
状
者
、
禁
身
、
馳
駅
奏
聞
。
若
称
是
謀
叛
以
上
者
、
給
駅
、
差
使
部
領
送
京
〈
若
勘
問
不
道
事
状
、
因
失
罪
人
者
、
与
知
而
不
告
者
同
。
其
犯
死
罪
囚
、
及
縁
辺
諸
州
鎮
防
人
、
若
配
流
人
告
密
者
、
並
不
在
送
限
。
応
須
検
校
及
奏
聞
者
、
準
前
例
。
宋
三
一
条
諸
囚
逮
引
人
為
徒
侶
者
、
皆
審
鞠
由
状
、
然
後
追
摂
。
若
追
而
雪
放
、
又
更
妄
引
、
及
囚
在
獄
死
者
、
本
処
精
審
案
覆
。
宋
三
二
条
諸
察
獄
之
官
、
先
備
五
聴
、
又
験
諸
証
信
、
事
状
疑
似
猶
不
首
実
者
、
然
後
考
掠
。
毎
訊
相
去
二
十
日
、
若
訊
未
畢
、
更
移
它
司
、
仍
須
考
鞠
者
〈
囚
移
它
司
者
、
連
写
本
案
倶
移
、
則
連
計
前
訊
、
以
充
三
度
。
即
罪
非
重
害
、
及
疑
似
処
少
、
不
必
皆
須
満
三
度
。
若
囚
因
訊
致
死
者
、
皆
具
申
牒
当
処
長
官
、
委
它
官
親
験
死
状
。
宋
三
三
条
諸
訊
囚
、
非
親
典
主
司
、
皆
不
得
至
囚
所
聴
問
消
息
。
其
考
囚
及
行
罰
者
、
皆
不
得
中
易
人
。
宋
五
〇
条
諸
杖
、
皆
削
去
節
目
。
官
杖
長
三
尺
五
寸
、
大
頭
闊
不
得
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣)
諸
訊
囚
、
聴
於
臀
腿
及
両
足
底
分
受
。
非
当
行
典
獄
、
不
得
至
訊
所
。
其
考
訊
及
行
決
之
人
、
皆
不
得
中
易
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣
旁
照
法)
諸
獄
具
、
毎
月
当
職
官
依
式
検
校
。
杖
、
不
得
留
節
目
、
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四
七
過
二
寸
、
厚
及
小
頭
径
不
得
過
九
分
。
小
杖
長
不
得
過
四
尺
五
寸
、
大
頭
径
六
分
、
小
頭
径
五
分
。
訊
囚
杖
長
同
官
杖
、
大
頭
径
三
分
二
釐
、
小
頭
径
二
分
二
釐
。
其
官
杖
用
火
印
為
記
、
不
得
以
筋
膠
及
諸
物
装
釘
。
考
訊
者
臀
腿
分
受
。
宋
三
四
条
諸
死
罪
囚
、
雖
已
奏
報
、
猶
訴
冤
枉
、
事
有
可
疑
、
須
推
覆
者
、
以
状
奏
聞
、
聴
旨
別
推
。
宋
三
五
条
諸
問
囚
、
皆
判
官
親
問
、
辞
定
、
令
自
書
。
若
不
解
書
者
、
主
典
依
口
写
訖
、
対
判
官
読
示
。
宋
三
六
条
諸
禁
囚
、
死
罪
枷
、
婦
人
及
流
罪
以
下
去
、
其
杖
罪
散
禁
。
若
隠
情
拒
訊
者
、
従
別
勅
。
年
八
十
以
上
・
十
歳
以
下
及
廃
疾
・
懐
孕
・
侏
儒
之
類
、
雖
犯
死
罪
、
又
散
禁
。
宋
三
七
条
諸
犯
罪
応
入
議
請
者
、
皆
奏
。
応
議
者
、
諸
司
七
品
以
上
、
並
於
都
座
議
定
。
雖
非
八
議
、
但
本
罪
応
奏
・
処
断
有
疑
及
経
断
不
伏
者
、
亦
衆
議
、
量
定
其
罪
。
別
勅
付
議
者
、
武
職
不
在
集
限
。
此
外
与
奪
之
事
、
連
判
之
官
不
同
者
、
聴
於
後
別
判
、
不
得
退
付
曹
司
、
抑
令
改
判
。
如
錯
失
者
、
聴
退
付
改
正
。
凡
議
事
、
皆
牒
御
史
台
、
令
御
史
一
人
監
亦
不
得
釘
飾
及
加
筋
膠
之
類
。
仍
用
火
印
、
従
官
給
。
断
獄
式
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣
旁
照
法)
獄
具
／
杖
／
重
壹
拾
伍
両
、
長
止
参
尺
伍
寸
、
上
闊
貳
寸
、
厚
玖
分
、
下
径
玖
分
／
笞
／
止
肆
尺
、
上
闊
陸
分
、
厚
肆
分
、
下
径
肆
分
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四
八
議
、
仍
令
司
別
各
為
議
文
。
其
意
見
有
別
者
、
人
別
自
申
其
議
、
所
司
科
簡
、
以
状
奏
聞
。
若
違
式
及
不
委
議
意
而
署
者
、
御
史
糾
弾
。
宋
三
八
条
諸
判
官
断
事
、
悉
依
律
令
格
式
正
文
。
若
牒
至
検
事
、
唯
得
検
出
事
状
、
不
得
輒
言
与
奪
。
宋
三
九
条
諸
文
武
官
犯
罪
合
禁
、
在
京
者
皆
先
奏
後
禁
、
若
犯
死
罪
及
在
外
者
、
先
禁
後
奏
〈
其
職
事
及
散
官
三
品
以
上
有
罪
、
勅
令
禁
推
者
、
所
推
之
司
皆
覆
奏
、
然
後
禁
推
。
五
品
以
上
、
並
聴
別
所
坐
牀
。
婦
人
有
官
品
者
、
亦
聴
。
若
宿
衛
官
及
諸
軍
衛
士
以
上
犯
罪
須
追
、
及
為
支
証
者
、
制
獄
則
聴
直
隷
本
衛
司
追
掩
〈
獄
係
京
府
者
、
従
府
牒
、
餘
州
準
此
。
衛
司
即
依
発
遣
。
其
上
番
入
宿
衛
者
、
本
衛
司
録
奏
発
遣
、
並
不
得
随
便
追
収
。
即
主
兵
馬
帳
官
人
・
主
典
須
追
者
、
亦
準
此
。
宋
四
〇
条
諸
奉
使
有
所
掩
摂
、
皆
告
本
部
・
本
司
、
不
得
径
即
収
捕
。
若
急
速
・
密
者
、
且
捕
捉
獲
、
取
本
司
公
文
発
遣
。
奉
勅
使
者
亦
同
。
宋
四
一
条
諸
婦
人
在
禁
、
皆
与
男
夫
別
所
、
仍
以
雑
色
婦
女
伴
獄
。
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
検
断)
諸
事
応
検
法
者
、
其
検
法
之
司
、
唯
得
検
出
事
状
、
不
得
輙
言
与
奪
。
校
証
334
断
獄
令
(
巻
５
職
制
門
２
奉
使)
諸
奉
使
有
所
追
摂
、
雖
被
制
、
皆
報
所
属
官
司
、
不
得
直
行
収
捕
。
事
渉
機
速
、
聴
先
捕
獲
、
仍
取
所
属
公
文
発
遣
。
校
証
631
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
刑
獄
雑
事)
諸
婦
人
在
獄
、
以
倡
女
伴
之
、
仍
与
男
子
別
所
。
校
証
335
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四
九
宋
四
三
条
諸
盗
発
、
所
在
官
司
具
発
年
月
・
事
状
、
聞
奏
附
申
。
宋
四
四
条
諸
鞠
獄
官
与
被
鞠
人
有
五
服
内
親
、
及
大
功
以
上
婚
姻
之
家
、
並
受
業
師
、
経
為
本
部
都
督
・
刺
史
・
県
令
、
及
有
讎
嫌
者
、
皆
須
聴
換
推
。
経
為
属
佐
、
於
府
主
亦
同
。
宋
四
五
条
諸
犯
罪
、
須
験
告
身
。
若
告
身
失
落
、
或
在
遠
者
、
皆
験
案
。
無
案
、
聴
拠
保
為
実
。
其
告
身
在
遠
、
従
後
追
験
。
捕
亡
令
(
巻
６
職
制
門
３
批
書
・
巻
７
職
制
門
４
監
司
巡
歴)
諸
賊
盗
発
、
本
州
即
時
注
籍
強
盗
及
殺
人
賊
、
限
参
日
奏
兇
悪
群
盗
入
界
、
或
已
経
奏
至
出
界
、
雖
不
曾
作
過
、
准
此
、
及
申
提
点
刑
獄
提
挙
盗
賊
司
〈
謀
反
、
及
州
県
鎮
寨
内
劫
盗
、
或
諸
軍
結
集
強
盗
、
若
強
盗
人
以
上
者
、
仍
申
転
運
司
、
仍
批
書
捕
盗
官
印
紙
、
監
司
所
至
取
索
印
紙
点
検
。
提
点
刑
獄
司
、
毎
歳
陸
月
・
拾
貳
月
終
、
各
具
諸
州
已
獲
及
満
百
日
未
獲
火
数
、
限
次
季
以
聞
〈
強
盗
、
毎
月
壹
次
具
已
未
獲
人
数
、
申
尚
書
刑
部
。
断
獄
令
(
巻
８
職
制
門
５
親
嫌)
諸
被
差
請
鞫
獄
録
問
検
法
、
而
与
罪
人
若
干

人
有
親
嫌
応
避
者
〈
親
、
謂
同
居
或
袒
免
以
上
親
、
或
麻
以
上
親
之
夫
子
妻
、
或
大
功
以
上
婚
姻
之
家
、
或
母
妻
大
功
以
上
親
之
夫
子
妻
、
或
女
婿
子
婦
麻
以
上
親
、
或
兄
弟
妻
及

妹
夫
之
期
以
上
親
。
嫌
、
謂
見
任
統
属
官
、
或
経
為
授
業
師
、
或
曾
相
荐
挙
、
有
讎
怨
者
。
其
縁
親
者
、
仍
両
相
避
、
自
陳
改
差
。
所
属
勘
会
詣
寔
、
保
明
及
具
改
差
訖
因
依
、
申
刑
部
。
仍
報
御
史
台
即
録
問
検
法
与
鞫
獄
。
若
検
法
与
録
問
官
吏
有
親
嫌
者
、
准
此
。
断
獄
令
(
巻
76
当
贖
門
蔭
贖)
諸
犯
罪
、
以
蔭
応
贖
者
、
追
告
験
寔
。
如
真
偽
不
明
、
或
毀
失
、
若
在
遠
者
、
召
保
貳
人
〈
内
命
官
壹
員
。
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五
〇
宋
四
六
条
諸
州
有
疑
獄
不
決
者
、
奏
刑
法
之
司
。
仍
疑
者
、
亦
奏
下
尚
書
省
議
。
有
衆
議
異
常
、
堪
為
典
則
者
、
録
送
史
館
。
宋
四
七
条
諸
赦
日
、
主
者
設
金
及
鼓
於
宮
城
門
外
、
勒
集
囚
徒
於
闕
前
、
鼓
千
声
訖
、
宣
制
放
。
其
赦
書
依
程
頒
下
。
宋
四
八
条
諸
贖
、
死
刑
限
八
十
日
、
流
六
十
日
、
徒
五
十
日
、
杖
四
十
日
、
笞
三
十
日
。
若
無
故
過
限
不
輸
者
、
会
赦
不
免
。
雖
有
披
訴
、
拠
理
不
移
前
断
者
、
亦
不
在
免
限
。
若
応
理
官
物
者
、
準
直
、
五
十
疋
以
上
、
一
百
日
。
三
十
疋
以
上
、
五
十
日
。
二
十
疋
以
上
、
三
十
日
。
不
満
二
十
疋
以
下
、
二
十
日
。
若
欠
負
官
物
、
応
理
正
贓
及
贖
罪
銅
、
貧
無
以
備
者
、
欠
無
正
贓
、
則
所
属
保
奏
聴
旨
。
贖
罪
銅
則
本
属
長
吏
取
保
放
之
、
会
恩
者
従
勅
処
分
。
断
獄
令
(
巻
76
当
贖
門
総
法
旁
照
法
・
罰
贖)
諸
以
銅
贖
罪
者
、
死
罪
限
捌
拾
日
、
流
陸
拾
日
、
徒
伍
拾
日
、
杖
肆
拾
日
、
笞
及
罰
俸
・
罰
直
・
罰
食
直
銭
各
参
拾
日
。
身
死
、
或
限
内
未
輸
而
遇
恩
者
、
並
免
。
拾
遺
789
校
証
336
断
獄
令
(
巻
76
当
贖
門
総
法
旁
照
法
・
罰
贖)
諸
贖
銅
而
貧
乏
無
可
理
者
、
本
州
長
吏
取
保
放
之
。
校
証
336
断
獄
令
(
巻
32
財
用
門
３
理
欠)
諸
応
理
官
物
、
准
直
、
五
十
匹
以
上
、
百
日
。
三
十
匹
以
上
、
五
十
日
。
二
十
匹
以
上
、
三
十
日
。
不
満
二
十
匹
、
二
十
日
。
校
証
336
理
欠
令
(
巻
32
財
用
門
３
理
欠)
諸
欠
官
物
、
有
疑
弊
者
、
尽
估
財
産
償
納
。
不
足
、
以
保
人
財
産
均
償
。
又
不
足
、
関
理
欠
司
〈
抵
保
不
足
而
差
主
持
官
物
者
、
元
差
干

人
与
保
人
均
備
。
又
不
足
、
保
奏
除
放
。
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五
一
宋
四
九
条
諸
枷
、
大
辟
重
二
十
五
斤
、
流
徒
二
十
斤
、
杖
罪
一
十
五
斤
、
各
長
五
尺
以
上
・
六
尺
以
下
。
頬
長
二
尺
五
寸
以
上
・
六
寸
以
下
。
共
闊
一
尺
四
寸
以
上
・
六
寸
以
下
。
径
三
寸
以
上
・
四
寸
以
下
。
仍
以
乾
木
為
之
、
其
長
闊
・
軽
重
、
刻
志
其
上
。
長
一
尺
六
寸
以
上
・
二
尺
以
下
、
広
三
寸
、
厚
一
寸
。
鉗
重
八
両
以
上
・
一
斤
以
下
、
長
一
尺
以
上
・
一
尺
五
寸
以
下
。
鎖
長
八
尺
以
上
・
一
丈
二
尺
以
下
。
宋
五
一
条
諸
獄
皆
厚
鋪
席
薦
、
夏
月
置
漿
水
。
其
囚
毎
月
一
沐
。
其
紙
筆
及
酒
・
金
刃
・
銭
物
・
杵
棒
之
類
、
並
不
得
入
。
宋
五
二
条
諸
獄
囚
有
疾
病
者
、
主
司
陳
牒
、
長
官
親
験
知
実
、
給
医
薬
救
療
、
病
重
者
脱
去
枷
鎖
、
仍
聴
家
内
一
人
入
禁
看
理
欠
令
(
巻
32
財
用
門
３
理
欠)
諸
欠
無
疑
弊
、
限
満
応
拘
収
欠
人
・
保
人
財
産
、
而
失
行
拘
収
、
因
致
典
売
倒
費
用
之
類
、
而
無
可
備
償
、
或
不
足
者
、
勒
失
行
干

人
均
備
。
理
欠
令
(
巻
32
財
用
門
３
理
欠)
諸
欠
無
疑
弊
而
身
死
者
、
除
放
。
有
疑
弊
応
配
及
身
死
、
而
財
産
已
竭
者
、
准
此
〈
応
均
備
者
、
雖
未
均
定
、
亦
除
己
分
之
数
。
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
刑
獄
雑
事)
諸
獄
、
凡
金
刃
及
酒
、
及
紙
筆
・
銭
物
・
瓷
器
・
杵
棒
之
属
、
皆
不
得
入
。
拾
遺
790
校
証
337
断
獄
令
(
巻
74
刑
獄
門
４
病
囚)
諸
囚
在
禁
病
者
、
即
時
申
州
〈
外
県
不
申
、
差
官
視
験
。
杖
以
下
〈
品
官
流
以
下
、
情
款
已
定
、
責
保
知
在
。
餘
、
校
証
337
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五
二
侍
〈
若
職
事
・
散
官
二
品
以
上
、
聴
婦
女
・
子
孫
内
二
人
入
侍
。
其
有
死
者
、
亦
即
同
検
、
若
有
它
故
、
随
状
推
科
。
宋
五
四
条
諸
奉
勅
処
分
、
令
著
律
令
及
式
者
、
雖
未
附
入
、
其
有
違
者
、
即
依
違
律
令
式
法
科
。
宋
五
五
条
諸
京
城
内

囚
及
徒
役
之
処
、
常
令
提
轄
官
司
月
別
巡
行
、
有
安
置
・
役
使
不
如
法
者
、
随
事
推
科
。
宋
五
六
条
諸
犯
罪
及
欠
損
官
物
、
経
赦
降
合
免
、
別
勅
遣
推
者
、
依
赦
降
例
執
奏
。
宋
五
七
条
諸
犯
罪
資
財
入
官
者
、
若
縁
坐
得
免
、
或
依
律
不
坐
、
各
別
牢
医
治
、
官
給
薬
物
、
日
申
加
減
〈
在
州
、
仍
差
職
員
監
医
。
其
取
会
未
円
、
責
送
官
司
知
管
者
、
准
此
。
軽
者
、
不
妨
取
問
。
稍
重
者
、
去
枷
鎖
、
仍
量
病
勢
聴
家
人
壹
名
入
侍
〈
肆
品
以
上
官
、
若
婦
人
有
官
品
封
邑
者
、
聴
婦
女
・
子
孫
貳
人
入
侍
。
其
困
重
者
、
州
差
不
干
礙
官
押
医
看
験
、
有
無
佗
故
、
及
責
囚
得
病
之
因
申
州
。
雖
犯
徒
流
罪
而
非
兇
悪
、
情
款
已
定
者
、
亦
聴
責
保
知
在
。
元
差
官
毎
参
日
壹
次
看
験
病
損
、
日
勾
追
結
絶
。
断
獄
令
(
巻
74
刑
獄
門
４
病
囚)
諸
囚
在
禁
病
死
、
即
時
具
因
依
申
州
、
州
申
提
点
刑
獄
司
、
歳
終
検
察
。
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五
三
計
分
法
還
之
。
即
別
勅
降
罪
従
軽
、
物
見
在
、
亦
還
之
其
本
罪
不
合
縁
坐
而
別
勅
没
家
者
、
罪
止
及
一
房
。
若
受
人
寄
借
及
質
銭
之
属
、
当
時
即
有
言
請
、
券
証
分
明
者
、
皆
不
在
録
限
。
其
有
競
財
、
有
司
未
決
者
、
権
行
検
校
。
宋
五
八
条
諸
辨
証
已
定
、
逢
赦
更
翻
者
、
悉
以
赦
前
辨
証
為
定
。
宋
五
九
条
諸
傷
損
於
人
、
及
誣
告
得
罪
、
其
人
応
合
贖
者
、
銅
入
被
告
及
傷
損
之
家
。
即
両
人
相
犯
倶
得
罪
、
及
同
居
相
犯
者
、
銅
並
入
官
。
唐
一
条
諸
州
断
罪
応
申
覆
者
、
刑
部
毎
年
正
月
共
吏
部
相
知
、
量
取
歴
任
清
勤
・
明
識
法
理
者
充
使
、
将
過
中
書
門
下
、
定
訖
奏
聞
、
令
分
道
巡
覆
。
若
応
勾
会
官
物
者
、
量
加
判
官
及
典
。
刑
部
録
囚
姓
名
、
略
注
犯
状
、
牒
使
知
〈
嶺
南
使
人
以
九
月
上
旬
、
馳
駅
発
遣
。
見
囚
事
尽
未
断
者
、
催
断
即
覆
、
覆
訖
、
使
牒
与
州
案
同
封
、
申
牒
刑
部
〈
若
州
司
枉
断
、
使
人
推
覆
無
罪
、
州
司
款
伏
、
灼
然
合
免
者
、
任
使
判
放
、
仍
録
状
申
。
其
降
入
流
徒
者
、
自
従
流
徒
。
若
使
人
与
州
執
見
有
別
者
、
各
以
状
申
。
其
理
状
已
尽
、
可
断
決
而
使
人
不
断
、
妄
生
節
目
盤
退
者
、
州
司
以
状
録
申
、
附
使
人
考
。
其
徒
罪
、
州
断
得
伏
辨
及
贓
状
露
験
断
獄
令
(
巻
73
刑
獄
門
３
決
遣
・
巻
76
当
贖
門
罰
贖)
諸
誣
告
及
傷
損
於
人
得
罪
応
贖
者
、
銅
入
被
誣
及
傷
損
之
家
。
即
考
決
罪
人
、
或
在
任
官
於
所
部
有
犯
、
若
両
倶
有
罪
及
同
居
相
犯
者
、
銅
入
官
。
拾
遺
792
校
証
338
・
640
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五
四
者
、
即
役
、
不
須
待
使
、
以
外
待
使
。
其
使
人
仍
総
按
覆
、
覆
訖
、
同
州
見
者
、
仍
牒
州
配
役
。
其
州
司
枉
断
、
使
判
無
罪
、
州
司
款
伏
、
及
州
・
使
各
執
異
見
者
、
準
上
文
。
唐
二
条
諸
犯
罪
在
市
、
杖
以
下
、
市
決
之
。
応
合
蔭
贖
及
徒
以
上
、
送
県
。
其
在
京
市
、
非
京
兆
府
、
並
送
大
理
寺
。
駕
幸
之
処
、
亦
準
此
。
唐
三
条
諸
決
大
辟
罪
於
市
。
五
品
以
上
犯
非
悪
逆
以
上
、
聴
自
尽
於
家
。
七
品
以
上
及
皇
族
、
若
婦
人
犯
非
斬
者
、
絞
於
隠
処
。
唐
四
条
諸
囚
死
、
無
親
戚
者
、
皆
給
棺
、
於
官
地
内
権
殯
〈
其
棺
並
用
官
物
造
給
。
若
犯
悪
逆
以
上
、
不
給
棺
。
其
官
地
去
京
七
里
外
、
量
給
一
頃
以
下
、
擬
埋
諸
司
死
囚
、
大
理
検
校
。
置
銘
於
壙
内
、
立
於
上
、
書
其
姓
名
、
仍
下
本
属
、
告
家
人
令
取
。
即
流
移
人
在
路
、
及
流
徒
在
役
死
者
、
亦
準
此
。
唐
五
条
諸
流
移
人
、
州
断
訖
、
応
申
請
配
者
、
皆
令
専
使
送
省
司
。
断
獄
令
(
巻
74
刑
獄
門
４
病
囚
・
巻
75
刑
獄
門
５
部
送
罪
人)
諸
禁
囚
若
居
作
人
身
死
、
無
親
属
者
、
官
為
殯
標
識
。
仍
移
文
本
属
、
告
示
家
人
般
取
。
即
罪
人
部
送
、
在
道
死
者
、
准
此
。
以
上
所
費
、
無
随
身
財
物
、
或
不
足
者
、
皆
支
贓
罰
銭
。
拾
遺
768
稲
田
91
断
獄
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
部
送
罪
人)
諸
部
送
罪
人
、
在
道
身
死
、
無
家
属
同
行
、
而
有
財
物
者
、
官
為
支
充
殯
之
費
。
有
餘
、
估
売
納
官
、
以
銭
数
報
住
家
之
所
、
支
転
運
司
銭
給
還
。
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五
五
令
量
配
訖
、
還
附
専
使
報
州
、
符
至
、
季
別
一
遣
〈
若
符
在
季
末
至
者
、
聴
与
後
季
人
同
遣
。
具
録
所
随
家
口
及
被
符
告
若
発
遣
日
月
、
便
移
配
処
、
遞
差
防
援
〈
其
援
人
皆
取
壮
者
充
、
餘
応
防
援
者
、
皆
準
此
。
専
使
部
領
、
送
達
配
所
。
若
配
西
州
・
伊
州
者
、
並
送
涼
州
都
督
府
。
江
北
人
配
嶺
以
南
者
、
送
付
桂
・
広
二
都
督
府
。
其
非
剣
南
諸
州
人
而
配
南
寧
以
南
及
州
界
者
、
皆
送
付
益
州
大
都
督
府
、
取
領
即
還
。
其
涼
州
都
督
府
等
、
各
差
専
使
、
準
式
送
配
所
。
付
領
訖
、
速
報
元
送
処
、
並
申
省
知
〈
其
使
人
、
差
部
内
散
官
充
、
仍
申
省
以
為
使
労
。
若
無
散
官
、
兼
取
勳
官
強
幹
者
充
。
又
無
勳
官
、
則
参
軍
事
充
。
其
使
並
給
伝
乗
。
若
妻
子
在
遠
、
又
無
路
便
、
豫
為
追
喚
、
使
得
同
発
。
其
妻
子
未
至
間
、
囚
身
合
役
者
、
且
於
随
近
公
役
、
仍
録
已
役
日
月
下
配
所
、
即
於
限
内
聴
折
。
唐
六
条
諸
流
移
人
〈
移
人
、
謂
本
犯
除
名
者
〉
至
配
所
、
六
載
以
後
聴
仕
〈
其
犯
反
逆
縁
坐
流
、
及
因
反
逆
免
死
配
流
、
不
在
此
例
。
即
本
犯
不
応
流
而
特
配
流
者
、
三
載
以
後
聴
仕
。
有
資
蔭
者
、
各
依
本
犯
収
叙
法
。
其
解
見
任
及
非
除
名
移
郷
者
、
年
限
・
叙
法
準
考
解
例
。
唐
八
条
諸
犯
流
罪
以
下
、
辞
定
、
欲
成
婚
者
、
責
保
給
假
七
日
、
正
・
冬
三
日
。
已
配
役
者
亦
聴
。
並
不
給
程
。
無
保
者
、
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五
六
唯
給
節
日
假
、
不
合
出
。
唐
九
条
諸
応
議
請
減
者
、
犯
流
以
上
、
若
除
免
官
当
、
並
鎖
禁
。
公
坐
流
・
私
罪
徒
〈
並
謂
非
官
当
者
、
責
保
参
対
。
其
九
品
以
上
及
無
官
応
贖
者
、
犯
徒
以
上
若
除
免
官
当
者
、
枷
禁
。
公
罪
徒
、
並
散
禁
、
不
脱
巾
帯
、
定
、
皆
聴
在
外
参
対
。
唐
一
〇
条
諸
犯
死
罪
在
禁
、
非
悪
逆
以
上
、
遭
父
母
喪
、
婦
人
夫
喪
、
及
祖
父
母
喪
承
重
者
、
皆
給
假
七
日
発
哀
、
流
徒
罪
三
十
日
、
悉
不
給
程
。
並
待
定
、
責
保
乃
給
。
唐
一
一
条
諸
道
士
・
女
冠
・
僧
尼
犯
罪
、
徒
以
上
及
姦
・
盗
・
詐
・
脱
法
服
、
依
律
科
断
、
餘
犯
依
僧
道
法
。
唐
一
二
条
諸
放
賤
為
部
曲
・
客
女
及
官
戸
、
逃
亡
経
三
十
日
、
並
追
充
賤
。
断
獄
令
(
巻
77
服
制
門
喪
葬)
諸
犯
杖
以
下
罪
在
禁
、
而
遭
父
母
及
夫
喪
、
聴
責
保
量
給
限
殯
葬
。
即
期
喪
、
本
家
無
男
夫
成
丁
者
、
准
此
〈
以
上
、
事
干
要
切
、
仍
責
無
漏
泄
状
、
差
人
監
管
。
名
例
勅
(
巻
50
道
釈
門
１
総
法)
諸
僧
道
犯
私
罪
杖
以
下
、
及
僧
道
録
犯
贓
私
罪
杖
〈
以
上
、
称
私
罪
・
贓
罪
、
並
謂
非
重
害
者
〉・
公
罪
徒
以
下
、
並
贖
。
名
例
勅
(
巻
50
道
釈
門
１
総
法)
諸
僧
道
犯
盗
・
詐
・
恐
喝
財
物
〈
未
得
者
同
、
若
博
賭
、
及
故
殴
傷
人
、
并
避
罪
逃
亡
、
或
犯
私
罪
徒
・
公
罪
流
并
編
管
、
及
再
犯
私
罪
杖
〈
不
以
赦
前
後
、
並
還
俗
。
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五
七
[
表
３]
天
聖
令
・
慶
元
条
法
事
類
対
応
表
(
捕
亡)
天
聖
捕
亡
令
宋
一
条
諸
囚
及
征
防
・
流
移
人
逃
亡
及
欲
入
寇
賊
者
、
経
随
近
官
司
申
牒
、
即
移
亡
者
之
家
居
所
属
及
亡
処
比
州
比
県
追
捕
。
承
告
之
処
、
下
其
郷
里
村
保
、
令
加
訪
捉
。
若
未
即
擒
獲
者
、
仰
本
属
録
亡
者
年
紀
・
形
貌
可
験
之
状
、
更
移
鄰
部
切
訪
。
捉
得
之
日
、
移
送
本
司
科
断
。
其
失
処
・
得
処
並
各
申
所
属
。
若
追
捕
経
三
年
不
獲
者
、
停
。
宋
二
条
諸
有
賊
盗
及
被
傷
殺
者
、
即
告
随
近
官
司
・
村
坊
耆
保
。
聞
告
之
処
、
率
随
近
軍
人
及
捕
盗
人
従
発
処
尋
蹤
、
登
共
追
捕
。
若
転
入
比
界
、
其
比
界
共
追
捕
。
若
更
入
它
界
、
須
共
所
界
官
司
対
量
蹤
跡
、
付
訖
、
然
後
聴
比
界
者
還
。
其
本
発
之
所
、
吏
人
須
待
蹤
窮
。
其
蹤
跡
尽
処
、
官
司
精
加
推
討
。
若
賊
在
甲
界
而
傷
盗
乙
界
及
屍
在
両
界
之
上
者
、
両
界
官
司
対
共
追
捕
。
如
不
獲
状
験
者
、
不
得
即
加
追
考
、
又
不
得
逼
斂
人
財
、
令
其
募
賊
。
即
人
欲
自
募
者
、
聴
之
。
宋
三
条
諸
追
捕
罪
人
、
合
発
人
兵
者
、
皆
随
事
斟
酌
用
多
少
堪
済
。
其
当
界
有
巡
検
処
、
即
与
相
知
、
随
即
討
捕
。
若
力
不
能
制
者
、
即
告
比
州
比
県
。
得
告
之
処
、
審
知
是
実
、
先
須
慶
元
条
法
事
類
対
応
典
拠
捕
亡
令
(
巻
75
刑
獄
門
５
移
郷)
諸
移
郷
人
逃
亡
者
、
随
処
即
時
具
郷
貫
年
顔
犯
状
、
報
鄰
近
捕
盗
官
司
、
并
本
貫
若
元
断
及
蔵
匿
州
県
。
事
理
重
者
、
牒
本
路
及
鄰
路
州
収
捕
、
仍
申
尚
書
刑
部
〈
犯
人
元
係
縁
辺
及
両
地
供
輸
人
、
仍
毎
季
具
已
未
獲
人
数
、
申
刑
部
。
拾
遺
728
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五
八
発
兵
相
知
除
剪
、
仍
馳
駅
申
奏
。
若
其
遅
緩
逗
留
、
不
赴
警
急
、
致
使
賊
得
鈔
掠
及
追
討
不
獲
者
、
当
処
録
状
奏
聞
。
其
得
賊
・
不
得
賊
、
捕
盗
之
官
皆
附
考
。
宋
四
条
諸
亡
失
奴
婢
雑
畜
貨
物
等
、
於
随
近
官
司
申
牒
案
記
。
若
已
入
蕃
境
・
還
売
入
国
、
券
証
分
明
、
皆
還
本
主
、
本
主
酬
直
。
奴
婢
自
還
者
帰
主
。
宋
五
条
諸
地
分
有
死
人
、
不
知
姓
名
・
家
属
者
、
経
随
近
官
司
申
牒
推
究
、
験
其
死
人
。
委
無
冤
横
者
、
当
界
蔵
埋
、
立
於
上
、
書
其
形
状
、
以
訪
家
人
〈
検
屍
之
条
自
従
別
勅
。
宋
六
条
諸
奴
婢
訴
良
、
未
至
官
府
為
人
捉
送
、
検
究
事
由
、
知
訴
良
有
実
応
放
者
、
皆
勿
坐
。
宋
七
条
諸
博
戯
賭
財
、
在
席
所
有
物
及
句
合
出
玖
得
物
、
為
人
糾
告
者
、
其
物
悉
賞
糾
人
。
即
輸
物
人
及
出
玖
句
合
容
止
主
人
能
自
首
者
、
亦
依
賞
例
。
官
司
捉
獲
者
、
減
半
賞
之
、
餘
没
官
。
唯
賭
得
財
者
自
首
、
不
在
賞
限
、
其
物
悉
没
官
。
雑
令
(
巻
74
刑
獄
門
４
病
囚
・
巻
75
刑
獄
門
５
験
屍)
諸
死
人
、
未
死
前
無
麻
以
上
親
在
死
所
、
若
禁
囚
〈
責
出
拾
日
内
、
及
部
送
者
、
同
、
並
差
官
験
屍
〈
人
力
・
女
使
、
経
取
口
詞
者
、
差
公
人
。
囚
及
非
理
致
死
者
、
仍
覆
験
。
験
覆
訖
、
即
為
収
〈
仍
差
人
監
視
、
親
戚
収

者
、
付
之
。
若
知
有
親
戚
在
佗
所
者
、
仍
報
知
。
賞
令
(
巻
80
雑
門
博
戯
財
物)
諸
博
戯
賭
財
物
、
或
停
止
出
九
和
合
人
自
首
、
若
地
分
干

人
獲
者
、
在
席
及
停
止
出
九
和
合
人
所
得
之
物
、
悉
給
之
。
伍
貫
以
上
者
給
伍
貫
、
拾
貫
以
上
者
減
半
給
之
〈
為
首
者
自
首
、
止
給
己
物
、
餘
没
官
。
校
証
311
賞
令
(
巻
80
雑
門
博
戯
財
物)
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五
九
宋
八
条
諸
両
家
奴
婢
倶
逃
亡
、
合
生
男
女
、
及
略
盗
奴
婢
、
知
而
故
買
配
奴
婢
者
、
所
生
男
女
従
母
。
宋
九
条
諸
得
闌
遺
物
者
、
皆
送
随
近
官
司
、
封
記
収
掌
、
録
其
物
色
、
於
要
路
、
有
主
識
認
者
、
先
責
伍
保
及
其
失
物
隠
細
、
状
験
符
合
者
、
常
官
随
給
。
其
非
緘
封
之
物
、
亦
置
它
所
、
不
得
令
認
者
先
見
、
満
百
日
無
人
識
認
者
、
没
官
附
帳
。
唐
一
条
諸
追
捕
盗
賊
及
逃
亡
、
先
尽
壮
馬
、
二
日
以
内
、
一
日
一
夜
馬
行
二
百
里
、
歩
行
一
百
里
。
三
日
以
外
、
一
日
一
夜
馬
行
一
百
五
十
里
、
歩
行
八
十
里
。
若
人
馬
有
代
易
者
、
自
依
初
制
。
如
期
会
須
速
及
力
堪
進
者
、
不
用
此
数
。
唐
二
条
諸
糾
捉
賊
盗
者
、
所
徴
倍
贓
、
皆
賞
糾
捉
之
人
。
家
貧
無
財
可
徴
及
依
法
不
合
徴
倍
贓
者
、
並
計
所
得
正
贓
準
為
五
諸
告
獲
開
櫃
坊
或
出
軍
営
内
停
止
博
戯
賭
財
物
者
、
在
席
及
停
止
出
九
和
合
人
所
得
之
物
、
悉
給
之
。
賞
格
(
巻
80
雑
門
博
戯
財
物)
諸
色
人
／
告
獲
開
櫃
坊
停
止
博
戯
財
物
、
或
於
出
軍
営
内
停
止
者
／
銭
壹
拾
貫
雑
令
(
巻
80
雑
門
闌
遺)
諸
得
闌
遺
物
者
、
送
所
在
官
司
、
封
記
籍
定
、
諭
召
人
識
認
。
有
人
認
者
、
先
責
隠
細
、
状
験
同
、
取
保
給
付
。
満
百
日
無
人
認
者
、
没
官
。
拾
遺
補
801
校
証
312
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六
〇
分
、
以
二
分
賞
糾
捉
人
。
若
正
贓
費
尽
者
、
官
出
一
分
以
賞
捉
人
。
即
官
人
非
因
検
校
而
別
糾
捉
、
並
共
盗
及
知
情
主
人
首
告
者
、
亦
依
賞
例
。
唐
三
条
諸
奴
婢
逃
亡
経
三
宿
及
出
五
十
里
外
、
若
度
関
桟
捉
獲
者
、
六
分
賞
一
。
五
百
里
外
、
五
分
賞
一
。
千
里
外
、
四
分
賞
一
。
千
五
百
里
外
、
三
分
賞
一
。
二
千
里
外
、
賞
半
。
即
官
奴
婢
逃
亡
、
供
公
廨
者
、
公
廨
出
賞
、
餘
並
官
酬
。
其
年
六
十
以
上
及
残
廃
不
合
役
者
、
並
奴
婢
走
投
前
主
及
鎮
戍
関
津
若
禁
司
之
官
於
部
内
捉
獲
者
、
賞
各
減
半
。
若
奴
婢
不
識
主
、
召
周
年
無
人
識
認
者
、
判
入
官
、
送
尚
書
省
、
不
得
外
給
、
其
賞
直
官
酬
。
若
有
主
識
認
、
追
賞
直
還
之
。
私
者
、
任
依
私
契
。
唐
四
条
諸
捉
獲
逃
亡
奴
婢
、
限
五
日
内
送
随
近
官
司
、
案
検
知
実
、
評
価
、
依
令
徴
賞
。
其
捉
人
欲
径
送
本
主
者
、
任
之
。
若
送
官
司
、
見
無
本
主
、
其
合
賞
者
十
日
内
且
令
捉
人
送
食
。
若
捉
人
不
合
酬
賞
及
十
日
外
承
主
不
至
、
並
官
給
衣
糧
、
随
能
錮
役
。
唐
五
条
諸
捉
獲
逃
亡
奴
婢
、
未
及
送
官
、
限
内
致
死
失
者
、
免
罪
不
賞
。
其
已
入
官
、
未
付
本
主
而
更
逃
亡
、
重
被
捉
送
者
、
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一
従
遠
処
徴
賞
。
若
後
捉
者
遠
、
三
分
以
一
分
賞
前
捉
人
、
二
分
賞
後
捉
人
。
若
前
捉
者
遠
、
中
分
之
。
若
走
帰
主
家
、
徴
半
賞
。
唐
六
条
諸
逃
亡
奴
婢
身
犯
死
罪
、
為
人
捉
送
、
会
恩
免
死
、
還
官
主
者
、
依
式
徴
賞
。
若
遂
従
戮
及
得
免
賤
従
良
、
不
徴
賞
物
。
唐
七
条
諸
評
逃
亡
奴
婢
価
者
、
皆
将
奴
婢
対
官
司
評
之
、
勘
捉
処
市
価
。
如
無
市
者
、
準
送
処
市
価
。
若
経
五
十
日
無
賞
可
酬
者
、
令
本
主
与
捉
人
対
売
分
賞
。
慶
元
条
法
事
類
対
応
典
拠
[
表
４]
天
聖
令
・
慶
元
条
法
事
類
対
応
表
(
雑)
天
聖
雑
令
宋
一
条
諸
度
、
以
北
方
秬
黍
中
者
、
一
黍
之
広
為
分
、
十
分
為
寸
、
十
寸
為
尺
〈
一
尺
二
寸
為
大
尺
一
尺
、
十
尺
為
丈
。
宋
二
条
諸
量
、
以
秬
黍
中
者
、
容
一
千
二
百
黍
為
龠
、
十
龠
為
合
、
十
合
為
升
、
十
升
為
斗
〈
三
斗
為
大
斗
一
斗
、
十
斗
為
斛
。
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六
二
時
令
(
巻
79
畜
産
門
採
捕
屠
宰)
諸
禁
屠
宰
、
天
慶
・
先
天
・
降
聖
・
開
基
節
、
丁
卯
・
戊
子
日
、
各
壹
日
〈
丁
卯
・
戊
子
日
、
仍
禁
魚
猟
。
聖
節
参
日
〈
用
前
拾
日
為
始
、
禁
参
日
。
魚
猟
同
。
即
崇
奉
神
御
及
縁
祠
事
、
不
在
禁
止
之
限
。
校
証
369
時
令
(
巻
79
畜
産
門
殺
畜
産
・
採
捕
屠
宰)
諸
畜
有
孕
者
、
不
得
殺
。
鳥
獣
卵
之
類
、
春
夏
之
月
謂
弐
月
至
四
月
終
〉
禁
採
捕
。
州
県
及
巡
尉
、
常
切
禁
止
覚
察
。
仍
歳
首
検
挙
条
制
暁
諭
。
三
上
92
稲
田
96
宋
三
条
諸
権
衡
、
以
秬
黍
中
者
、
百
黍
之
重
為
銖
、
二
十
四
銖
為
両
〈
三
両
為
大
両
一
両
、
十
六
両
為
斤
。
宋
四
条
諸
積
秬
黍
為
度
・
量
・
権
衡
者
、
調
鐘
律
・
測
景
・
合
湯
薬
・
造
制
冕
、
及
官
私
皆
用
之
。
宋
五
条
太
府
寺
造
秤
・
斗
・
升
・
合
等
様
、
皆
以
銅
為
之
、
尺
以
鉄
。
宋
六
条
諸
度
地
、
五
尺
為
歩
、
三
百
六
十
歩
為
里
。
宋
七
条
諸
禁
屠
宰
、
正
月
・
五
月
・
九
月
全
禁
之
。
乾
元
・
長
寧
節
各
七
日
〈
前
後
各
三
日
。
天
慶
・
先
天
・
降
聖
等
節
各
五
日
〈
前
後
各
二
日
。
天
・
天
祺
節
・
諸
国
忌
各
一
日
〈
長
寧
節
唯
在
京
則
禁
。
宋
八
条
諸
雑
畜
有
孕
、
皆
不
得
殺
。
仲
春
不
得
採
捕
鳥
獣
雛
卵
之
類
。
宋
九
条
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六
三
田
令
(
巻
49
農
桑
門
農
田
水
利)
諸
江
河
山
野
陂
沢
湖
塘
池
之
利
、
与
衆
共
者
、
不
得
禁
止
及
請
佃
承
買
、
監
司
常
切
覚
察
。
如
許
人
請
佃
承
買
、
并
犯
人
糾
劾
以
聞
。
河
道
不
得
築
堰
或
束
狭
、
以
利
種
植
。
即
潴
水
之
地
、
衆
共
漑
田
者
、
官
司
仍
明
立
界
至
注
籍
請
佃
及
買
者
、
追
地
利
入
官
。
拾
遺
848
雑
令
(
巻
80
雑
門
雑
犯)
諸
山
沢
有
異
宝
・
異
木
、
若
雑
物
〈
並
謂
堪
供
国
用
者
、
許
人
告
、
州
具
状
申
尚
書
本
部
。
拾
遺
補
853
稲
田
96
諸
毎
年
司
天
監
預
造
来
年
暦
日
、
三
京
・
諸
州
各
給
一
本
、
量
程
遠
近
、
節
級
送
。
枢
密
院
散
頒
、
並
令
年
前
至
所
在
。
司
天
監
上
象
器
物
・
天
文
図
書
、
不
得
輒
出
監
。
監
生
不
得
読
占
書
、
其
仰
観
所
見
、
不
得
漏
泄
。
若
有
祥
兆
・
災
異
、
本
監
奏
訖
、
季
別
具
録
、
封
送
門
下
省
、
入
起
居
注
。
年
終
総
録
、
封
送
史
館
〈
所
送
者
不
得
載
占
言
。
宋
一
〇
条
諸
州
界
内
有
出
銅
鑛
処
官
未
置
場
者
、
百
姓
不
得
私
採
。
金
・
銀
・
鉛
・
鑞
・
鉄
等
亦
如
之
。
西
北
縁
辺
無
問
公
私
、
不
得
置
鉄
冶
。
自
餘
山
川
薮
沢
之
利
非
禁
者
、
公
私
共
之
。
宋
一
一
条
諸
知
山
沢
有
異
宝
・
異
木
及
金
・
玉
・
銅
・
銀
・
彩
色
雑
物
処
、
堪
供
国
用
者
、
皆
具
以
状
聞
。
宋
一
二
条
諸
毎
年
皇
城
司
蔵
冰
、
毎
段
方
一
尺
五
寸
、
厚
三
寸
。
孟
冬
、
先
以
役
兵
護
取
冰
河
岸
、
去
其
塵
穢
。
季
冬
冰
結
、
運
送
冰
井
務
。
宋
一
三
条
諸
親
王
府
文
武
官
、
王
在
京
日
〈
在
京
、
謂
任
京
官
及
不
出
藩
者
、
令
条
無
別
制
者
、
並
同
京
官
。
出
藩
者
各
同
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四
雑
令
(
巻
80
雑
門
闌
遺)
諸
収
救
得
漂
失
竹
木
、
具
数
申
官
。
拾
遺
850
賞
格
(
巻
80
雑
門
闌
遺)
諸
色
人
／
…
／
収
救
得
漂
失
私
竹
木
／
諸
河
／
給
貳
分
／
江
淮
黄
河
／
給
肆
分
／
無
主
者
／
全
給
河
渠
令
(
巻
49
農
桑
門
農
田
水
利)
諸
以
水
漑
田
、
皆
従
下
始
、
仍
先
稲
後
陸
。
若
渠
堰
応
修
者
、
先
役
用
水
之
家
。
其
碾
磑
之
類
、
壅
水
於
公
私
有
害
者
、
除
之
。
拾
遺
850
三
上
94
外
官
〈
即
従
王
入
朝
者
、
賜
会
・
朝
参
同
京
官
。
車
駕
巡
幸
、
所
在
州
県
官
人
見
在
駕
前
祗
承
者
、
賜
会
並
同
京
官
。
宋
一
四
条
諸
竹
木
為
暴
水
漂
失
有
能
接
得
者
、
並
積
於
岸
上
、
明
立
標
、
於
随
近
官
司
申
牒
。
有
主
識
認
者
、
江
河
五
分
賞
二
、
餘
水
五
分
賞
一
。
非
官
物
、
限
三
十
日
外
、
無
主
認
者
、
入
所
得
人
。
官
失
者
不
在
賞
限
。
宋
一
五
条
諸
取
水
漑
田
、
皆
従
下
始
、
先
稲
後
陸
、
依
次
而
用
。
其
欲
縁
渠
造
碾
磑
、
経
州
県
申
牒
、
検
水
還
流
入
渠
及
公
私
無
妨
者
、
聴
之
。
即
須
修
理
渠
堰
者
、
先
役
用
水
之
家
。
宋
一
六
条
諸
要
路
津
済
不
堪
渉
渡
之
処
、
皆
置
船
運
渡
、
依
至
津
先
後
為
次
。
州
県
所
由
検
校
、
及
差
人
夫
充
其
渡
子
。
其
沿
河
津
済
所
給
船
艘
・
渡
子
、
従
別
勅
。
宋
一
七
条
諸
官
船
筏
行
及
停
住
之
処
、
不
得
約
止
私
船
筏
。
宋
一
八
条
諸
州
県
及
関
津
所
有
浮
橋
及
貯
船
之
処
、
並
大
堰
斗
門
須
開
閉
者
、
若
遭
水
泛
漲
並
凌
欲
至
、
所
掌
官
司
急
備
人
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六
五
功
救
助
。
量
力
不
足
者
、
申
牒
。
所
属
州
県
随
給
軍
人
並
船
、
共
相
救
助
、
勿
使
停
壅
。
其
橋
漂
破
、
所
失
船
木
即
仰
当
所
官
司
、
先
牒
水
過
之
処
両
岸
州
県
、
量
差
人
収
接
、
遞
送
本
所
。
宋
一
九
条
諸
在
京
諸
司
官
、
応
官
給
牀
席
・
氈
褥
・
帳
設
者
、
皆
儀
鸞
司
供
備
。
及
諸
処
使
人
在
駅
安
置
者
、
亦
量
給
氈
被
。
若
席
経
二
年
、
氈
経
五
年
、
褥
経
七
年
有
破
壊
者
、
請
新
納
故
。
諸
司
自
有
公
廨
者
、
不
用
此
令
。
宋
二
〇
条
諸
官
人
縁
使
及
諸
色
行
人
請
賜
訖
停
行
者
、
並
却
納
。
已
発
五
百
里
外
者
、
納
半
。
一
千
里
外
者
、
勿
納
。
応
納
者
若
已
造
衣
物
、
仍
聴
兼
納
。
其
官
人
有
犯
罪
追
還
者
、
但
未
達
前
所
、
賜
物
並
復
納
。
宋
二
一
条
諸
内
外
諸
司
所
須
紙
・
筆
・
墨
等
、
及
諸
館
閣
供
写
文
書
者
、
並
従
官
給
。
若
別
使
推
事
、
及
大
辟
獄
按
者
、
聴
兼
用
当
司
贓
贖
物
充
。
宋
二
二
条
諸
訴
田
宅
・
婚
姻
・
債
負
〈
於
法
合
理
者
、
起
十
月
一
日
官
司
受
理
、
至
正
月
三
十
日
住
接
詞
状
、
至
三
月
三
十
日
断
畢
。
停
滞
者
以
状
聞
。
若
先
有
文
案
、
及
交
相
侵
奪
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六
関
市
令
(
巻
80
雑
門
出
挙
債
負)
諸
以
財
物
出
挙
者
、
毎
月
取
利
、
不
得
過
肆
釐
。
積
日
雖
多
、
不
得
過
壹
倍
。
即
元
借
米
穀
者
、
止
還
本
色
、
毎
歳
取
利
、
不
得
過
伍
分
〈
謂
毎
斗
不
得
過
伍
升
之
類
。
仍
不
得
准
折
価
銭
。
拾
遺
854
関
市
令
(
巻
32
財
用
門
３
理
欠
・
巻
80
雑
門
出
挙
債
負)
諸
負
債
違
契
不
償
、
官
為
理
索
。
欠
者
逃
亡
、
保
人
代
償
。
各
不
得
留
禁
。
即
欠
在
伍
年
外
、
或
違
法
取
利
、
及
高
擡
売
価
、
若
元
借
穀
米
而
令
准
折
価
銭
者
、
各
不
得
受
理
。
其
収
質
者
過
限
不
贖
、
聴
従
私
約
。
拾
遺
854
雑
令
(
巻
80
雑
門
闌
遺)
諸
官
地
内
得
宿
蔵
物
者
、
聴
収
。
若
佗
人
地
内
得
者
、
与
地
主
中
分
之
。
即
器
物
形
制
有
異
者
、
悉
送
官
酬
其
直
。
拾
遺
856
校
証
372
者
、
随
時
受
理
。
宋
二
三
条
諸
家
長
在
、
子
孫
・
弟
姪
等
不
得
輒
以
奴
婢
・
六
畜
・
田
宅
及
餘
財
物
私
自
質
挙
、
及
売
田
宅
〈
無
質
而
挙
者
亦
準
此
。
其
有
家
長
遠
令
卑
幼
質
挙
・
売
者
、
皆
検
於
官
司
、
得
実
、
然
後
聴
之
。
若
不
相
本
問
、
違
而
輒
与
、
及
買
者
、
物
追
還
主
。
宋
二
四
条
諸
以
財
物
出
挙
者
、
任
依
私
契
、
官
不
為
理
。
毎
月
取
利
不
得
過
六
分
。
積
日
雖
多
、
不
得
過
一
倍
、
亦
不
得
迴
利
為
本
〈
其
放
物
者
準
此
。
若
違
法
積
利
、
契
外
掣
奪
、
及
非
出
息
之
債
者
、
官
為
理
断
。
収
質
者
若
計
利
過
本
不
贖
、
聴
従
私
納
。
如
負
債
者
逃
、
保
人
代
償
。
宋
二
五
条
諸
以
粟
麦
出
挙
、
還
為
粟
麦
者
、
任
依
私
契
、
官
不
為
理
。
仍
以
一
年
為
断
、
不
得
因
旧
本
生
利
、
又
不
得
迴
利
為
本
。
唐
一
四
条
諸
出
挙
、
両
情
同
和
、
私
契
取
利
過
正
条
者
、
任
人
糾
告
。
本
及
利
物
並
入
糾
人
。
宋
二
六
条
諸
於
官
地
内
得
宿
蔵
物
者
、
皆
入
得
人
。
於
他
人
私
地
得
者
、
与
地
主
中
分
之
。
若
得
古
器
形
制
異
者
、
悉
送
官
酬
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六
七
廐
牧
令
(
巻
79
畜
産
門
畜
産
傷
人)
諸
畜
産
觝
人
者
、
截
両
角
。
齧
人
、
截
両
耳
。
人
者
、
絆
之
。
拾
遺
補
855
駅
令
(
巻
10
職
制
門
７
舎
駅)
諸
駅
、
品
官
之
家
、
及
未
入
官
人
、
若
校
尉
、
雖
不
請
券
、
並
聴
入
。
直
。
宋
二
七
条
諸
畜
産
觝
人
者
、
截
両
角
。
人
者
、
絆
之
。
齧
人
者
、
截
両
耳
。
其
有
狂
犬
、
所
在
聴
殺
之
。
宋
二
八
条
諸
州
県
学
館
牆
宇
頽
壊
、
牀
席
几
案
須
修
理
者
、
用
当
処
州
県
公
廨
物
充
。
宋
二
九
条
諸
州
県
官
私
珍
奇
・
異
物
・
滋
味
・
鷹
狗
・
玉
帛
・
口
馬
之
類
非
正
勅
索
者
、
皆
不
得
進
献
。
其
年
常
貢
方
物
者
、
不
在
此
限
。
宋
三
〇
条
諸
王
・
公
主
及
官
人
不
得
遣
官
属
・
親
事
・
奴
客
・
部
曲
等
在
市
肆
興
販
、
及
於
邸
店
沽
売
・
出
挙
。
其
遣
人
於
外
処
売
買
給
家
、
非
商
利
者
、
不
在
此
例
。
宋
三
一
条
諸
官
人
赴
任
及
以
理
去
官
、
雖
無
食
券
欲
投
駅
止
宿
者
、
聴
之
。
並
不
得
輒
受
供
給
。
宋
三
二
条
諸
貯
稾
及
草
成
積
者
、
皆
以
苫
覆
、
加
笆
籬
泥
之
。
其
大
不
成
積
者
、
並
不
須
笆
籬
。
在
京
冬
受
、
至
夏
用
尽
者
、
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六
八
雑
令
(
巻
78
蛮
夷
門
入
貢
・
帰
明
附
籍
約
束)
諸
蕃
使
往
来
道
路
、
公
私
不
得
養
雇
本
蕃
人
。
其
帰
明
人
、
与
蕃
使
同
類
者
、
回
避
。
拾
遺
補
858
校
証
373
・
745
雑
令
(
巻
９
職
制
門
６
饋
送)
諸
任
外
官
者
親
戚
経
過
、
不
得
以
公
使
例
外
供
給
。
凡
賓
客
、
亦
不
得
令
於
民
家
安
泊
。
三
上
96
稲
田
96
皆
量
為
小
積
、
不
須
苫
覆
。
貯
経
夏
者
、
苫
覆
之
。
其
所
須
苫
・
・
笆
籬
等
調
度
、
官
為
出
備
。
若
有
旧
物
堪
用
、
及
計
貯
年
近
者
、
無
須
調
度
。
宋
三
三
条
諸
貯
稾
及
貯
草
、
高
原
処
、
稾
支
七
年
、
支
四
年
。
土
地
平
処
、
稾
支
五
年
、
支
三
年
。
土
地
下
処
、
稾
支
四
年
、
支
二
年
。
宋
三
四
条
諸
給
百
司
炭
、
起
十
月
、
尽
九
十
日
止
〈
宮
人
及
蕃
客
、
随
時
量
給
。
宋
三
五
条
諸
蕃
使
往
還
、
当
大
路
左
側
、
公
私
不
得
畜
当
方
蕃
夷
奴
婢
、
有
者
聴
転
雇
与
内
地
人
。
其
帰
朝
人
色
類
相
似
者
、
又
不
得
与
客
相
見
、
亦
不
得
充
援
夫
等
。
宋
三
六
条
諸
犯
罪
人
被
戮
、
其
縁
坐
応
配
没
者
、
不
得
配
在
禁
苑
内
供
奉
、
及
東
宮
・
親
王
所
左
右
駆
使
。
宋
三
七
条
諸
外
官
親
属
経
過
、
不
得
以
公
廨
供
給
。
凡
是
賓
客
、
亦
不
得
於
百
姓
間
安
置
。
宋
三
八
条
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六
九
倉
庫
令
(
巻
37
庫
務
門
２
給
納)
諸
倉
庫
見
在
銭
物
〈
諸
司
封
者
、
非
、
所
属
監
司
委
通
判
、
歳
首
躬
詣
倉
庫
点
検
、
前
一
年
実
在
数
、
令
審
計
院
置
簿
抄
上
、
比
照
帳
状
。
道
釈
令
(
巻
51
道
釈
門
２
供
帳)
諸
僧
道
及
童
行
帳
、
三
年
壹
供
。
毎
壹
供
全
帳
、
三
供
刺
帳
、
周
而
復
始
。
限
三
月
以
前
、
申
尚
書
礼
部
。
拾
遺
補
856
道
釈
式
(
巻
51
道
釈
門
２
供
帳)
僧
道
童
行
等
帳
／
某
州
／
今
具
本
州
某
年
僧
道
童
行
等
如
後
／
…
／
道
士
女
冠
僧
尼
／
在
州
／
某
観
係
古
跡
或
勅
額
内
有
同
名
宮
観
、
即
各
開
著
望
郷
村
去
処
。
童
行
項
、
及
刺
帳
有
同
名
者
、
並
准
此
／
道
士
／
旧
管
若
干
／
壹
名
道
士
、
姓
、
法
名
、
見
年
若
干
、
本
貫
某
処
、
元
礼
某
宮
観
某
人
為
師
、
某
年
月
日
請
到
某
恩
例
度
牒
披
戴
〈
僧
尼
仍
云
、
某
年
月
日
于
某
処
受
戒
、
請
到
六
念
戒
牒
、
某
年
月
日
請
到
某
恩
例
紫
衣
文
牒
、
某
年
月
日
請
到
某
恩
例
某
師
号
〈
無
紫
衣
・
師
号
、
即
不
開
、
某
年
帳
在
某
州
某
県
某
宮
観
供
申
〈
累
次
行
遊
供
帳
去
処
、
並
准
此
。
諸
外
任
官
人
、
不
得
於
部
内
置
荘
園
・
店
宅
、
又
不
得
将
親
属
・
賓
客
往
任
所
請
占
田
宅
、
営
造
邸
店
・
碾
磑
、
与
百
姓
争
利
。
雖
非
親
属
・
賓
客
、
但
因
官
人
・
形
勢
請
受
造
立
者
、
悉
在
禁
限
。
宋
三
九
条
諸
在
京
及
外
州
公
廨
雑
物
、
皆
令
本
司
自
句
、
録
財
物
五
行
見
在
帳
、
具
申
三
司
、
並
随
至
句
勘
。
宋
四
〇
条
諸
道
士
・
女
冠
・
僧
尼
、
州
県
三
年
一
造
籍
、
具
言
出
家
年
月
・
夏
臘
・
学
業
、
随
処
印
署
。
案
留
州
県
、
帳
申
尚
書
祠
部
。
其
身
死
及
数
有
増
減
者
、
毎
年
録
名
及
増
減
因
由
、
状
申
祠
部
、
具
入
帳
。
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七
〇
両
名
以
上
、
依
此
開
／
新
収
若
干
〈
依
旧
管
開
／
開
落
若
干
〈
各
開
姓
法
名
／
見
在
若
干
〈
止
開
人
数
／
餘
寺
観
等
、
依
前
項
開
／
女
冠
僧
尼
、
依
道
士
開
／
外
県
、
依
在
州
開
／
…
／
右
件
状
如
前
所
供
前
項
並
是
詣
実
、
謹
具
申
尚
書
礼
部
謹
状
／
具
官
姓
名
点
勘
／
年
月
日
、
依
常
式
／
以
上
等
厚
実
表
紙
為
籍
供
申
〈
若
数
名
、
聴
相
度
州
県
、
或
僧
道
童
行
、
分
為
数
帳
〉
雑
令
(
巻
79
畜
産
門
捕
猛
獣)
諸
有
猛
獣
、
聴
施
検
設
坑
穽
之
類
、
不
得
当
人
行
之
路
。
仍
明
立
標
識
。
宋
四
一
条
諸
有
猛
獣
之
処
、
聴
作
檻
穽
・
射
等
、
不
得
当
人
行
之
路
。
皆
明
立
標
幟
、
以
告
往
来
。
唐
一
条
太
常
寺
二
舞
郎
、
取
太
常
楽
舞
手
年
十
五
以
上
・
二
十
以
下
容
貌
端
正
者
充
。
教
習
成
訖
、
毎
行
事
日
追
上
、
事
了
放
還
本
色
。
光
禄
寺
奉
・
太
僕
寺
羊
車
小
史
、
皆
取
年
十
五
以
下
。
其
漏
刻
生
・
漏
童
、
取
十
三
・
十
四
者
充
其
羊
車
小
史
、
取
容
儀
端
正
者
。
茲
十
九
放
還
。
其
司
儀
署
及
嶽
斎
郎
、
取
年
十
六
以
上
中
男
充
、
二
十
放
還
。
太
史
局
暦
生
、
取
中
男
年
十
八
以
上
・
解
算
数
者
為
之
、
習
業
限
六
年
成
。
天
文
生
・
卜
筮
生
並
取
中
男
年
十
六
以
上
・
性
識
聡
敏
者
、
習
業
限
八
年
成
、
業
成
日
申
補
観
生
・
卜
師
〈
其
天
文
生
・
卜
筮
生
初
入
学
、
所
行
束
修
一
同
按
摩
・
咒
禁
生
例
。
Ⅱ
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
宋
令
変
容
考
529
七
一
唐
二
条
諸
習
馭
・
翼
馭
・
執
馭
・
馭
士
・
駕
士
・
幕
士
・
称
長
・
門
僕
〈
門
僕
取
京
城
内
家
口
重
大
・
身
強
者
充
・
主
膳
・
典
食
・
供
膳
・
主
酪
・
典
鐘
・
典
鼓
・
防
閣
・
庶
僕
・
価
人
〈
価
人
取
商
賈
、
及
能
市
易
・
家
口
重
大
・
識
文
字
者
充
・
邑
士
、
皆
於
白
丁
内
家
有
兼
丁
者
為
之
〈
令
条
取
軍
内
人
為
之
者
、
準
別
制
。
其
主
膳
・
典
食
・
供
膳
・
主
酪
、
兼
取
解
営
造
者
〈
若
因
事
故
停
家
、
及
同
色
子
弟
内
有
閑
解
者
、
亦
取
。
典
鐘
・
典
鼓
、
先
取
旧
漏
刻
生
成
丁
者
。
毎
年
各
令
本
司
具
録
須
数
、
申
戸
部
科
下
、
十
二
月
一
日
集
省
分
配
。
門
僕
・
称
長
・
価
人
四
周
一
代
、
防
閣
・
庶
僕
・
邑
士
則
二
周
一
代
。
年
満
之
日
不
願
代
者
、
聴
。
唐
三
条
諸
王
及
大
長
公
主
・
長
公
主
・
公
主
応
賜
物
者
、
並
依
本
品
給
。
唐
四
条
諸
親
王
府
給
雑
匠
十
人
・
獣
医
四
人
・
供
膳
五
人
、
仍
折
充
帳
内
之
数
。
其
公
主
家
、
供
膳
給
二
人
。
唐
五
条
諸
船
運
粟
一
千
五
百
斛
以
下
、
給
水
匠
一
人
。
一
千
五
百
斛
以
上
、
水
匠
二
人
。
率
五
十
斛
給
丁
一
人
。
其
塩
鉄
雑
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七
二
物
等
、
並
準
粟
為
軽
重
。
若
空
船
、
量
大
小
給
丁
・
匠
。
唐
六
条
諸
三
師
三
公
参
朝
著
門
籍
、
給
人
馬
供
給
、
並
従
都
省
。
太
子
三
師
三
少
、
即
従

事
府
。
唐
七
条
諸
文
武
職
事
・
散
官
三
品
以
上
及
爵
一
品
在
両
京
、
若
職
事
・
散
官
五
品
以
上
及
郡
県
公
在
諸
州
県
、
欲
向
大
街
開
門
、
検
公
私
無
妨
者
、
聴
之
。
唐
八
条
諸
在
京
諸
司
流
内
九
品
以
上
、
及
国
子
監
諸
学
生
及
俊
士
、
流
外
官
太
常
寺
謁
者
・
賛
引
・
祝
史
、
司
儀
署
司
儀
、
典
客
署
典
客
、
秘
書
省
・
弘
文
館
典
書
、
左
春
坊
掌
儀
、
司
経
局
典
書
、
諸
令
史
・
書
令
史
・
楷
書
手
、
都
水
監
河
堤
謁
者
、
諸
局
書
史
、
諸
録
事
・
府
・
史
・
計
史
・
司
直
史
・
評
事
史
・
獄
史
・
監
膳
史
・
園
史
・
漕
史
・
医
学
生
・
鍼
学
生
、
尚
食
局
・
典
膳
局
主
食
、
薩
宝
府
府
・
史
、
並
長
上
。
其
流
外
非
長
上
者
及
価
人
、
皆
分
為
二
番
〈
番
期
長
短
、
各
任
本
司
量
長
短
定
準
。
当
庫
蔵
者
、
不
得
為
番
。
其
太
史
局
暦
生
・
天
文
生
・
巫
師
・
按
摩
・
咒
禁
・
卜
筮
生
・
薬
園
生
、
薬
童
・
羊
車
小
史
・
獣
医
生
・
嶽

祝
史
・
斎
郎
・
内
給
使
・
散
使
・
奉
、
司
儀
署
斎
郎
、
郊
社
・
太
廟
門
僕
、
並
品
子
任
雑
掌
、
皆
分
為
三
番
。
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七
三
門
僕
・
主
酪
・
習
馭
・
翼
馭
・
執
馭
・
馭
士
・
駕
士
・
幕
士
・
大
理
問
事
・
主
膳
・
典
食
・
供
膳
・
獣
医
・
典
鐘
・
典
鼓
、
及
薩
宝
府
雑
使
・
漏
刻
生
・
漏
童
、
並
分
為
四
番
。
其
幕
士
・
習
馭
・
掌
閑
・
駕
士
隷
殿
中
省
・
左
春
坊
者
、
番
期
上
下
自
従
衛
士
例
。
其
武
衛
称
長
、
須
日
追
上
、
事
了
放
還
。
唐
九
条
諸
司
流
内
・
流
外
長
上
官
、
国
子
監
諸
学
生
、
医
・
鍼
生
、
俊
士
〈
視
品
官
不
在
此
例
、
若
宿
衛
当
上
者
、
並
給
食
京
兆
・
河
南
府
並
萬
年
等
四
県
佐
・
史
、
関
府
・
史
亦
同
。
其
国
子
監
学
生
・
俊
士
監
等
、
雖
在
假
月
假
日
、
能
於
学
内
習
業
者
、
亦
準
此
。
其
散
官
五
品
以
上
当
上
者
、
給
一
食
。
唐
一
〇
条
諸
在
京
諸
司
、
並
準
官
人
員
数
、
量
配
官
戸
・
奴
婢
、
供
其
造
食
及
田
園
駆
使
。
衣
食
出
当
司
公
廨
。
唐
一
一
条
諸
州
朝
集
使
至
京
日
、
所
司
準
品
給
食
。
親
王
赴
省
考
日
、
依
式
供
食
、
衛
尉
鋪
設
。
唐
一
二
条
諸
流
外
番
官
別
奉
勅
、
及
合
遣
長
上
者
、
賜
同
長
上
例
。
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七
四
唐
一
三
条
諸
勲
官
及
三
衛
諸
軍
校
尉
以
下
、
諸
蕃
首
領
・
帰
化
人
・
辺
遠
人
・
遙
授
官
等
告
身
、
並
官
紙
及
筆
為
写
〈
其
勲
官
・
三
衛
校
尉
以
下
、
附
朝
集
使
立
案
分
付
。
辺
遠
人
、
附
便
使
及
駅
送
。
若
欲
自
写
、
有
京
官
職
及
麻
以
上
親
任
京
官
為
写
者
、
並
聴
。
唐
一
五
条
諸
司
流
外
非
長
上
者
、
総
名
番
官
。
其
習
馭
・
掌
閑
・
翼
馭
・
執
馭
・
馭
士
・
駕
士
・
幕
士
・
称
長
・
門
僕
・
主
膳
・
供
膳
・
典
食
・
主
酪
・
獣
医
・
典
鐘
・
典
鼓
・
価
人
・
大
理
問
事
、
総
名
庶
士
。
内
侍
省
・
内
坊
閹
人
無
官
品
者
、
皆
名
内
給
使
。
親
王
府
閹
人
、
皆
名
散
使
。
諸
州
執
刀
・
州
県
典
獄
・
問
事
・
白
直
、
総
名
雑
職
。
州
県
録
事
・
市
令
・
倉
督
・
市
丞
・
府
・
史
・
佐
・
帳
史
・
倉
史
・
里
正
・
市
史
、
折
衝
府
録
事
・
府
・
史
、
両
京
坊
正
等
、
非
省
補
者
、
総
名
雑
任
。
其
称
典
吏
者
、
雑
任
亦
是
。
唐
一
六
条
諸
貯
草
及
木
橦
・
柴
炭
、
皆
十
月
一
日
起
輸
、
十
二
月
三
十
日
納
畢
。
唐
一
七
条
諸
官
戸
・
奴
婢
男
女
成
長
者
、
先
令
当
司
本
色
令
相
配
偶
。
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七
五
唐
一
八
条
諸
犯
罪
配
没
、
有
技
能
者
、
各
随
其
所
能
配
諸
司
、
其
婦
人
、
与
内
侍
省
相
知
、
簡
能
縫
作
巧
者
、
配
掖
庭
局
。
自
外
無
技
能
者
、
並
配
司
農
寺
。
唐
一
九
条
諸
官
戸
皆
在
本
司
分
番
上
下
。
毎
年
十
月
、
都
官
案
比
。
男
年
十
三
以
上
、
在
外
州
者
十
五
以
上
、
各
取
容
貌
端
正
者
、
送
太
楽
〈
其
不
堪
送
太
楽
者
、
自
十
五
以
下
皆
免
入
役
。
十
六
以
上
送
鼓
吹
及
少
府
監
教
習
、
使
有
工
能
、
官
奴
婢
亦
準
官
戸
例
分
番
〈
下
番
日
則
不
給
糧
。
願
長
上
者
、
聴
。
其
父
兄
先
有
技
業
堪
伝
習
者
、
不
在
簡
例
。
雑
戸
亦
在
本
司
分
番
上
下
。
唐
二
〇
条
諸
官
奴
婢
賜
給
人
者
、
夫
妻
・
男
女
不
得
分
張
。
三
歳
以
下
聴
随
母
、
不
充
数
限
。
唐
二
一
条
諸
官
戸
奴
婢
死
、
官
司
検
験
申
牒
、
判
訖
埋
蔵
、
年
終
総
申
。
唐
二
二
条
諸
雑
戸
・
官
戸
・
奴
婢
居
作
者
、
毎
十
人
給
一
人
充
火
頭
、
不
在
功
課
之
限
。
毎
旬
放
休
假
一
日
。
元
日
・
冬
至
・
臘
・
寒
食
、
各
放
三
日
。
産
後
及
父
母
喪
、
各
給
假
一
月
。
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七
六
朞
喪
、
給
假
七
日
。
即
官
戸
奴
婢
老
疾
、
準
雑
戸
例
。
応
侍
者
、
本
司
毎
聴
一
人
免
役
扶
侍
、
先
尽
当
家
男
女
。
其
官
戸
婦
女
及
婢
、
夫
子
見
執
作
、
生
児
女
周
年
、
並
免
役
男
女
三
歳
以
下
、
仍
従
軽
役
。
唐
二
三
条
諸
官
奴
婢
及
雑
戸
・
官
戸
給
糧
充
役
者
、
本
司
明
立
功
課
案
記
、
不
得
虚
費
公
糧
。
其
丁
奴
毎
三
人
当
二
丁
役
。
中
奴
若
丁
婢
、
二
当
一
役
。
中
婢
、
三
当
一
役
。
唐
二
四
条
諸
官
奴
婢
春
衣
毎
歳
一
給
、
冬
衣
二
歳
一
給
。
丁
奴
春
頭
巾
一
、
布
衫
・
袴
各
一
、
牛
皮
一
量
並
氈
。
官
婢
春
給
裙
・
衫
各
一
、
絹
褌
一
、
二
量
。
冬
給
繻
・
複
袴
各
一
、
牛
皮
一
量
並
氈
。
十
歳
已
下
男
春
給
布
衫
一
・
一
量
、
女
給
布
衫
一
・
布
裙
一
・
一
量
。
冬
、
男
女
各
給
布
繻
一
・
韈
一
量
。
官
戸
長
上
者
準
此
。
[
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[
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[
表
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凡
例
天
聖
令
は
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
の
清
本
(
獄
官
令
は
四
一
五
―
四
二
〇
頁
、
捕
亡
令
は
四
〇
六
―
四
〇
八
頁
、
雑
令
は
四
二
九
―
四
三
三
頁)
に
よ
る
が
、
句
読
点
は
適
宜
、
獄
官
令
と
雑
令
は
校
記
に
従
っ
て
改
め
、
雑
令
唐
二
四
条
は
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
七
頁
に
よ
り
補
っ
た
。〈
〉
内
は
原
註
を
示
す
。
慶
元
条
法
事
類
は
『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
慶
元
条
法
事
類』
古
典
研
究
会
、
一
九
六
八
に
よ
る
が
、
誤
脱
は
適
宜
改
め
た
。(
)
内
は
巻
・
総
門
・
別
門
、〈
〉
内
は
原
註
、
／
は
改
行
を
示
す
。
対
応
典
拠
は
当
該
条
文
の
対
応
を
示
す
文
献
と
頁
(
複
数
頁
に
わ
た
る
場
合
は
最
初
の
頁)
を
記
す
。
文
献
の
略
号
は
以
下
の
と
お
り
。
稲
田
＝
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
。
校
証
＝『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
拾
遺
＝『
唐
令
拾
遺』
。
拾
遺
補
＝『
唐
令
拾
遺
補』
。
辻
＝
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
。
三
上
＝
三
上
喜
孝
(
二
〇
〇
七)
。
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天
聖
獄
官
令
五
九
箇
条
中
『
慶
元
条
法
事
類』
に
対
応
条
文
が
見
出
せ
な
い
の
は
二
六
箇
条
で
あ
る
が
、
こ
の
篇
目
に
も
っ
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
で
あ
ろ
う
刑
獄
門
全
五
巻
の
う
ち
冒
頭
の
二
巻
が
散
逸
し
、
五
分
の
三
し
か
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
か
な
り
高
い
程
度
で
の
対
応
・
継
承
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
天
聖
捕
亡
令
九
箇
条
中
、
対
応
条
文
が
見
出
せ
な
い
の
は
五
箇
条
で
あ
る
が
、
う
ち
宋
四
条
・
宋
六
条
・
宋
八
条
の
三
箇
条
は
逃
亡
奴
婢
の
扱
い
に
関
す
る
宋
代
で
は
現
実
性
の
な
い
規
定
で
あ
る
し
、
追
捕
に
関
す
る
宋
二
条
・
宋
三
条
の
二
箇
条
も
失
わ
れ
た
刑
獄
門
冒
頭
に
対
応
条
文
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
天
聖
雑
令
四
一
箇
条
中
、
対
応
条
文
が
見
出
せ
な
い
の
は
二
五
箇
条
で
半
数
を
超
え
る
が
、
訴
訟
の
受
理
に
関
す
る
宋
二
二
条
は
失
わ
れ
た
刑
獄
門
の
冒
頭
に
対
応
条
文
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
宋
一
条
か
ら
宋
六
条
ま
で
の
度
量
衡
に
関
す
る
六
箇
条
も
散
逸
部
分
に
対
応
条
文
が
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
対
応
検
証
の
結
果
か
ら
、
三
篇
目
ほ
ぼ
共
通
し
て
相
当
程
度
の
対
応
・
継
承
関
係
を
見
出
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
稲
田
氏
に
よ
る
検
証
と
も
傾
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
格
式
を
含
め
て
考
え
れ
ば
慶
元
令
は
か
な
り
の
程
度
で
天
聖
令
と
の
継
承
関
係
を
も
つ
の
で
あ
り
、
元
豊
以
後
の
令
も
基
本
法
典
た
る
唐
令
・
天
聖
令
と
の
間
に
相
当
程
度
の
継
承
関
係
を
も
つ
と
言
い
う
る
。
こ
こ
に
、
い
く
つ
か
具
体
的
な
条
文
に
つ
い
て
、
唐
令
復
原
条
文
を
交
え
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
１
ほ
ぼ
同
文
・
同
趣
旨
の
対
応
女
性
を
拘
禁
す
る
際
に
は
男
子
や
夫
と
拘
禁
場
所
を
別
に
し
、
召
使
い
の
女
性
を
世
話
に
つ
け
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
、
天
聖
獄
官
令
宋
四
一
条
(
)
諸
そ
婦
人
、
禁
に
在
れ
ば
、
皆
な
男
夫
と
所
を
別
つ
。
仍
お
雑
色
の
婦
女
を
以
て
獄
に
伴
せ
し
む
。
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七
七
Ⅱ
は
、
慶
元
断
獄
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
五
、
刑
獄
門
五
、
刑
獄
雑
事)
諸
そ
婦
人
、
獄
に
在
れ
ば
、
倡
女
を
以
て
之
に
伴
せ
し
む
。
仍
お
男
子
と
所
を
別
つ
。
と
の
間
で
ほ
ぼ
同
文
・
同
趣
旨
の
対
応
が
見
ら
れ
る
(
)
。
夫
と
の
同
禁
を
認
め
な
い
規
定
の
有
無
で
違
い
が
あ
る
が
、『
慶
元
条
法
事
類』
が
｢
夫｣
を
｢
子｣
と
誤
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
唐
獄
官
令
復
原
四
八
条
(
)
諸
そ
婦
人
、
禁
に
在
れ
ば
、
皆
な
男
夫
と
所
を
別
つ
。
を
参
照
す
れ
ば
、
男
女
同
禁
の
禁
止
は
唐
宋
を
一
貫
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
有
用
な
天
然
資
源
の
存
在
の
報
告
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
た
、
天
聖
雑
令
宋
一
一
条
(
)
諸
そ
山
沢
に
、
異
宝
・
異
木
、
及
び
金
・
玉
・
銅
・
銀
、
彩
色
せ
る
雑
物
あ
る
処
の
、
国
用
に
供
す
る
に
堪
う
る
を
知
り
た
る
者
は
、
皆
な
具
に
状
を
以
て
聞
す
。
は
、
慶
元
雑
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
八
〇
、
雑
門
、
雑
犯)
諸
そ
山
沢
に
、
異
宝
・
異
木
、
若
く
は
雑
物
あ
れ
ば
〈
並
に
国
用
に
供
す
る
に
堪
う
る
者
を
謂
う
、
人
の
告
す
る
を
許
す
。
州
は
具
に
状
し
て
尚
書
本
部
に
申
す
。
に
継
承
さ
れ
、
鉱
産
物
は
削
除
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
様
の
報
告
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
も
、
唐
雑
令
復
原
一
三
条
(
)
諸
そ
山
沢
に
、
異
宝
・
異
木
、
及
び
金
・
玉
・
銅
・
鉄
、
彩
色
せ
る
雑
物
あ
る
処
の
、
国
用
に
供
す
る
に
堪
う
る
を
知
り
た
る
者
は
、
皆
な
奏
聞
す
。
を
見
れ
ば
、
唐
代
以
来
の
継
承
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
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こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
元
豊
以
後
の
令
と
唐
令
・
天
聖
令
と
の
間
に
あ
る
程
度
の
継
承
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
２
天
聖
令
と
慶
元
格
式
の
対
応
天
聖
令
と
慶
元
令
の
対
応
は
一
対
一
と
は
限
ら
ず
、
一
対
多
、
あ
る
い
は
多
対
多
の
対
応
関
係
も
見
ら
れ
る
。
天
聖
令
と
慶
元
格
式
と
の
間
に
も
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
稲
田
氏
の
検
証
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
(
)
。
流
刑
受
刑
者
が
居
作
す
な
わ
ち
労
役
に
服
す
る
際
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
、
天
聖
獄
官
令
宋
一
六
条
(
)
諸
そ
流
配
罪
人
の
居
作
せ
る
者
は
、
巾
帯
を
着
す
る
を
得
ず
。
毎
旬
、
假
一
日
を
給
し
、
臘
・
寒
食
に
は
、
各

假
二
日
を
給
す
る
も
、
居
す
る
所
の
院
を
出
づ
る
を
得
ず
。
患
い
て
假
し
た
る
者
は
、
陪
日
せ
し
め
ず
。
役
満
つ
れ
ば
則
ち
放
つ
。
同
宋
一
七
条
(
)
諸
そ
配
流
の
囚
、
決
し
訖
れ
ば
、
二
十
日
外
に
居
作
す
。
量
り
て
配
所
の
兵
校
を
以
て
防
轄
す
。
同
宋
五
三
条
(
)
諸
そ
流
人
、
配
所
に
至
れ
ば
、
並
に
官
糧
を
給
し
、
其
れ
を
し
て
居
作
せ
し
む
。
其
れ
囚
せ
ら
れ
て
餉
を
絶
つ
者
も
、
亦
た
之
を
給
す
。
の
三
箇
条
は
、
徒
刑
は
脊
杖
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
居
作
を
行
わ
ず
、
流
刑
は
脊
杖
執
行
後
居
作
に
服
し
て
遠
方
へ
の
追
放
を
行
わ
な
い
と
す
る
折
杖
法
に
対
応
し
て
(
)
、
居
作
服
役
者
の
衣
服
、
休
暇
、
釈
放
、
脊
杖
執
行
後
の
服
役
開
始
時
期
、
警
護
、
お
よ
び
食
糧
の
支
給
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。『
慶
元
条
法
事
類』
で
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
規
定
は
、
慶
元
断
獄
令
(
)(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
五
、
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刑
獄
門
五
、
編
配
流
役)
諸
そ
流
囚
、
決
し
訖
れ
ば
、
髪
し
、
巾
帯
を
去
り
、
口
食
を
給
し
、
貳
拾
日
外
に
居
作
す
。
量
り
て
兵
級
或
は
将
校
を
以
て
防
轄
す
。
假
日
に
は
居
す
る
所
の
院
を
出
づ
る
を
得
ず
。
病
を
以
て
假
に
在
る
者
は
陪
日
を
免
ず
。
役
満
ち
、
或
は
恩
あ
れ
ば
、
則
ち
放
つ
。
の
ほ
か
、
慶
元
假
寧
格
(
同
書
巻
一
一
、
職
制
門
八
、
給
假)
流
囚
の
居
作
は
、
毎
旬
、
壹
日
。
元
日
・
寒
食
・
冬
至
は
、
参
日
。
お
よ
び
慶
元
給
賜
格
(
同
書
巻
七
五
、
刑
獄
門
五
、
編
配
流
役)
流
囚
の
居
作
せ
る
者
は
、
決
し
訖
れ
ば
、
日
ご
と
に
毎
人
、
米
貳
升
を
給
す
。
に
見
出
せ
る
。
天
聖
獄
官
令
の
規
定
の
う
ち
、
休
暇
日
程
の
定
め
は
慶
元
假
寧
格
に
、
食
糧
支
給
に
つ
い
て
の
定
め
は
慶
元
給
賜
格
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補
充
修
正
を
経
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
源
流
は
、
唐
獄
官
令
復
原
二
一
条
(
)
諸
そ
流
徒
罪
の
居
作
せ
る
者
は
、
皆
な
鉗
を
著
く
。
若
し
鉗
な
き
者
は
盤
枷
を
著
く
。
病
み
、
及
び
保
あ
る
者
は
脱
す
る
を
聴
す
。
巾
帯
を
著
く
る
を
得
ず
。
毎
旬
、
假
一
日
を
給
し
、
臘
・
寒
食
は
、
各

二
日
を
給
す
る
も
、
役
す
る
所
の
院
を
出
づ
る
を
得
ず
。
患
い
て
假
し
た
る
者
は
、
陪
日
せ
し
む
。
役
満
つ
れ
ば
、
本
属
に
遞
送
す
。
同
復
原
二
二
条
(
)
諸
そ
徒
流
の
囚
、
役
に
在
る
者
は
、
囚
一
人
ご
と
に
、
両
人
に
て
防
援
す
。
京
に
在
る
者
は
、
衛
士
を
取
り
て
充
つ
。
外
に
在
る
者
は
、
当
処
の
兵
士
を
取
り
、
分
番
し
て
防
守
す
。
同
復
原
六
一
条
(
)
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諸
そ
流
人
、
配
所
に
至
り
て
居
作
す
る
者
は
、
並
に
官
糧
を
給
す
〈
加
役
流
は
此
に
準
ず
。
若
し
家
を
去
る
こ
と
懸
遠
に
し
て
餉
を
絶
ち
、
及
び
家
人
の
未
だ
知
ら
ざ
る
者
は
、
官
に
て
衣
糧
を
給
し
、
家
人
の
至
る
日
に
、
数
に
依
り
て
徴
納
す
〈
其
れ
囚
せ
ら
れ
て
餉
を
絶
つ
者
も
、
亦
た
之
に
準
ず
。
の
三
箇
条
の
唐
令
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
、
唐
令
・
天
聖
令
と
慶
元
格
と
の
間
に
継
承
関
係
の
一
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
拷
問
の
事
情
聴
取
者
、
拷
問
と
笞
杖
の
執
行
者
の
途
中
交
代
の
禁
止
、
刑
具
の
規
格
、
お
よ
び
拷
問
の
執
行
部
位
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
、
天
聖
獄
官
令
宋
三
三
条
(
)
諸
そ
囚
を
訊
す
る
に
、
親
典
の
主
司
に
非
ざ
れ
ば
、
皆
な
囚
の
所
に
至
り
て
消
息
を
聴
問
す
る
を
得
ず
。
其
れ
囚
を
考
し
、
及
び
行
罰
す
る
者
は
、
皆
な
人
を
中
易
す
る
を
得
ず
。
お
よ
び
同
宋
五
〇
条
(
)
諸
そ
杖
は
、
皆
な
節
目
を
削
去
す
。
官
杖
は
長
さ
三
尺
五
寸
、
大
頭
の
闊
さ
は
二
寸
を
過
ぎ
る
を
得
ず
、
厚
さ
及
び
小
頭
の
径
は
九
分
を
過
ぎ
る
を
得
ず
。
小
杖
は
長
さ
四
尺
五
寸
を
過
ぎ
る
を
得
ず
、
大
頭
の
径
は
六
分
、
小
頭
の
径
は
五
分
。
訊
囚
杖
は
長
さ
官
杖
と
同
じ
、
大
頭
の
径
は
三
分
二
釐
、
小
頭
の
径
は
二
分
二
釐
。
其
れ
官
杖
は
火
印
を
用
て
記
と
為
し
、
筋
膠
及
び
諸
物
を
以
て
装
釘
す
る
を
得
ず
。
考
訊
す
る
者
は
、
臀
腿
に
分
受
す
。
の
二
箇
条
は
、『
慶
元
条
法
事
類』
で
は
慶
元
断
獄
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
三
、
刑
獄
門
三
、
決
遣)
諸
そ
囚
を
訊
す
る
に
、
臀
腿
及
び
両
足
底
に
分
受
す
る
を
聴
す
。
当
行
の
典
獄
に
非
ざ
れ
ば
、
訊
所
に
至
る
を
得
ず
。
其
れ
考
訊
し
、
及
び
行
決
す
る
の
人
は
、
皆
な
中
易
す
る
を
得
ず
。
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別
の
慶
元
断
獄
令
(
同
、
旁
照
法)
諸
そ
獄
具
は
、
毎
月
、
当
職
官
、
式
に
依
り
て
検
校
す
。
杖
は
節
目
を
留
め
る
を
得
ず
[
目
、
も
と
誤
っ
て
日
に
作
る]
、
亦
た
釘
飾
し
及
び
筋
膠
の
類
を
加
え
る
を
得
ず
。
仍
お
火
印
を
用
て
し
、
官
よ
り
給
す
。
な
ら
び
に
慶
元
断
獄
式
(
同
前)
獄
具
。
杖
は
、
重
さ
壹
拾
伍
両
、
長
さ
参
尺
伍
寸
に
止
め
、
上
の
闊
さ
貳
寸
、
厚
さ
玖
分
、
下
の
径
は
玖
分
。
笞
は
、
肆
尺
に
止
め
、
上
の
闊
さ
陸
分
、
厚
さ
肆
分
、
下
の
径
は
肆
分
。
に
対
応
関
係
を
見
出
せ
る
。
天
聖
獄
官
令
の
定
め
の
う
ち
、
刑
具
の
規
格
は
補
充
修
正
を
経
て
断
獄
式
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
源
流
は
、
唐
獄
官
令
復
原
三
九
条
(
)
諸
そ
囚
を
訊
す
る
に
、
親
典
の
主
司
に
非
ざ
れ
ば
、
皆
な
囚
の
所
に
至
り
て
消
息
を
聴
問
す
る
を
得
ず
。
其
れ
囚
を
拷
し
、
及
び
行
罰
す
る
者
は
、
皆
な
人
を
中
易
す
る
を
得
ず
。
お
よ
び
同
復
原
五
八
条
(
)
諸
そ
杖
は
、
皆
な
節
目
を
削
去
す
。
長
さ
三
尺
五
寸
。
訊
囚
杖
は
、
大
頭
の
径
は
三
分
二
釐
、
小
頭
は
二
分
二
釐
。
常
行
杖
は
、
大
頭
は
二
分
七
釐
、
小
頭
は
一
分
七
釐
。
笞
杖
は
、
大
頭
は
二
分
、
小
頭
は
一
分
半
。
其
れ
笞
を
決
す
る
者
は
、
腿
臀
に
分
受
す
。
杖
を
決
す
る
者
は
、
背
腿
臀
に
分
受
す
。
須
く
数
等
し
か
る
べ
し
。
考
訊
す
る
者
も
亦
た
同
じ
。
笞
以
下
、
背
腿
に
均
受
せ
ん
と
願
う
者
は
、
聴
す
。
即
し
殿
庭
に
て
決
す
る
者
は
、
皆
な
背
に
受
く
。
の
唐
令
二
箇
条
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
唐
令
・
天
聖
令
と
慶
元
式
と
の
間
に
も
継
承
関
係
の
一
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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元
豊
以
後
の
格
式
は
、
東
涯
に
よ
っ
て
｢
命
官
の
等
級
高
下
あ
る
も
の
を
格
と
す
、
表
奏
帳
籍
等
の
類
、
体
製
模
楷
あ
る
も
の
を
式
と
云
(
)｣
、
牧
野
氏
に
よ
っ
て
｢
格
は
｢
彼
の
至
る
を
逆
ゆ
る｣
と
い
い
、
例
え
ば
賞
格
と
か
服
制
格
と
か
、
い
か
な
る
こ
と
を
す
れ
ば
い
か
な
る
賞
を
や
る
と
か
、
い
か
な
る
人
の
死
に
は
い
か
な
る
喪
に
服
す
べ
し
、
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
式
は
｢
彼
を
し
て
之
に
効
わ
し
む｣
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
多
く
は
手
続
規
定
、
特
に
書
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
(
)｣
、
仁
井
田
氏
に
よ
っ
て
｢
格
は
賞
格
、
服
制
格
の
類
、
式
は
と
く
に
書
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
(
)｣
、
曾
我
部
氏
に
よ
っ
て
｢
格
は
賞
罰
・
階
級
・
給
与
・
忌
服
な
ど
の
限
極
等
級
を
定
め
て
い
る
法
典
で
あ
り
、
令
[
式
の
誤
り]
は
様
式
を
定
め
て
い
る
法
典
で
あ
る
(
)｣
、
滋
賀
氏
に
よ
っ
て
｢
格
は
要
件
を
柱
と
し
て
そ
の
下
に
対
応
す
る
効
果
な
い
し
該
当
す
る
事
物
を
記
す
。
言
う
な
れ
ば
図
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
要
件
と
効
果
・
事
物
が
段
階
的
に
変
化
す
る
対
応
関
係
を
示
す
の
に
そ
れ
だ
け
で
意
味
が
通
ず
る
よ
う
な
事
柄
を
処
理
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
…
…
式
と
は
様
々
の
要
務
に
つ
い
て
必
要
と
さ
れ
る
各
種
公
文
書
の
書
式
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雛
型
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
定
し
た
も
の
で
あ
る
(
)｣
と
説
明
さ
れ
、
梅
原
氏
が
格
を
｢
褒
賞
を
主
に
、
高
下
段
階
を
つ
け
た
施
行
細
則｣
、｢
文
章
化
す
る
必
要
の
な
い
施
行
細
則
の
集
成
で
、
胥
吏
を
始
め
と
し
た
実
務
担
当
者
が
日
常
業
務
で
使
う
一
覧
表
に
も
相
当｣
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
｢
本
来
、
行
政
乃
至
司
法
の
個
別
の
現
場
に
お
い
て
必
要
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
…
…
大
筋
が
詔
勅
で
認
め
ら
れ
れ
ば
、
事
務
当
局
で
細
目
を
作
っ
て
発
効
さ
せ
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
だ｣
よ
う
な
も
の
、
式
を
｢
官
署
の
報
告
、
個
人
の
申
請
な
ど
公
文
書
書
式｣
、｢
純
然
た
る
各
種
行
政
文
書
の
雛
型
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
極
め
て
実
務
的
な
法
典
形
式
(
)｣
と
解
説
す
る
よ
う
に
、
唐
代
の
格
式
と
は
形
式
も
内
容
も
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
れ
ら
の
説
明
に
、
滋
賀
氏
の
｢
編
勅
が
体
系
化
し
た
も
の
が
勅
令
格
式
に
外
な
ら
な
い
(
)｣
、
梅
原
氏
の
｢
宋
初
以
来
｢
編
勅｣
の
中
に
含
め
ら
れ
、
排
列
さ
れ
て
き
た
、
刑
罰
を
伴
な
わ
ぬ
比
較
的
簡
単
な
規
定
や
単
純
な
禁
令
が
、
ま
ず
抽
出
さ
れ
て
新
し
い
｢
令｣
(
附
令)
と
な
る
。
…
…
や
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き
が
、
刑
罰
規
定
を
伴
っ
た
複
雑
な
｢
編
勅｣
中
の
勅
文
に
も
及
び
、
…
…
全
体
が
、｢
令｣
と
｢
勅｣
、
さ
ら
に
は
｢
式｣
と
｢
格｣
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
ゆ
く
(
)｣
と
い
う
編
勅
の
勅
令
格
式
へ
の
分
化
の
過
程
に
関
す
る
主
張
を
加
え
て
理
解
す
れ
ば
、
元
豊
以
後
の
格
式
は
、
副
次
法
典
た
る
編
勅
を
起
源
と
す
る
要
素
を
、
国
家
事
業
の
実
務
の
利
便
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
図
式
化
な
い
し
様
式
化
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
慶
元
格
式
は
図
式
あ
る
い
は
様
式
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
く
、
梅
原
氏
が
言
う
よ
う
に
唐
令
が
｢
仁
井
田
陞
氏
の
『
唐
令
拾
遺』
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
荘
重
な
文
体
で
、
制
度
な
ど
の
骨
組
を
列
挙
し
、
ま
こ
と
に
｢
文
辞
古
質｣
の
形
容
に
相
応
し
い
代
物
で
あ
る
(
)｣
の
な
ら
ば
、
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
格
式
と
の
間
に
継
承
関
係
は
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
だ
が
、
す
で
に
曾
我
部
氏
は
｢
格
は
以
前
の
令
に
お
い
て
そ
の
一
部
分
を
な
す
賞
勲
・
等
級
・
忌
服
な
ど
の
制
度
だ
け
を
盛
っ
て
い
る
法
典
と
な
っ
て
い
た
。
…
…
令
が
著
し
く
刑
法
的
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
以
前
の
令
に
規
定
し
て
い
た
賞
勲
・
忌
服
・
階
級
な
ど
の
制
度
は
、
こ
れ
を
格
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
(
)｣
と
し
て
唐
令
と
元
豊
以
後
の
格
と
の
間
の
継
承
関
係
を
、
仁
井
田
氏
は
｢
唐
令
と
慶
元
令
と
は
令
・
式
分
類
の
標
準
が
変
つ
て
ゐ
る
。
た
と
へ
ば
前
者
に
於
い
て
は
、
官
公
文
書
の
形
式
を
規
定
し
た
諸
条
は
公
式
令
に
存
す
る
が
、
後
者
に
於
い
て
は
之
を
文
書
式
に
見
出
す
如
き
で
あ
る
(
)｣
と
し
て
唐
令
と
慶
元
式
と
の
間
の
継
承
関
係
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
元
豊
以
後
の
令
は
、
格
式
と
も
一
体
と
し
て
、
唐
令
・
天
聖
令
と
の
間
に
あ
る
程
度
の
継
承
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
３
篇
目
の
移
動
稲
田
氏
の
検
証
に
よ
っ
て
も
、｢
天
聖
令
か
ら
慶
元
条
法
事
類
に
至
る
過
程
で
、
…
…
篇
目
を
移
動
し
た
条
文
(
)｣
が
あ
る
こ
と
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さ
れ
て
い
る
。
灌
漑
用
水
に
つ
い
て
規
定
し
た
、
唐
雑
令
復
原
一
九
条
(
)
諸
そ
水
を
取
り
て
田
に
漑
ぐ
は
、
皆
な
下
よ
り
始
め
、
次
に
依
り
て
用
う
。
其
れ
渠
に
縁
り
碾
磑
を
造
ら
ん
と
欲
し
、
州
県
を
経
て
申
牒
し
、
公
私
に
妨
げ
な
き
者
は
、
之
を
聴
す
。
即
し
須
く
渠
堰
を
修
理
す
べ
き
者
は
、
先
に
用
水
の
家
を
役
す
。
天
聖
雑
令
宋
一
五
条
(
)
諸
そ
水
を
取
り
て
田
に
漑
ぐ
は
、
皆
な
下
よ
り
始
め
、
稲
を
先
に
し
陸
を
後
に
し
、
次
に
依
り
て
用
う
。
其
れ
渠
に
縁
り
碾
磑
を
造
ら
ん
と
欲
し
、
州
県
を
経
て
申
牒
し
、
検
す
る
に
水
、
還
流
し
て
渠
に
入
り
、
及
び
公
私
に
妨
げ
な
き
者
は
、
之
を
聴
す
。
即
し
須
く
渠
堰
を
修
理
す
べ
き
者
は
、
先
に
用
水
の
家
を
役
す
。
慶
元
河
渠
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
四
九
、
農
桑
門
、
農
田
水
利)
諸
そ
水
を
以
て
田
に
漑
ぐ
は
、
皆
な
下
よ
り
始
め
、
仍
お
稲
を
先
に
し
陸
を
後
に
す
。
若
し
渠
堰
の
応
に
修
す
べ
き
者
は
、
先
に
用
水
の
家
を
役
す
。
其
れ
碾
磑
の
類
、
水
を
壅
ぎ
公
私
に
害
あ
る
者
は
、
之
を
除
く
。
の
三
箇
条
の
間
に
は
、
と
く
に
｢
水
を
取
り
て
田
に
漑
ぐ
は
、
皆
な
下
よ
り
始
め｣
と
い
う
部
分
に
に
つ
い
て
明
確
な
継
承
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
)
と
と
も
に
、
雑
令
か
ら
河
渠
令
へ
と
い
う
篇
目
の
移
動
が
指
摘
で
き
る
。
篇
目
の
移
動
に
つ
い
て
、
仁
井
田
氏
は
、｢
慶
元
令
に
は
軍
防
令
と
軍
器
令
、
雑
令
と
河
防
令
[
河
渠
令
の
誤
り]
と
の
如
く
…
…
軍
防
令
雑
令
な
る
各
一
篇
を
分
つ
て
二
と
し
た
と
見
得
る
も
の
も
あ
る
(
)｣
と
し
て
、
篇
目
の
分
割
に
そ
の
一
因
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
篇
目
の
移
動
の
原
因
は
篇
目
の
分
割
や
新
設
だ
け
で
は
な
い
。
人
に
危
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
家
畜
の
取
扱
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
、
唐
雑
令
復
原
四
一
条
(
)
諸
そ
畜
産
の
人
に
觝
つ
く
者
は
、
両
角
を
截
る
。
人
を
る
者
は
、
之
を
絆
ぐ
。
人
を
齧
る
者
は
、
両
耳
を
截
る
。
其
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あ
れ
ば
、
所
在
に
て
之
を
殺
す
を
聴
す
。
お
よ
び
天
聖
雑
令
宋
二
七
条
(
)
諸
そ
畜
産
の
人
に
觝
つ
く
者
は
、
両
角
を
截
る
。
人
を
る
者
は
、
之
を
絆
ぐ
。
人
を
齧
る
者
は
、
両
耳
を
截
る
。
其
れ
狂
犬
あ
れ
ば
、
所
在
に
て
之
を
殺
す
を
聴
す
。
が
、
狂
犬
の
扱
い
に
関
す
る
部
分
を
除
い
て
、
慶
元
廐
牧
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
九
、
畜
産
門
、
畜
産
傷
人)
諸
そ
畜
産
の
人
に
觝
つ
く
者
は
、
両
角
を
截
る
。
人
を
齧
れ
ば
、
両
耳
を
截
る
。
人
を
る
者
は
、
之
を
絆
ぐ
。
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
)
が
、
こ
こ
で
は
雑
令
か
ら
廐
牧
令
へ
と
篇
目
が
移
動
し
て
い
る
。
廐
牧
令
は
唐
代
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
篇
目
で
あ
る
。
遺
失
物
の
取
扱
に
つ
い
て
規
定
す
る
、
唐
捕
亡
令
復
原
一
六
条
(
)
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
た
れ
ば
、
皆
な
随
近
の
官
司
に
送
る
。
市
に
在
り
て
得
た
る
者
は
市
司
に
送
る
。
其
れ
金
吾
、
各

両
京
に
在
り
、
巡
察
し
て
得
た
る
者
は
金
吾
衛
に
送
る
。
得
た
る
所
の
物
は
、
皆
な
門
外
に
懸
く
。
主
の
識
認
す
る
者
あ
れ
ば
、
記
を
検
験
し
保
を
責
し
て
之
を
還
す
。
未
だ
案
記
あ
ら
ざ
る
と
雖
も
、
但
そ
証
拠
、
灼
然
と
し
て
験
す
べ
き
者
は
、
亦
た
此
に
準
ず
。
其
れ
三
十
日
を
経
て
主
の
識
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
収
掌
し
、
仍
お
物
の
色
目
を
録
し
、
村
坊
の
門
に
す
。
一
周
年
を
経
て
人
の
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
没
官
し
て
帳
に
録
し
、
省
に
申
し
て
処
分
す
。
没
入
せ
る
の
後
、
物
猶
お
見
在
し
、
主
の
来
り
て
識
認
し
、
証
拠
の
分
明
な
る
者
は
、
之
を
還
す
。
お
よ
び
天
聖
捕
亡
令
宋
九
条
(
)
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
た
る
者
は
、
皆
な
随
近
の
官
司
に
送
る
。
封
記
し
て
収
掌
し
、
其
の
物
色
を
録
し
、
要
路
に
す
。
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識
認
す
る
者
あ
れ
ば
、
先
に
伍
保
及
び
其
の
失
物
の
隠
細
を
責
し
、
状
験
し
て
符
合
し
た
る
者
は
、
常
官
に
て
随
給
す
。
其
れ
緘
封
の
物
に
非
ざ
れ
ば
、
亦
た
它
所
に
置
き
、
認
す
る
者
を
し
て
先
に
見
さ
し
め
る
を
得
ず
。
百
日
に
満
ち
て
人
の
識
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
没
官
し
て
帳
に
附
す
。
が
、
若
干
の
内
容
的
改
変
を
経
つ
つ
、
慶
元
雑
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
八
〇
、
雑
門
、
闌
遺)
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
た
る
者
は
、
所
在
の
官
司
に
送
る
。
封
記
し
て
籍
定
し
、
諭
し
て
人
を
召
し
て
識
認
せ
し
む
。
人
の
認
す
る
者
あ
れ
ば
、
先
に
隠
細
を
責
し
、
状
験
し
て
同
じ
け
れ
ば
、
保
を
取
り
て
給
付
す
。
百
日
に
満
ち
て
人
の
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
没
官
す
。
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(
)
。
こ
こ
で
は
捕
亡
令
か
ら
雑
令
へ
と
篇
目
が
移
動
し
て
い
る
が
、
雑
令
も
唐
代
か
ら
存
在
し
て
い
る
篇
目
で
あ
る
。
こ
の
篇
目
移
動
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
占
有
離
脱
物
の
取
扱
に
関
す
る
規
定
を
ま
と
め
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
埋
蔵
物
の
収
得
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
、
唐
雑
令
復
原
四
〇
条
(
)
諸
そ
官
地
の
内
に
於
て
宿
蔵
の
物
を
得
た
る
者
は
、
皆
な
得
た
る
人
に
入
る
。
他
人
の
私
地
に
於
て
得
た
る
者
は
、
地
主
と
之
を
中
分
す
。
若
し
古
器
の
形
制
異
な
る
を
得
た
る
者
は
、
悉
く
官
に
送
り
直
を
酬
す
。
お
よ
び
天
聖
雑
令
宋
二
六
条
(
)
諸
そ
官
地
の
内
に
於
て
宿
蔵
の
物
を
得
た
る
者
は
、
皆
な
得
た
る
人
に
入
る
。
他
人
の
私
地
に
於
て
得
た
る
者
は
、
地
主
と
之
を
中
分
す
。
若
し
古
器
の
形
制
異
な
る
を
得
た
る
者
は
、
悉
く
官
に
送
り
直
を
酬
す
。
は
、
ほ
ぼ
同
文
・
同
趣
旨
の
ま
ま
、
慶
元
雑
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
八
〇
、
雑
門
、
闌
遺)
諸
そ
官
地
の
内
に
て
宿
蔵
の
物
を
得
た
る
者
は
、
収
す
る
を
聴
す
。
若
し
佗
人
の
地
の
内
に
て
得
た
る
者
は
、
地
主
と
之
を
中
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即
し
器
物
の
形
制
異
な
る
あ
る
者
は
、
悉
く
官
に
送
り
其
の
直
を
酬
す
。
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
(
)
。
漂
流
竹
木
の
収
得
に
関
し
て
規
定
す
る
、
唐
雑
令
復
原
一
八
条
(
)
諸
そ
公
私
の
竹
木
、
暴
水
に
漂
失
せ
ら
れ
、
能
く
接
得
す
る
者
あ
れ
ば
、
並
に
岸
上
に
積
み
、
明
か
に
標
を
立
て
、
随
近
の
官
司
に
申
牒
す
。
主
の
識
認
す
る
者
あ
れ
ば
、
江
河
は
五
分
し
て
二
を
賞
し
、
餘
水
は
五
分
し
て
一
を
賞
す
。
三
十
日
を
限
る
の
外
、
主
の
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
得
た
る
所
の
人
に
入
る
。
お
よ
び
天
聖
雑
令
宋
一
四
条
(
)
諸
そ
竹
木
、
暴
水
に
漂
失
せ
ら
れ
、
能
く
接
得
す
る
者
あ
れ
ば
、
並
に
岸
上
に
積
み
、
明
か
に
標
を
立
て
、
随
近
の
官
司
に
申
牒
す
。
主
の
識
認
す
る
者
あ
れ
ば
、
江
河
は
五
分
し
て
二
を
賞
し
、
餘
水
は
五
分
し
て
一
を
賞
す
。
官
物
に
非
ざ
れ
ば
、
三
十
日
を
限
る
の
外
、
主
の
認
す
る
者
な
け
れ
ば
、
得
た
る
所
の
人
に
入
る
。
官
の
失
せ
る
者
は
賞
す
る
の
限
に
在
ら
ず
。
は
、
内
容
を
若
干
変
え
つ
つ
も
、
慶
元
雑
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
八
〇
、
雑
門
、
闌
遺)
諸
そ
収
救
し
て
漂
失
せ
る
竹
木
を
得
た
れ
ば
、
数
を
具
し
て
官
に
申
す
。
お
よ
び
慶
元
賞
格
(
同
前)
諸
色
人
。
…
…
収
救
し
て
漂
失
せ
る
私
の
竹
木
を
得
た
れ
ば
、
諸
河
は
貳
分
を
給
す
。
江
淮
黄
河
は
肆
分
を
給
す
。
主
な
き
者
は
全
給
す
。
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
(
)
。
す
な
わ
ち
、
元
豊
以
後
の
あ
る
段
階
で
、
占
有
離
脱
物
の
取
扱
に
関
す
る
令
の
規
定
を
、
賞
格
に
定
め
る
べ
き
部
分
を
除
い
て
、
雑
令
へ
と
統
合
す
る
た
め
に
、
遺
失
物
に
関
す
る
規
定
を
捕
亡
令
か
ら
雑
令
へ
と
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
律
で
は
埋
蔵
物
に
関
す
る
規
定
も
遺
失
物
に
関
す
る
規
定
も
同
じ
雑
律
(
)
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
、
占
有
離
脱
物
の
取
扱
を
雑
と
い
う
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篇
目
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
事
業
の
便
宜
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
律
勅
と
令
の
同
一
篇
目
化
も
｢
同
名
に
し
て
お
く
方
が
、
現
実
に
は
判
り
や
す
く
利
用
に
も
便
利
(
)｣
で
あ
る
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
が
、
国
家
事
業
上
の
利
便
性
の
向
上
は
令
の
規
定
の
篇
目
間
の
移
動
と
い
う
形
に
お
い
て
も
追
究
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
４
天
聖
令
と
慶
元
勅
の
対
応
法
改
正
の
時
間
的
効
力
に
つ
い
て
、
重
法
の
不
遡
及
と
軽
法
の
遡
及
を
規
定
し
た
、
唐
獄
官
令
復
原
三
四
条
(
)
諸
そ
犯
罪
未
発
、
及
び
已
発
せ
る
も
未
だ
断
決
せ
ざ
る
に
、
格
の
改
め
ら
る
る
に
逢
い
た
る
者
は
、
若
し
格
重
け
れ
ば
、
犯
時
に
依
る
を
聴
す
。
若
し
格
軽
け
れ
ば
、
軽
法
に
従
う
を
聴
す
。
な
ら
び
に
天
聖
獄
官
令
宋
二
八
条
(
)
諸
そ
犯
罪
未
発
、
及
び
已
発
せ
る
も
未
だ
断
決
せ
ざ
る
に
、
格
の
改
め
ら
る
る
に
逢
い
た
る
者
は
、
若
し
格
重
け
れ
ば
、
犯
時
に
依
る
を
聴
す
。
格
軽
き
者
は
、
軽
法
に
従
う
を
聴
す
。
を
継
承
し
た
条
項
は
、『
慶
元
条
法
事
類』
で
は
慶
元
断
獄
勅
(
)(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
三
、
刑
獄
門
三
、
検
断)
諸
そ
犯
罪
未
発
、
及
び
已
発
せ
る
も
未
だ
論
決
せ
ず
し
て
法
を
改
め
た
る
者
は
、
法
重
け
れ
ば
、
犯
時
に
依
る
を
聴
す
。
法
軽
け
れ
ば
、
軽
法
に
従
う
。
即
し
応
そ
事
、
已
に
旧
法
を
用
て
理
断
し
た
る
者
は
、
新
法
を
用
て
追
改
す
る
を
得
ず
。
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
令
の
法
領
域
の
基
本
法
典
で
あ
る
唐
令
・
天
聖
令
の
規
定
が
、
律
の
法
領
域
の
副
次
法
典
で
あ
る
勅
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
移
動
が
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
れ
も
国
家
事
業
上
の
利
便
性
の
必
要
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
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５不
行
唐
令
と
慶
元
令
の
対
応
稲
田
氏
は
、｢
不
行
唐
令
に
対
応
す
る
慶
元
条
法
事
類
が
全
く
見
え
な
い
こ
と｣
は
、｢
天
聖
令
編
纂
の
段
階
で
す
で
に
現
行
法
と
し
て
は
役
に
立
た
な
い
も
の
を
｢
不
行
唐
令｣
と
し
て
排
除
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
(
)｣
と
し
た
う
え
で
、
拘
禁
中
、
居
作
服
役
中
、
あ
る
い
は
護
送
中
に
死
亡
し
た
者
の
取
扱
を
規
定
し
た
、
天
聖
獄
官
令
唐
四
条
(
)
諸
そ
囚
、
死
し
て
親
戚
な
き
者
は
、
皆
な
棺
を
給
し
、
官
地
の
内
に
於
て
権
に
殯
し
〈
其
の
棺
は
並
に
官
物
を
用
て
造
り
給
す
。
若
し
悪
逆
以
上
を
犯
し
た
れ
ば
、
棺
を
給
さ
ず
。
其
れ
官
地
の
、
京
を
去
る
こ
と
七
里
の
外
に
、
量
り
て
一
頃
以
下
を
給
し
、
擬
し
て
諸
司
の
死
囚
を
埋
め
、
大
理
に
て
検
校
す
、
銘
を
壙
内
に
置
き
、
を
上
に
立
て
、
其
の
姓
名
を
書
し
、
仍
お
本
属
に
下
し
て
、
家
人
に
告
し
て
取
ら
し
む
。
即
し
流
移
人
の
路
に
在
り
、
及
び
流
徒
の
役
に
在
り
て
死
し
た
る
者
は
、
亦
た
此
に
準
ず
。
と
慶
元
断
獄
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
五
、
刑
獄
門
五
、
部
送
罪
人
(
))
諸
そ
禁
囚
、
若
し
く
は
居
作
人
、
身
死
し
て
親
属
な
き
者
は
、
官
に
て
殯
を
為
し
て
標
識
し
、
仍
お
本
属
に
移
文
し
、
家
人
に
告
示
し
て
般
取
せ
し
む
。
即
し
罪
人
、
部
送
せ
ら
れ
、
道
に
在
り
て
死
し
た
る
者
は
、
此
に
准
ず
。
以
上
の
費
す
所
は
、
随
身
の
財
物
な
き
、
或
は
足
ら
ざ
る
者
は
、
皆
な
贓
罰
銭
を
支
す
。
の
間
の
対
応
関
係
を
｢
管
見
の
限
り
、
唯
一
の
例
外｣
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
(
)
。
両
条
の
対
応
は
、
仁
井
田
氏
に
よ
っ
て
も
、
唐
獄
官
令
復
旧
一
〇
条
(
)
諸
そ
囚
、
死
し
て
親
戚
な
き
者
は
、
皆
な
棺
を
給
し
、
官
地
の
内
に
於
て
権
に
殯
し
〈
其
の
棺
は
、
京
に
在
る
者
は
、
将
作
に
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
548
九
〇
Ⅱ
て
造
り
供
す
。
外
に
在
る
者
は
、
官
物
を
用
て
給
す
。
若
し
悪
逆
以
上
を
犯
し
た
れ
ば
給
さ
ず
。
官
地
の
、
京
を
去
る
こ
と
七
里
の
外
に
、
量
り
て
一
頃
以
下
を
給
し
、
擬
し
て
諸
司
の
死
囚
を
埋
め
、
大
理
に
隷
し
て
検
校
す
、
磚
銘
を
壙
内
に
置
き
、

を
上
に
立
て
、
其
の
姓
名
を
書
し
、
仍
お
本
属
に
下
し
て
、
家
人
に
告
し
て
取
ら
し
む
。
即
し
流
移
人
の
路
に
在
り
、
及
び
流
の
徒
す
る
所
の
役
に
在
り
て
死
し
た
る
者
は
、
亦
た
此
に
准
ず
。
と
上
掲
慶
元
断
獄
令
と
の
間
の
対
応
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
(
)
が
、
別
の
慶
元
断
獄
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
五
、
刑
獄
門
五
、
部
送
罪
人)
諸
そ
罪
人
を
部
送
し
、
道
に
在
り
て
身
死
し
、
家
属
の
同
行
す
る
な
き
も
財
物
あ
り
た
る
者
は
、
官
に
て
支
を
為
し
、
殯
の
費
に
充
つ
。
餘
り
あ
れ
ば
、
估
売
し
て
官
に
納
め
、
銭
数
を
以
て
住
家
の
所
に
報
じ
、
転
運
司
銭
を
支
し
て
給
還
す
。
と
の
間
に
も
、
当
該
唐
獄
官
令
と
の
対
応
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
拘
禁
中
に
父
母
や
夫
の
喪
に
あ
た
っ
た
者
の
取
扱
を
規
定
し
た
、
天
聖
獄
官
令
唐
一
〇
条
(
)
諸
そ
死
罪
を
犯
し
て
禁
に
在
り
、
悪
逆
以
上
に
非
ず
し
て
、
父
母
の
喪
に
遭
い
、
婦
人
の
夫
の
喪
、
及
び
祖
父
母
の
喪
に
承
重
せ
る
者
は
、
皆
な
假
七
日
を
給
し
て
発
哀
せ
し
む
。
流
徒
罪
は
三
十
日
。
悉
く
程
を
給
さ
ず
。
並
に
定
す
る
を
待
ち
、
保
を
責
し
て
乃
ち
給
す
。
慶
元
断
獄
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
七
、
服
制
門
、
喪
葬)
諸
そ
杖
以
下
の
罪
を
犯
し
て
禁
に
在
り
、
而
し
て
父
母
及
び
夫
の
喪
に
遭
え
ば
、
保
を
責
し
て
量
り
て
限
を
給
し
て
殯
葬
す
る
を
聴
す
。
即
し
期
の
喪
、
本
家
に
男
夫
の
成
丁
な
き
者
は
、
此
に
准
ず
〈
以
上
、
事
、
要
切
に
干
し
た
れ
ば
、
仍
お
漏
泄
な
き
の
状
を
責
し
、
人
を
差
し
て
監
管
す
。
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の
両
条
の
間
に
も
継
承
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
(
)
。
天
聖
に
お
い
て
効
力
を
否
定
さ
れ
た
不
行
唐
令
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
後
慶
元
ま
で
の
間
に
そ
の
内
容
が
あ
る
程
度
修
正
を
経
て
復
活
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
不
行
唐
令
と
元
豊
以
後
の
令
と
の
間
の
継
承
関
係
も
頭
か
ら
否
定
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
章
に
お
け
る
検
証
を
通
じ
て
、
元
豊
以
後
の
令
が
唐
令
・
天
聖
令
の
要
素
を
か
な
り
の
程
度
で
継
承
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
要
素
は
格
式
へ
も
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
慶
元
令
と
唐
令
と
の
間
に
あ
る
程
度
の
継
承
関
係
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
稲
田
氏
の
検
証
が
前
提
と
し
た
『
唐
令
拾
遺』
『
唐
令
拾
遺
補』
な
ら
び
に
愛
宕
松
男
氏
に
よ
る
、『
慶
元
条
法
事
類』
の
唐
令
復
原
へ
の
利
用
に
よ
っ
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
(
)
。
仁
井
田
氏
は
｢
慶
元
条
法
事
類
に
存
す
る
慶
元
令
の
遺
文
は
約
二
千
条
で
あ
る
が
、
今
そ
の
内
容
を
些
細
に
検
す
れ
ば
唐
令
に
由
来
す
る
も
の
も
屡

発
見
す
る｣
と
し
、
唐
令
と
｢
条
文
の
字
句
の
等
し
い｣
慶
元
令
二
箇
条
を
例
示
し
て
い
る
(
)
。
そ
の
第
一
は
、
障
碍
の
等
級
の
定
義
規
定
で
あ
る
、
唐
戸
令
復
旧
九
条
(
)
諸
そ
一
目
盲
、
両
耳
聾
、
手
に
二
指
な
し
、
足
に
三
指
な
し
、
手
足
に
大
拇
指
な
し
、
禿
瘡
に
て
髪
な
し
、
久
漏
、
下
重
、
大


、
此
の
如
き
の
類
は
、
皆
な
残
疾
と
為
す
。
癡
、
侏
儒
、
腰
脊
折
れ
、
一
肢
廃
、
此
の
如
き
の
類
は
、
皆
な
廃
疾
と
為
す
。
悪
疾
、
癲
狂
、
両
肢
廃
、
両
目
盲
、
此
の
如
き
の
類
は
、
皆
な
篤
疾
と
為
す
。
に
対
応
す
る
慶
元
戸
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
四
、
刑
獄
門
四
、
老
疾
犯
罪
(
))
諸
そ
壹
目
盲
、
両
耳
聾
、
手
に
貳
指
な
し
、
足
に
参
指
な
し
、
手
足
に
大
拇
指
な
し
、
禿
瘡
に
て
髪
な
し
、
久
漏
、
下
重
、
大


の
類
は
、
残
疾
と
為
す
。
癡
、
侏
儒
、

脊
折
れ
、
壹
支
廃
の
類
は
、
廃
疾
と
為
す
。
悪
疾
、
癲
狂
、
貳
支
廃
、
両
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盲
の
類
は
、
篤
疾
と
為
す
。
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
兵
器
の
損
失
に
関
す
る
賠
償
規
定
で
あ
る
、
唐
軍
防
令
復
旧
二
三
条
(
)
諸
そ
従
軍
し
、
甲
仗
を
戦
陣
を
経
ず
し
て
損
失
し
た
る
者
は
、
三
分
に
二
分
を
理
す
。
戦
陣
を
経
て
損
失
し
た
る
者
は
償
せ
ず
。
損
し
た
る
者
は
官
に
て
修
す
。
に
対
応
す
る
慶
元
軍
器
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
八
〇
、
雑
門
、
毀
失
官
私
物)
諸
そ
従
軍
し
、
甲
仗
を
戦
陣
を
経
ず
し
て
[
経
、
も
と
誤
っ
て
軽
に
作
る]
損
失
し
た
る
者
は
、
参
分
に
貳
分
を
理
す
。
戦
陣
を
経
て
失
し
た
る
者
は
理
せ
ず
。
損
し
た
る
者
は
官
に
て
修
す
。
で
あ
る
。『
唐
令
拾
遺』
『
唐
令
拾
遺
補』
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
も
と
づ
い
て
『
慶
元
条
法
事
類』
を
唐
令
復
原
の
た
め
の
基
本
資
料
な
ら
び
に
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
仁
井
田
氏
は
ま
た
、
慶
元
令
の
｢
大
多
数
は
唐
以
後
宋
天
聖
に
至
る
諸
令
に
は
見
出
さ
な
い
。
…
…
吏
卒
・
場
務
・
輦
運
・
道
釈
・
時
・
進
貢
等
各
令
の
篇
目
並
に
そ
の
収
む
る
諸
条
の
如
き
は
、
之
を
見
出
さ
ず
、
慶
元
条
法
事
類
に
所
謂
｢
財
用
門｣
｢
禁
門｣
に
属
す
る
条
文
に
し
て
、
唐
令
以
下
前
記
諸
令
に
存
せ
ざ
る
も
の
丶
甚
だ
多
数
で
あ
る
こ
と
は
特
に
注
目
を
要
す
る
点
で
あ
る
(
)｣
と
指
摘
し
た
が
、
愛
宕
氏
は
｢
経
済
部
門
、
そ
れ
も
特
に
宋
代
を
特
色
づ
け
る
貨
幣
財
政
を
限
っ
て
、
慶
元
令
に
は
独
自
の
条
文
が
圧
倒
的
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
こ
れ
を
除
い
た
他
部
門
に
お
い
て
唐
令
の
踏
襲
を
予
想
す
る
こ
と
は
、
許
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
大
い
な
る
可
能
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
(
)｣
と
述
べ
、
慶
元
倉
庫
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
三
六
、
庫
務
門
一
、
倉
庫
約
束)
諸
そ
経
用
の
瓷
器
の
破
損
し
た
る
者
は
、
歳
に
一
分
を
除
す
。
瓦
器
は
二
分
。
に
対
応
す
る
唐
営
繕
令
復
旧
補
二
条
(
)
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諸
そ
経
用
の
瓦
器
の
破
損
し
た
る
者
は
、
歳
に
二
分
を
除
す
。
以
外
は
徴
填
す
。
を
復
原
し
て
い
る
(
)
。
本
条
は
、
天
聖
営
繕
令
宋
一
七
条
(
)
諸
そ
瓦
器
を
用
い
る
の
処
、
経
用
し
損
壊
し
た
れ
ば
、
一
年
の
内
、
十
分
に
て
二
分
を
除
す
る
を
聴
す
。
以
外
は
追
填
す
。
に
も
と
づ
い
て
、
唐
営
繕
令
復
原
一
九
条
(
)
諸
そ
瓦
器
の
経
用
し
損
壊
し
た
る
者
は
、
一
年
の
内
、
十
分
に
て
二
分
を
除
す
る
を
聴
す
。
以
外
は
徴
填
す
。
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
る
。
唐
令
復
原
条
文
と
し
て
ど
ち
ら
を
採
る
か
は
措
く
と
し
て
、｢
瓷
器
を
も
含
め
た
毀
損
率
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
点
(
)｣
を
除
け
ば
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
も
唐
令
か
ら
慶
元
令
に
至
る
内
容
的
継
承
は
疑
い
な
い
(
)
。
愛
宕
氏
が
｢
慶
元
令
に
お
い
て
は
、
元
豊
令
以
来
の
前
例
に
な
ら
っ
て
、
宋
代
と
い
う
新
時
代
に
即
応
す
る
独
自
の
規
定
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
国
初
の
淳
化
令
・
天
聖
令
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
開
元
二
十
五
年
令
の
踏
襲
だ
っ
た
か
ら
完
全
に
離
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
(
)｣
と
説
く
よ
う
に
、
元
豊
以
後
の
令
は
確
実
に
唐
令
・
天
聖
令
と
い
う
基
本
法
典
の
要
素
を
継
承
し
て
い
た
。
稲
田
氏
に
よ
る
假
寧
・
喪
葬
、
本
稿
に
よ
る
獄
官
―
断
獄
と
捕
亡
・
雑
の
各
篇
目
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
仁
井
田
、
愛
宕
両
氏
の
主
張
の
再
確
認
作
業
だ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
天
聖
令
は
唐
令
の
性
格
を
受
け
継
い
だ
、
令
の
法
領
域
す
な
わ
ち
非
刑
罰
法
の
領
域
に
お
け
る
基
本
法
典
で
あ
っ
た
。
元
豊
以
後
の
令
は
、
編
勅
の
関
連
部
分
、
附
令
勅
・
続
附
令
勅
と
い
う
副
次
法
典
の
系
譜
を
継
承
し
た
だ
け
で
な
く
、
唐
令
・
天
聖
令
と
い
う
基
本
法
典
の
系
譜
を
も
継
承
し
た
う
え
で
、
図
式
化
・
様
式
化
で
き
る
部
分
を
格
式
に
分
か
ち
だ
し
、
規
定
形
式
は
唐
令
・
天
聖
令
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九
四
Ⅱ
の
も
の
を
継
承
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
令
・
天
聖
令
と
元
豊
以
後
の
令
と
の
間
の
変
容
は
、
刑
法
的
性
格
や
行
政
法
的
性
格
を
強
め
た
と
い
う
こ
と
で
も
、
基
本
法
典
か
ら
副
次
法
典
に
階
層
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
基
本
法
典
・
副
次
法
典
の
系
譜
を
あ
わ
せ
て
継
承
し
た
点
で
系
譜
的
に
変
容
し
、
基
本
・
副
次
・
細
則
と
い
う
階
層
構
造
を
融
合
し
た
点
で
性
格
的
に
変
容
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
仮
説
を
立
証
す
る
た
め
に
本
稿
が
試
み
た
、
唐
令
・
天
聖
令
と
慶
元
令
格
式
と
の
間
の
対
応
・
継
承
関
係
の
検
証
は
、
元
豊
以
後
の
令
が
唐
令
・
天
聖
令
と
い
う
基
本
法
典
の
要
素
を
継
承
し
た
こ
と
は
立
証
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
不
充
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
基
本
・
副
次
・
細
則
と
い
う
階
層
構
造
を
喪
失
し
た
令
の
法
領
域
の
構
造
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
直
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
海
行
法
と
一
司
法
を
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
考
察
に
お
い
て
は
唐
式
と
い
う
細
則
法
典
の
系
譜
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
[
凡
例]
引
用
文
中
の
〈
〉
内
お
よ
び
(
)
内
は
原
註
、[
]
内
は
筆
者
註
を
示
す
。
唐
令
復
原
条
文
に
つ
い
て
は
、『
唐
令
拾
遺』
『
唐
令
拾
遺
補』
に
よ
る
も
の
は
｢
○
○
令
復
旧
×
×
条｣
、『
天
聖
令
校
証』
下
冊
の
唐
令
復
原
研
究
に
よ
る
も
の
は
｢
○
○
令
復
原
×
×
条｣
と
し
て
示
す
。
[
文
献]
『
唐
令
拾
遺』
＝
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺』
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
三
。
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
に
よ
る
。
『
唐
令
拾
遺
補』
＝
仁
井
田
陞
／
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
附
唐
日
両
令
対
照
一
覧
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
。
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五
Ⅱ
『天
聖
令
校
証』
＝
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証
『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証
附
唐
令
復
原
研
究
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
。
大
津
編
『
新
段
階』
＝
大
津
透
編
『
日
唐
律
令
比
較
研
究
の
新
段
階』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
。
辻
『
研
究』
＝
辻
正
博
『
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
。
仁
井
田
『
研
究』
Ⅳ
＝
仁
井
田
陞
『
中
国
法
制
史
研
究
法
と
慣
習
・
法
と
道
徳』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
。
浅
井
虎
夫
(
一
九
一
一)
『
支
那
ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革』
京
都
法
学
会
。
律
令
研
究
会
、
一
九
七
七
に
よ
る
。
伊
藤
東
涯
(
一
七
九
七)
『
制
度
通』
。
吉
川
幸
次
郎
校
訂
、
岩
波
書
店
、
上
巻
一
九
四
四
、
下
巻
一
九
四
八
に
よ
る
。
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
｢
慶
元
条
法
事
類
と
天
聖
令
唐
令
復
原
の
新
た
な
可
能
性
に
向
け
て
｣
大
津
編
『
新
段
階』
。
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
｢
唐
宋
時
代
の
法
典
編
纂
律
令
格
式
と
勅
令
格
式
｣
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
法
制
と
社
会』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
。
梅
原
郁
『
宋
代
司
法
制
度
研
究』
創
文
社
、
二
〇
〇
六
に
よ
る
。
大
津
透
(
二
〇
〇
七)
｢
北
宋
天
聖
令
の
公
刊
と
そ
の
意
義
日
唐
律
令
比
較
研
究
の
新
段
階
｣
『
東
方
学』
一
一
四
輯
。
尾
形
勇
ほ
か
(
二
〇
一
〇)
『
世
界
史
Ｂ』
東
京
書
籍
。
岡
野
誠
・
服
部
一
隆
・
石
野
智
大
編
(
二
〇
一
〇)
｢『
天
聖
令』
研
究
文
献
目
録
(
第
二
版)｣
『
法
史
学
研
究
会
会
報』
一
四
号
。
愛
宕
松
男
(
一
九
七
八)
｢
逸
文
唐
令
の
一
資
料
に
つ
い
て｣
星
博
士
退
官
記
念
中
国
史
論
集
編
集
委
員
会
編
『
星
博
士
退
官
記
念
中
国
史
論
集』
星
斌
夫
先
生
退
官
記
念
事
業
会
。
愛
宕
松
男
『
愛
宕
松
男
東
洋
史
学
論
集
第
一
巻
中
国
陶
瓷
産
業
史』
三
一
書
房
、
一
九
八
七
に
よ
る
。
兼
田
信
一
郎
(
二
〇
〇
八)
｢
天
一
閣
蔵
北
宋
天
聖
令
研
究
の
現
状
『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証』
出
版
に
寄
せ
て
｣
『
歴
史
評
論』
六
九
三
号
。
川
村
康
(
二
〇
〇
〇)
｢
宋
代
配
役
考｣
『
法
と
政
治』
五
一
巻
一
号
。
牛
来
穎
(
二
〇
〇
六)
｢
天
聖
営
繕
令
復
原
唐
令
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
呉
麗
娯
(
二
〇
〇
六)
｢
唐
喪
葬
令
復
原
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
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九
六
Ⅱ
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
｢
天
聖
雑
令
復
原
唐
令
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
黄
正
建
(
二
〇
〇
八)
山
口
正
晃
訳
｢
天
聖
令
に
お
け
る
律
令
格
式
勅｣
大
津
編
『
新
段
階』
。
滋
賀
秀
三
(
一
九
五
八)
｢
訳
註
唐
律
疏
議
(
一)｣
『
国
家
学
会
雑
誌』
七
二
巻
一
〇
号
。
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
五
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
に
よ
る
。
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
｢
法
典
編
纂
の
歴
史｣
滋
賀
秀
三
『
中
国
法
制
史
論
集
法
典
と
刑
罰
』
創
文
社
。
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
(
二
〇
〇
八)
『
改
訂
版
世
界
史
Ｂ
用
語
集』
山
川
出
版
社
。
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
｢
宋
代
の
法
典
類｣
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報』
一
五
号
。｢
律
令
格
式
か
ら
勅
令
格
式
へ｣
曾
我
部
静
雄
『
中
国
律
令
史
の
研
究』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
に
よ
る
。
戴
建
国
(
一
九
九
九)
｢
天
一
閣
蔵
明
抄
本
《
官
品
令
》
考｣
『
歴
史
研
究』
一
九
九
九
年
三
期
。
戴
建
国
『
宋
代
法
制
初
探』
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
。
戴
建
国
点
校
(
二
〇
〇
二)
『
慶
元
条
法
事
類』
楊
一
凡
・
田
濤
主
編
『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
続
編』
第
一
冊
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
。
辻
正
博
(
一
九
九
五)
｢
宋
代
の
流
刑
と
配
役｣
『
史
林』
七
八
巻
五
号
。
辻
『
研
究』
に
よ
る
。
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
｢
天
聖
｢
獄
官
令｣
と
宋
初
の
司
法
制
度
｢
宋
令｣
条
文
の
成
り
立
ち
を
め
ぐ
っ
て
｣
大
津
編
『
新
段
階』
。
｢
天
聖
獄
官
令
と
宋
初
の
司
法
制
度｣
辻
『
研
究』
に
よ
る
。
仁
井
田
陞
(
一
九
三
五)
｢
採
訪
法
律
史
料｣
『
東
方
学
報』
東
京
五
冊
続
編
。｢
唐
宋
お
よ
び
明
代
の
法
典｣
仁
井
田
『
研
究』
Ⅳ
に
よ
る
。
仁
井
田
陞
(
一
九
三
六)
｢
敦
煌
発
見
唐
水
部
式
の
研
究｣
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集』
冨
山
房
。
仁
井
田
『
研
究』
Ⅳ
に
よ
る
。
仁
井
田
陞
(
一
九
五
二)
『
中
国
法
制
史』
岩
波
書
店
。
仁
井
田
陞
(
一
九
六
四)
｢
永
楽
大
典
本
｢
慶
元
条
法
事
類｣
に
つ
い
て｣
仁
井
田
『
研
究』
Ⅳ
。
仁
井
田
陞
・
牧
野
巽
(
一
九
三
一)
｢
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
(
上)｣
『
東
方
学
報』
東
京
一
冊
。
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
一
首
巻』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
八
に
よ
る
。
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九
七
Ⅱ
牧
野
巽
(
一
九
三
二)
｢
慶
元
条
法
事
類
の
道
釈
門
宋
代
宗
教
法
制
の
一
資
料
(
上
・
中)｣
『
宗
教
研
究』
新
九
巻
二
号
・
四
号
。
｢｢
慶
元
条
法
事
類｣
の
道
釈
門
宋
代
宗
教
法
制
の
一
資
料
｣
牧
野
巽
『
牧
野
巽
著
作
集
第
六
巻
中
国
社
会
史
の
諸
問
題』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
に
よ
る
。
三
上
喜
孝
(
二
〇
〇
七)
｢
北
宋
天
聖
雑
令
に
関
す
る
覚
書
日
本
令
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
｣
『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集』
八
号
。
孟
彦
弘
(
二
〇
〇
六
ａ)
｢
唐
関
市
令
復
原
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
孟
彦
弘
(
二
〇
〇
六
ｂ)
｢
唐
捕
亡
令
復
原
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
呂
志
興
(
二
〇
〇
九)
『
宋
代
法
律
体
系
与
中
華
法
系』
四
川
大
学
出
版
社
。
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
｢
唐
開
元
獄
官
令
復
原
研
究｣
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
。
律
令
研
究
会
編
(
一
九
八
七)
『
訳
註
日
本
律
令
七
唐
律
疏
議
訳
註
篇
三』
東
京
堂
出
版
。
[
註]
(
)
田
令
・
賦
役
令
・
倉
庫
令
・
廐
牧
令
・
関
市
令
・
捕
亡
令
・
医
疾
令
・
假
寧
令
・
獄
官
令
・
営
繕
令
・
喪
葬
令
・
雑
令
の
一
二
篇
目
。
天
聖
令
残
本
の
発
見
は
戴
建
国
(
一
九
九
九)
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、『
天
聖
令
校
証』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
(
)
天
聖
令
に
関
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
大
津
透
(
二
〇
〇
七)
、
兼
田
信
一
郎
(
二
〇
〇
八)
、
岡
野
誠
・
服
部
一
隆
・
石
野
智
大
編
(
二
〇
一
〇)
を
参
照
。
(
)
後
梁
開
平
四
年
(
九
一
〇)
に
頒
行
さ
れ
、
後
唐
同
光
元
年
(
九
二
三)
に
廃
棄
さ
れ
た
大
梁
新
定
格
式
律
令
は
｢
唐
の
法
典
(
格
は
開
成
格)
と
内
容
に
大
差
な
く
、
王
朝
が
替
わ
り
首
都
も
長
安
か
ら
(
開
封)
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
う
事
物
名
称
の
変
更
そ
の
他
若
干
の
改
訂
を
施
し
た
だ
け
の
も
の｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
九
四
頁)
で
、｢
律
と
令
は
唐
開
元
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た｣
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
六
九
頁)
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
〇
九
頁
。
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九
八
Ⅱ
()
基
本
法
典
は
｢
当
代
法
制
の
中
心
を
成
す
も
の
と
し
て
、
何
ら
か
体
系
的
な
編
成
の
下
に
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
頻
繁
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
法
典｣
で
あ
り
、｢
律
令
制
す
な
わ
ち
律
と
令
と
が
二
つ
の
基
本
法
典
と
し
て
相
並
ん
で
存
在
す
る
法
典
形
式｣
の
も
と
で
は
、｢
①
刑
罰
・
非
刑
罰
の
二
本
立
て
、
②
一
時
期
に
唯
一
の
律
令
、
③
部
分
的
改
正
を
加
え
な
い
、
と
い
う
三
点｣
の
特
徴
を
も
つ
。
副
次
法
典
は
｢
あ
る
時
期
ご
と
に
、
集
積
し
た
単
行
指
令
を
点
検
し
、
そ
こ
か
ら
将
来
と
も
法
と
し
て
維
持
す
べ
き
要
素
を
抽
出
し
、
条
文
化
し｣
た
編
纂
物
で
あ
り
、｢
基
本
法
典
の
条
文
を
動
か
さ
な
い
ま
ま
で
、
時
勢
の
変
化
に
即
し
て
実
質
的
に
法
を
変
動
さ
せ
、
ま
た
具
体
的
事
物
の
多
様
性
に
応
じ
て
法
を
細
目
化
す
る
機
能
を
果
た
す｣
も
の
で
あ
る
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
六
、
一
八
―
二
一
頁)
。
(
)
一
司
法
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
〇
、
一
二
四
―
一
三
四
頁
、
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
九
九
―
八
〇
一
、
八
〇
八
―
八
一
一
、
八
二
八
―
八
二
九
頁
を
参
照
。
(
)
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
淳
化
編
勅
に
｢
太
宗
、
開
元
二
十
五
年
[
五
、
も
と
誤
っ
て
六
に
作
る]
に
定
め
る
所
の
令
式
を
以
て
、
修
し
て
淳
化
令
式
と
為
す｣
と
あ
る
淳
化
令
式
は
、
令
式
を
再
編
纂
し
た
も
の
で
は
な
く
、
開
元
二
五
年
令
式
を
校
勘
し
た
も
の
で
あ
る
(
仁
井
田
陞
・
牧
野
巽
(
一
九
三
一)
四
四
八
―
四
四
九
頁
、『
唐
令
拾
遺』
四
〇
―
四
一
頁
、
仁
井
田
陞
(
一
九
三
五)
一
一
八
―
一
一
九
頁)
。
(
)
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
三
〇
四
、
元
豊
三
年
(
一
〇
八
〇)
五
月
乙
亥
(
一
三
日)
に
も
記
事
が
あ
る
。
(
)
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
四
三
、
咸
平
元
年
一
二
月
丙
午
(
二
一
日)
、『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
咸
平
新
定
編
勅
に
も
記
事
が
あ
る
。
柴
成
務
の
上
言
は
滋
賀
氏
に
よ
っ
て
対
校
が
な
さ
れ
て
い
る
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
〇
―
一
四
一
頁
註(
))
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
〇
頁
。
違
制
罪
は
、
職
制
律
二
二
条
｢
諸
そ
制
書
を
被
む
り
て
施
行
す
る
所
あ
る
に
、
違
い
た
る
者
は
、
徒
二
年
。
失
錯
し
た
る
者
は
、
杖
一
百
〈
失
錯
と
は
、
其
の
旨
を
失
し
た
る
を
謂
う
〉｣
に
規
定
さ
れ
る
。
(
)
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
大
中
祥
符
編
勅
に
も
記
事
が
あ
る
。
(
)
滋
賀
氏
は
｢
唐
令
の
う
ち
今
も
実
用
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
努
め
て
原
文
を
生
か
し
な
が
ら
些
少
の
手
を
加
え
て
時
代
に
適
合
せ
し
め｣
た
も
の
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁)
、
梅
原
氏
は
｢｢
唐
令｣
の
う
ち
現
行
法
規
と
調
整
で
き
る
部
分
は
生
か
し
、
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Ⅱ
…
…
構
造
や
理
念
に
は
殆
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
見
做
し
得
る｣
も
の
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
八
頁)
と
す
る
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
二
頁
。『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
四
、
天
聖
七
年
五
月
二
一
日
｢
翰
林
学
士
宋
綬
言
え
ら
く
｢
詔
に
准
じ
て
、
編
勅
官
の
新
修
せ
る
令
三
十
巻
、
并
に
編
勅
よ
り
録
出
せ
る
罪
名
軽
簡
な
る
者
五
百
餘
条
も
て
為
れ
る
附
令
勅
を
以
て
、
両
制
と
刑
法
官
と
に
付
し
て
看
詳
せ
し
む
。
内
、
添
刪
修
改
せ
る
事
件
あ
れ
ば
、
並
に
已
に
刪
正
す
。
望
む
ら
く
は
、
中
書
門
下
に
付
し
て
施
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を｣
と
。
之
に
従
う｣
。
同
、
天
聖
七
年
九
月
二
二
日
｢
詳
定
編
勅
所
言
え
ら
く
｢
詔
に
准
じ
て
編
勅
を
新
定
せ
る
も
、
且
く
未
だ
雕
印
せ
ず
、
写
録
し
て
諸
転
運
発
運
司
に
降
下
し
て
看
詳
行
用
せ
し
め
、
如
し
内
に
未
だ
便
た
ら
ざ
る
事
件
あ
れ
ば
、
一
年
内
を
限
り
て
、
逐
旋
ち
に
実
封
を
具
し
て
聞
奏
せ
し
む
。
当
所
に
て
已
に
写
録
し
到
れ
る
、
海
行
編
勅
并
に
目
録
共
せ
て
三
十
巻
、
赦
書
徳
音
十
二
巻
、
令
文
三
十
巻
、
并
に
奏
勅
一
道
に
依
り
て
上
進
す｣
と
。
詔
し
て
大
理
寺
に
送
り
て
収
管
せ
し
め
、
将
来
一
年
内
に
、
如
し
未
だ
便
た
ら
ざ
る
事
件
を
修
正
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、
了
る
日
を
候
ち
て
、
本
寺
を
し
て
申
挙
せ
し
め
、
崇
文
院
に
下
し
て
雕
印
施
行
せ
し
む｣
。
(
)
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
一
一
一
、
明
道
元
年
(
一
〇
三
二)
三
月
戊
子
(
一
一
日)
、『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
天
聖
新
修
令
・
編
勅
に
も
記
事
が
あ
る
。
滋
賀
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
附
令
勅
が
記
さ
れ
な
い
の
は
そ
れ
が
天
聖
令
三
〇
巻
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、『
玉
海』
お
よ
び
『
宋
史』
巻
二
〇
四
、
芸
文
志
三
、
史
類
、
刑
法
類
に
あ
る
｢
附
令
勅
十
八
巻｣
は
｢
慶
暦
編
勅
編
纂
の
と
き
に
天
聖
令
文
か
ら
附
令
勅
だ
け
を
抄
録
し
て
一
八
巻
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
一
―
一
四
二
頁
註(
))
と
す
る
。
天
聖
令
残
本
が
附
令
勅
を
欠
く
の
は
こ
れ
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
)
滋
賀
氏
の
い
う
｢
す
で
に
死
文
と
化
し
て
い
る
部
分
は
敢
え
て
削
除
も
せ
ず
そ
の
ま
ま
と
す
る
と
い
う
方
針｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁)
、
梅
原
氏
の
い
う
｢｢
唐
令｣
を
元
通
り
残
し
て
お
く
と
い
う
姿
勢｣
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
八
頁)
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
活
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
の
校
録
本
・
清
本
で
は
、
現
行
天
聖
令
に
宋
×
×
条
、
不
行
唐
令
に
唐
×
×
条
と
い
う
条
文
番
号
を
附
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
条
文
番
号
に
従
う
。
法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
論
説
558
一
〇
〇
Ⅱ
()
仁
井
田
陞
(
一
九
三
五)
一
一
九
―
一
二
〇
頁
、
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁
、
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
九
頁
。
(
)
附
令
勅
に
つ
い
て
、
滋
賀
氏
は
｢
行
為
規
範
を
定
め
た
条
項
の
う
ち
違
反
を
重
く
罰
す
る
必
要
の
な
い
も
の
を
編
勅
本
体
か
ら
分
か
ち
出
し
、
改
定
作
業
が
同
時
進
行
中
で
あ
っ
た
令
の
方
に
回
付
し
て
、
こ
れ
に
付
属
す
る
も
の
と
し
て
編
纂｣
さ
れ
た
も
の
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁)
、
梅
原
氏
は
｢
編
勅
の
中
か
ら
、
新
し
い
禁
令
で
、
罪
名
の
軽
簡
な
も
の
五
百
余
条
を
選
び
、
各
令
逐
巻
の
後
尾
に
そ
れ
を
列
挙
し
た｣
も
の
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
九
頁)
と
す
る
。
梅
原
氏
は
附
令
勅
の
実
例
二
箇
条
を
挙
げ
て
い
る
(
同
七
九
〇
頁
、
八
四
四
―
八
四
五
頁
註(
))
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁
。
(
)
附
令
勅
に
つ
い
て
、
滋
賀
氏
は
｢
咸
平
以
来
の
儀
制
勅
も
附
令
勅
の
一
部
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
一
頁)
と
す
る
が
、
儀
制
勅
中
の
独
自
の
罰
則
規
定
を
も
つ
条
項
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
に
い
い
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
梅
原
氏
は
｢
勅
の
中
の
新
し
い
現
実
に
対
応
す
る
約
束
と
り
き
め
・
規
定
や
、
禁
令
、
す
な
わ
ち
原
則
部
分
の
う
ち
さ
し
て
重
要
で
な
い
条
項
を
、｢
附
令｣
と
し
て
旧
来
の
｢
令｣
の
体
系
に
く
っ
つ
け
、
従
っ
て
そ
の
違
反
に
対
す
る
刑
罰
も
、
そ
こ
に
加
え
る
こ
と
が
始
ま
っ
た｣
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
九
一
頁)
と
す
る
が
、
梅
原
氏
自
身
の
｢
本
来
刑
罰
条
項
は
そ
の
中
に
は
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る｣
(
同
八
四
四
頁
註(
))
と
の
主
張
と
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
り
、
受
け
入
れ
が
た
い
。
(
)
『
宋
史』
巻
二
〇
四
、
芸
文
志
三
、
史
類
、
刑
法
類
に
｢
続
附
勅
令
一
巻
〈
慶
暦
中
、
編
。
作
者
を
知
ら
ず
〉｣
と
記
さ
れ
る
ほ
か
、
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
慶
暦
編
勅
に
も
記
事
が
あ
る
。
(
)
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
嘉
祐
編
勅
は
｢
其
れ
元
降
の
勅
、
但
だ
約
束
を
行
う
の
み
に
し
て
、
刑
名
に
在
ら
ざ
る
者
は
、
又
た
折
し
て
続
降
附
令
勅
三
巻
と
為
す｣
と
記
す
。
(
)
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
煕
寧
編
勅
に
も
記
事
が
あ
る
。
(
	)
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
は
日
付
を
欠
き
、｢
按
ず
る
に
、
四
月
の
下
、
干
支
を
脱
去
す
。
宋
史
を
査
す
る
に
、
編
勅
を
頒
つ
は
壬
午
日

五
日
〉
に
係
る｣
と
註
記
す
る
。
(
)
仁
井
田
陞
・
牧
野
巽
(
一
九
三
一)
四
五
〇
―
四
五
一
頁
註(
)
、
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
三
、
一
一
六
頁
。
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()
｢
唐
宋
両
令
の
間
に
一
線
を
劃
す
る
に
至
つ
た
の
は
決
し
て
慶
元
に
は
じ
ま
る
の
で
は
な
く
、
宋
天
聖
令
に
大
改
修
を
加
へ
た
元
豊
令
及
び
そ
の
系
統
に
属
す
る
諸
令
の
変
更
に
よ
る
所
で
あ
ら
う｣
(『
唐
令
拾
遺』
四
七
頁)
。
(
)
『
玉
海』
巻
六
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
元
豊
諸
司
勅
式
・
編
勅
｢[
元
豊]
七
年
三
月
乙
巳
〈
六
日
、
詳
定
重
修
編
勅
書
成
る
〈
孫
覚
謂
え
ら
く
、
煩
砕
に
し
て
用
い
難
く
、
一
条
分
か
ち
て
四
五
と
為
す
こ
と
あ
り
、
と
。
書
目
。
元
豊
勅
令
式
七
十
一
巻
、[
元
豊]
七
年
、
刑
部
侍
郎
崔
台
符
等
撰
す
。
元
祐
中
、
劉
摯
等
刊
修
す
〈
元
豊
は
約
束
を
以
て
令
と
為
し
、
刑
名
も
て
勅
と
為
し
、
酬
賞
も
て
格
と
為
す
。
煕
寧
勅
は
嘉
祐
の
旧
文
に
拠
り
、
元
豊
勅
は
煕
寧
の
前
例
を
用
う
〉｣
は
、
元
豊
勅
令
格
式
を
煕
寧
の
前
例
だ
け
を
採
っ
た
も
の
と
す
る
が
、
過
貶
の
辞
で
あ
り
、
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
〇
一
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
五
―
一
一
六
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
六
頁
。
さ
ら
に
滋
賀
氏
は
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
二
、
元
豊
三
年
(
一
〇
八
〇)
五
月
一
三
日
詳
定
重
修
編
勅
所
言
を
挙
げ
て
｢
唐
式
の
う
ち
か
ら
取
る
べ
き
も
の
を
取
っ
て
残
り
は
特
別
法
編
纂
局
送
り
と
い
う
形
で
体
よ
く
棄
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
令
に
つ
い
て
は
記
事
が
な
い
が
、
も
は
や
｢
附
令
勅｣
で
な
く
｢
令｣
と
称
し
た
こ
と
自
体
が
、
唐
令
(
天
聖
令)
を
吸
収
・
廃
止
に
追
い
や
っ
た
こ
と
の
明
証
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
こ
の
後
は
唐
の
令
・
式
に
言
及
す
る
記
事
は
出
て
来
な
い
。
新
し
い
令
が
五
〇
巻
と
い
う
大
部
な
も
の
に
な
っ
た
の
も
、
こ
れ
ら
総
て
を
吸
収
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
五
頁
註(
))
と
述
べ
て
い
る
。
(
)
伊
藤
東
涯
(
一
七
九
七)
下
巻
二
二
三
頁
。
(
)
浅
井
虎
夫
(
一
九
一
一)
一
四
〇
頁
。
(
	)
仁
井
田
陞
(
一
九
三
六)
三
二
七
頁
。
(

)
仁
井
田
陞
(
一
九
五
二)
六
五
頁
。
(
)
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
二
一
―
二
二
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
七
八
、
七
八
七
頁
。
律
と
令
の
間
の
｢
次
元
の
違
い｣
を
梅
原
氏
は
具
体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
が
、
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｢｢
律｣
が
持
つ
最
も
重
要
な
意
味
は
、
そ
れ
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
特
に
｢
礼｣
と
表
裏
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
仁
井
田
氏
は
｢
律｣
は
陰
、｢
令｣
は
陽
と
た
と
え
ら
れ
る
が
、
私
は
｢
律｣
が
陰
な
ら
｢
礼｣
が
陽
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る｣
(
同
七
七
八
頁)
と
い
う
記
述
か
ら
、
令
は
礼
と
表
裏
し
な
い
点
で
律
と
次
元
が
違
う
と
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
仁
井
田
氏
の
こ
の
言
説
は
、
規
範
の
定
立
(
生
成)
を
陽
、
そ
の
侵
犯
へ
の
処
罰
(
刑
殺)
を
陰
と
し
た
う
え
で
律
令
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
梅
原
氏
の
主
張
と
は
位
相
が
異
な
る
。
た
だ
、
仁
井
田
氏
の
言
説
も
、
律
は
陰
陽
を
兼
ね
備
え
、
令
は
陽
を
も
つ
の
み
で
陰
を
律
に
委
ね
た
も
の
と
し
た
方
が
正
確
だ
と
思
わ
れ
る
。
(
)
尾
形
勇
ほ
か
(
二
〇
一
〇)
八
一
頁
註
⑦
。
副
読
本
の
用
語
集
も
｢
唐
で
は
律
は
刑
法
典
、
令
は
行
政
法
な
い
し
民
法
典｣
(
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
(
二
〇
〇
八)
六
三
頁)
と
し
て
い
る
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
三
六)
三
二
七
頁
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
五
二)
六
五
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
〇
、
二
二
頁
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
三
六)
三
二
七
頁
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
五
二)
六
五
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
〇
頁
。
(
)
同
前
。
(
	)
仁
井
田
陞
(
一
九
五
二)
六
五
頁
。
(

)
滋
賀
秀
三
(
一
九
五
八)
三
三
九
頁
。
(
)
呂
志
興
(
二
〇
〇
九)
二
一
五
頁
。
そ
の
具
体
的
な
律
条
と
属
性
に
つ
い
て
は
、
同
二
〇
一
―
二
一
五
頁
表
７
―
１
を
参
照
。
(
)
中
村
茂
夫
氏
は
こ
の
条
項
を
｢
乾
肉
等
を
恐
ら
く
は
業
と
し
て
販
売
す
る
者
を
主
た
る
対
象
と
し
、
そ
れ
に
一
般
の
者
を
も
含
め
て
、
有
毒
な
食
品
を
廃
棄
す
べ
き
に
そ
れ
に
違
反
し
た
い
わ
ば
行
政
犯
を
処
罰
す
る
規
定｣
と
し
て
い
る
(
律
令
研
究
会
編
(
一
九
八
七)
一
三
〇
頁)
。
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()
食
品
衛
生
法
六
条
｢
次
に
掲
げ
る
食
品
又
は
添
加
物
は
、
こ
れ
を
販
売
し
、
又
は
販
売
の
用
に
供
す
る
た
め
に
、
採
取
し
、
製
造
し
、
輸
入
し
、
加
工
し
、
使
用
し
、
調
理
し
、
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
て
は
な
ら
な
い
。
／
一
腐
敗
し
、
若
し
く
は
変
敗
し
た
も
の
又
は
未
熟
で
あ
る
も
の
。
…
…
／
二
有
毒
な
、
若
し
く
は
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
、
若
し
く
は
付
着
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
疑
い
が
あ
る
も
の
。
…
…
／
三
病
原
微
生
物
に
よ
り
汚
染
さ
れ
、
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。
／
四
不
潔
、
異
物
の
混
入
又
は
添
加
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の｣
。
同
法
七
一
条
一
項
｢
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
／
一
第
六
条
…
…
の
規
定
に
違
反
し
た
者｣
。
(
)
薬
事
法
一
四
条
一
項
｢
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
成
分
を
含
有
す
る
化
粧
品
又
は
医
療
機
器
の
製
造
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
品
目
ご
と
に
そ
の
製
造
販
売
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
。
同
法
八
四
条
｢
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
／
…
…
／
三
第
十
四
条
第
一
項
…
…
の
規
定
に
違
反
し
た
者｣
。
(
)
孟
彦
弘
(
二
〇
〇
六
ａ)
五
三
五
―
五
三
六
、
五
四
〇
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
関
市
令
復
旧
一
一
条
｢
諸
そ
奴
婢
・
牛
馬
駝
騾
驢
等
を
売
買
し
た
れ
ば
、
本
司
・
本
部
の
公
験
を
用
い
て
以
て
券
を
立
つ｣
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
二
〇
頁)
。
(
)
民
法
五
七
〇
条
本
文
｢
売
買
の
目
的
物
に
隠
れ
た
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
五
百
六
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る｣
。
同
法
五
六
六
条
一
項
｢
売
買
の
目
的
物
が
地
上
権
、
永
小
作
権
、
地
役
権
、
留
置
権
又
は
質
権
の
目
的
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
こ
れ
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
買
主
は
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
の
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
る｣
。
同
条
三
項
｢
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
の
解
除
又
は
損
害
賠
償
の
請
求
は
、
買
主
が
事
実
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
。
(
)
失
火
ノ
責
任
ニ
関
ス
ル
法
律
｢
民
法
第
七
百
九
条
ノ
規
定
ハ
失
火
ノ
場
合
ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス
但
シ
失
火
者
ニ
重
大
ナ
ル
過
失
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス｣
。
民
法
七
〇
九
条
｢
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し
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た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う｣
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
三
〇
五
―
三
〇
六
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
二
二
五
頁
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
三
六)
三
二
七
頁
。
(
)
孟
彦
弘
(
二
〇
〇
六
ｂ)
五
四
九
、
五
五
一
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
捕
亡
令
復
旧
六
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
三
〇
―
七
三
一
頁
、『
唐
令
拾
遺
補』
八
〇
〇
頁)
。
(
)
こ
の
関
係
は
、
遺
失
物
法
四
条
一
項
本
文
｢
拾
得
者
は
、
速
や
か
に
、
拾
得
を
し
た
物
件
を
遺
失
者
に
返
還
し
、
又
は
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
と
刑
法
二
五
四
条
｢
遺
失
物
、
漂
流
物
そ
の
他
占
有
を
離
れ
た
他
人
の
物
を
横
領
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
科
料
に
処
す
る｣
と
の
関
係
に
類
似
す
る
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
〇
頁
。
(
)
伊
藤
東
涯
(
一
七
九
七)
下
巻
二
二
三
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
八
〇
頁
。
(
	)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
三
〇
頁
註(

)
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
〇
頁
。
呂
志
興
(
二
〇
〇
九)
七
二
頁
参
照
。
(
)
伊
藤
東
涯
(
一
七
九
七)
下
巻
二
二
七
頁
。
(
)
浅
井
虎
夫
(
一
九
一
一)
二
三
五
頁
。
(
)
牧
野
巽
(
一
九
三
二)
一
三
三
頁
註(

)
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
六
四)
一
五
五
頁
。
(
)
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
四
二
―
四
三
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
一
八
―
八
二
一
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
五
―
一
一
六
頁
。
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()
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
七
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
一
八
頁
。
(
)
同
前
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
〇
頁
。
(
)
同
前
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
『
唐
令
拾
遺
補』
お
よ
び
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
の
唐
令
復
原
研
究
に
お
い
て
、
唐
令
復
原
の
た
め
の
基
本
史
料
・
参
考
資
料
な
ど
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
慶
元
等
の
宋
令
と
唐
令
復
旧
・
復
原
条
文
を
、
あ
る
い
は
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
八
四
―
九
〇
頁
表
２
・
表
３
で
対
応
さ
れ
て
い
る
天
聖
令
と
慶
元
令
を
比
較
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
印
象
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
(
)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
七
、
七
五
三
頁
。『
唐
令
拾
遺
補』
は
雑
令
復
旧
補
五
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺
補』
八
五
九
頁)
。
本
条
の
な
か
の
猛
獣
の
罠
に
関
す
る
規
定
は
、
天
聖
雑
令
宋
四
一
条
(『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
一
頁)
｢
諸
そ
猛
獣
あ
り
た
る
の
処
、
檻
穽
・
射
等
を
作
る
を
聴
す
も
、
人
行
く
の
路
に
当
て
る
を
得
ず
。
皆
な
明
か
に
標
幟
を
立
て
、
以
て
往
来
に
告
ぐ｣
を
経
て
、
慶
元
雑
令
(『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
九
、
畜
産
門
、
捕
猛
獣)
｢
諸
そ
猛
獣
あ
り
た
れ
ば
、
検
を
施
し
坑
穽
の
類
を
設
け
る
を
聴
す
も
、
人
行
く
の
路
に
当
て
る
を
得
ず
。
仍
お
明
か
に
標
識
を
立
つ
[
識
、
も
と
誤
っ
て
議
に
作
る]｣
へ
、
猛
獣
捕
獲
者
へ
の
賞
与
規
定
は
、
慶
元
賞
格
(
同
前)
｢
諸
色
人
。
猛
獣
を
獲
た
れ
ば
、
頭
ご
と
に
〈
小
に
し
て
未
だ
害
を
為
す
能
わ
ざ
る
者
は
、
半
ば
を
減
ず
、
虎
匠
は
、
狼
は
絹
弐
匹
銭
壹
貫
、
豹
は
絹
参
匹
銭
弐
貫
、
虎
は
絹
伍
匹
銭
伍
貫
。
餘
人
は
、
狼
は
絹
弐
匹
、
豹
は
絹
参
匹
、
虎
は
絹
伍
匹｣
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
(
	)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
一
頁
。
(

)
同
前
。
(
)
『
容
斎
三
筆』
が
勅
を
｢
未
然
に
禁
ず｣
、
令
を
｢
已
然
に
禁
ず｣
と
し
て
い
る
の
は
誤
っ
て
転
倒
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
)
唐
式
が
元
豊
令
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
が
よ
り
国
家
事
業
に
密
接
化
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
前
掲
の
『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
二
、
元
豊
三
年
五
月
一
三
日
詳
定
重
修
編
勅
所
言
を
勘
案
す
れ
ば
、
唐
式
の
内
容
は
主
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と
し
て
一
司
法
に
継
承
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
)
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
四
三
頁
。
(
)
同
前
。
(
)
同
前
。
(
)
『
続
資
治
通
鑑
長
編』
巻
三
七
三
、
元
祐
元
年
(
一
〇
八
六)
三
月
己
卯
(
二
二
日)
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
)
｢
従
来
編
勅
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
刑
罰
を
伴
わ
な
い
規
定
は
、
こ
の
時
、
大
部
分
は
令
に
移
さ
れ
た
が
、
若
干
は
残
さ
れ
て
勅
に
移
行
し
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
令
に
移
さ
れ
た
規
定
に
対
す
る
違
反
は
、
律
に
定
め
る
｢
違
令｣
の
罪
と
し
て
軽
い
処
罰
で
済
ま
さ
れ
る
。
他
面
、
取
り
残
さ
れ
た
規
定
の
方
は
、
違
反
に
対
す
る
処
罰
を
新
た
に
規
定
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
い
ま
や
刑
法
典
と
し
て
体
裁
を
整
え
た
勅
の
中
に
入
っ
て
行
け
な
い
。
従
来
通
り
の
処
罰
を
維
持
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
逐
一
に
つ
い
て
違
反
は
｢
違
制｣
を
以
て
論
ず
る
と
い
う
規
定
を
置
く
こ
と
に
な
る｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
四
―
一
四
五
頁
註(
))
。
元
豊
司
農
勅
令
式
と
い
う
一
司
法
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
が
、『
宋
会
要
輯
稿』
一
六
四
冊
、
刑
法
一
之
一
一
、
元
豊
元
年
(
一
〇
七
八)
一
〇
月
一
三
日
｢
御
史
中
丞
・
判
司
農
寺
蔡
確
言
え
ら
く
｢
常
平
の
旧
勅
は
多
く
已
に
衝
改
せ
ら
る
る
も
、
免
役
等
の
法
は
素
よ
り
未
だ
編
定
せ
ら
れ
ず
。
今
、
合
に
刪
修
し
て
勅
と
為
す
べ
き
を
除
く
の
外
、
所
定
の
約
束
の
小
な
る
者
は
令
と
為
し
、
其
の
名
数
・
式
様
の
類
は
式
と
為
さ
ん
。
乞
う
ら
く
は
、
元
豊
司
農
勅
令
式
を
以
て
目
と
為
さ
ん
こ
と
を｣
と
。
之
に
従
う｣
か
ら
も
、
軽
微
な
禁
令
は
令
に
属
さ
せ
て
違
令
罪
に
よ
っ
て
処
断
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
)
呂
志
興
(
二
〇
〇
九)
七
一
―
七
二
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
二
三
頁
。
(
	)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
六
頁
。
(

)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
一
九
―
八
二
〇
頁
。
(
)
滋
賀
氏
は
｢
格
へ
の
追
加
で
あ
る
と
こ
ろ
の
格
後
勅
が
、
再
副
次
法
典
と
し
て
、
法
の
変
動
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
格
後
勅
は
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
編
勅
と
名
を
変
え
て
頻
り
に
編
纂
を
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
や
が
て
編
勅
自
体
の
な
か
に
分
化
と
体
系
化
を
生
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じ
、
北
宋
中
期
以
降
、
勅
(
刑
罰)
・
令
(
非
刑
罰)
・
格
(
賞
格
等)
・
式
(
書
式)
と
い
う
法
典
形
式
と
な
っ
て
、
南
宋
末
ま
で
数
次
の
纂
修
を
重
ね
る
。
そ
し
て
唐
法
の
う
ち
律
だ
け
は
南
宋
末
ま
で
基
本
法
典
と
し
て
効
力
を
持
ち
続
け
た｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
二
頁)
と
述
べ
、
梅
原
氏
は
唐
律
を
基
本
法
典
に
属
す
る
｢
中
国
的
刑
法
典｣
、『
宋
刑
統』
を
基
本
法
典
に
属
す
る
も
の
と
し
て
｢
宋
人
は
普
通
に
は
｢
律｣
と
意
識
、
過
渡
的
折
衷
案｣
と
し
、
唐
令
を
基
本
法
典
に
属
す
る
｢
広
義
の
行
政
法
典
、
非
刑
法
典｣
、
元
豊
以
後
の
令
を
副
次
法
典
に
属
す
る
｢
前
代
の
｢
令｣
に
相
当
す
る
非
刑
法
典
(
但
し
唐
と
は
、
内
容
的
相
違
が
顕
著)｣
と
す
る
(
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
〇
四
頁
表
11)
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
二
三
―
一
二
四
頁
、
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
一
―
八
二
二
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
二
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
六
頁
。
(
)
同
前
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
二
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
五
頁
註(
)
。
(
)
｢
諸
そ
応
に
田
宅
及
び
財
物
を
分
か
つ
べ
き
者
は
、
兄
弟
に
て
均
分
す
〈
其
の
父
祖
、
亡
な
り
た
る
後
、
各
	
自
ら
居
を
異
に
し
、
又
は
爨
を
同
じ
く
せ
ず
し
て
三
載
以
上
を
経
、
逃
亡
し
て
六
載
以
上
を
経
、
若
く
は
父
祖
の
旧
の
田
宅
・
邸
店
・
碾
磑
・
部
曲
・
奴
婢
の
見
在
し
て
分
か
つ
べ
き
な
き
者
は
、
輒
く
更
に
分
を
論
ず
る
を
得
ず

。
妻
家
よ
り
得
た
る
所
の
財
は
、
分
つ
限
に
在
ら
ず
〈
妻
、
亡
没
し
た
る
と
雖
も
、
あ
る
所
の
資
財
及
び
奴
婢
は
、
妻
家
は
並
に
追
理
す
る
を
得
ず

。
兄
弟
、
亡
な
り
た
る
者
は
、
子
、
父
の
分
を
承
く
継
絶
し
た
る
も
亦
た
同
じ

。
兄
弟
、
倶
に
亡
な
り
た
れ
ば
、
則
ち
諸
子
に
て
均
分
す
〈
其
の
父
祖
の
永
業
田
及
び
賜
田
も
亦
た
均
分
す
。
口
分
田
は
、
即
ち
丁
中
老
小
の
法
に
准
ず
。
若
し
田
、
少
な
き
者
は
、
亦
た
此
の
法
に
依
り
て
分
を
為
す

。
其
れ
未
だ
妻
を
娶
ら
ざ
る
者
は
、
別
に
娉
財
を
与
う
。
姑
姉
妹
の
在
室
せ
る
者
は
、
男
の
娉
財
の
半
ば
を
減
ず
。
寡
妻
の
男
な
き
者
は
、
夫
の
分
を
承
く
。
若
し
夫
の
兄
弟
、
皆
な
亡
な
り
た
れ
ば
、
一
子
の
分
に
同
じ
〈
男
あ
る
者
は
、
別
に
分
を
得
ず
。
夫
家
に
在
り
て
守
志
せ
る
者
を
謂
う
。
若
し
改
適
し
た
れ
ば
、
其
の
見
在
せ
る
部
曲
・
奴
婢
・
田
宅
は
、
費
用
す
る
を
得
ず
、
皆
な
応
に
分
か
つ
べ
き
の
人
に
て
均
分
す
〉｣
(『
唐
令
拾
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遺』
二
四
五
―
二
四
六
頁)
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
四
五
頁
註(
)
。
(
)
呉
麗
娯
(
二
〇
〇
六)
六
九
四
、
七
一
二
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
喪
葬
令
復
旧
二
一
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
三
五
頁
、
『
唐
令
拾
遺
補』
八
四
三
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
五
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
〇
頁
。
(
)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
一
、
七
五
一
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
一
五
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
五
二
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
〇
頁
。
(
)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
一
、
七
五
一
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
一
六
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
五
三
頁
、
『
唐
令
拾
遺
補』
八
五
四
頁)
。
(
	)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
六
頁
。
(

)
同
前
。
(
)
｢
律
に
関
わ
る
分
野
す
な
わ
ち
刑
事
司
法
の
分
野
…
…
に
は
大
明
律
(
基
本
法
典)
の
制
定
、
問
刑
条
例
(
副
次
法
典)
の
発
生
、
そ
れ
が
合
し
て
大
清
律
例
と
な
り
、
そ
し
て
私
撰
成
案
集
の
簇
出
と
い
う
展
開
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
律
令
制
の
枠
組
み
で
言
え
ば
令
に
関
わ
る
分
野
す
な
わ
ち
一
般
行
政
分
野
に
目
を
転
ず
る
と
、
そ
こ
に
は
全
く
異
な
っ
た
展
開
が
あ
っ
た
。
…
…
太
祖
朱
元
璋
は
一
般
行
政
諸
制
度
の
建
設
に
も
大
い
に
力
を
注
い
だ
。
…
…
し
か
し
そ
れ
ら
は
す
べ
て
必
要
に
応
じ
て
随
時
に
発
せ
ら
れ
る
立
法
・
訓
令
・
処
分
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
単
行
指
令
…
…
と
、
そ
の
実
施
過
程
に
生
ず
る
慣
例
の
集
積
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
少
な
く
も
そ
の
基
本
部
分
を
全
部
｢
令｣
と
い
う
一
本
の
法
典
に
収
め
て
一
挙
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
発
想
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
仮
に
そ
れ
を
試
み
た
と
し
て
も
客
観
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た｣
(
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
二
四
七
―
二
四
八
頁)
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
一
九
頁
。
(
)
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
九
一
頁
。
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()
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
八
三
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
〇
頁
。
(
)
従
っ
て
職
制
も
検
証
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
天
聖
令
残
本
は
こ
の
部
分
を
欠
く
の
で
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
(
)
対
応
検
証
に
際
し
て
は
、
三
篇
目
に
共
通
し
て
『
唐
令
拾
遺』
『
唐
令
拾
遺
補』
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
、
獄
官
―
断
獄
に
つ
い
て
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
、
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
、
捕
亡
に
つ
い
て
孟
彦
弘
(
二
〇
〇
六
ｂ)
、
雑
に
つ
い
て
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
、
三
上
喜
孝
(
二
〇
〇
七)
、
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
九
五
―
九
六
頁
註(
)
を
参
照
し
た
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
八
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
三
三
五
頁
宋
四
一
条
校
註[
二]
。
(
)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
三
一
、
六
四
八
頁
。『
唐
令
拾
遺
補』
は
獄
官
令
復
旧
補
三
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺
補』
八
二
七
頁)
。
(
	)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
九
頁
。
(

)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
三
七
、
七
五
〇
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
一
〇
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
四
九
頁)
。
(
)
『
唐
令
拾
遺
補』
八
五
三
頁
、
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
九
六
頁
註(
)
。
(
)
｢
天
聖
假
寧
・
喪
葬
両
令
に
対
応
す
る
条
文
は
、
慶
元
勅
令
格
式
の
中
で
も
假
寧
令
・
假
寧
格
・
服
制
令
・
服
制
格
・
服
制
式
の
五
つ
に
集
中
し
て
い
る
。
…
…
そ
の
対
応
率
の
高
さ
、
特
に
格
・
式
で
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
よ
う｣
(
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
九
二
頁)
。
具
体
的
な
対
応
関
係
と
対
応
率
に
つ
い
て
は
、
同
八
四
―
九
〇
頁
表
２
・
表
３
、
九
二
頁
表
４
を
参
照
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
六
頁
。
(
)
同
前
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
九
頁
。
(
)
天
聖
獄
官
令
宋
一
六
条
・
宋
一
七
条
が
折
杖
法
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
四
八
二
―
四
八
三
頁
を
参
照
。
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()
本
条
の
｢
貳
拾
日
外
居
作｣
に
つ
い
て
、
か
つ
て
川
村
は
｢
日
貳
升
居
作｣
と
改
変
す
る
説
を
示
し
た
(
川
村
康
(
二
〇
〇
〇)
二
八
九
頁
、
三
〇
八
頁
註(
))
が
、
天
聖
獄
官
令
宋
一
七
条
の
｢
二
十
日
外
居
作｣
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
撤
回
す
る
。
こ
の
文
言
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
辻
正
博
(
一
九
九
五)
二
〇
五
頁
註(
)
を
参
照
。
(
)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
一
八
、
六
四
五
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
獄
官
令
復
旧
一
八
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
七
四
頁
、
『
唐
令
拾
遺
補』
八
二
一
頁)
。
(
)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
一
八
―
六
一
九
、
六
四
六
頁
。
本
条
の
復
原
に
つ
い
て
は
、
辻
正
博
氏
に
よ
っ
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
四
八
三
頁)
。
(
)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
三
七
―
六
三
八
、
六
四
九
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
獄
官
令
復
旧
三
九
条
｢
囚
の
家
を
去
る
こ
と
懸
遠
に
し
て
餉
を
絶
つ
者
は
、
官
に
て
衣
糧
を
給
し
、
家
人
の
至
る
日
に
、
数
に
依
り
て
徴
納
す｣
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
九
一
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
三
三
〇
頁
宋
一
六
条
校
註[
二][
三]
、
宋
一
七
条
校
註[
一]
、
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
一
八
頁
、
六
一
八
頁
註[
一]
、
辻
正
博
(
二
〇
〇
八)
四
八
二
―
四
八
三
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
七
頁
。
(
	)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
九
頁
。
(

)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
二
七
、
六
四
七
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
獄
官
令
復
旧
二
六
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
八
一
頁)
。
(
)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
三
六
、
六
四
八
―
六
四
九
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
獄
官
令
復
旧
四
一
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
九
三
頁
、『
唐
令
拾
遺
補』
八
二
四
頁)
。
(
)
伊
藤
東
涯
(
一
七
九
七)
下
巻
二
二
七
頁
。
(
)
牧
野
巽
(
一
九
三
二)
一
三
三
頁
註(
)
。
(
)
仁
井
田
陞
(
一
九
六
四)
一
五
五
頁
。
(
)
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
四
二
頁
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
七
頁
。
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()
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
〇
四
頁
表
11
、
八
一
四
―
八
一
六
頁
。
(
)
た
だ
し
曾
我
部
氏
は
、
唐
式
も
元
豊
以
後
の
式
も
｢
施
行
細
則
と
し
て
の
様
式
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い｣
と
す
る
(
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
四
二
頁)
。
(
)
滋
賀
秀
三
(
二
〇
〇
三)
一
一
五
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
〇
一
頁
。
(
)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
七
八
七
頁
。
(
)
曾
我
部
静
雄
(
一
九
六
五)
四
二
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
四
六
―
四
七
頁
。
(
)
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
八
三
頁
。
(
	)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
三
八
―
七
三
九
、
七
五
〇
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
一
二
条
｢
諸
そ
水
を
以
て
田
に
漑
ぐ
は
、
皆
な
下
よ
り
始
む｣
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
五
〇
頁)
。
(

)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
〇
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
八
五
〇
―
八
五
一
頁
、
三
上
喜
孝
(
二
〇
〇
七)
九
四
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
四
六
頁
。
(
)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
二
、
七
五
二
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
二
一
条
｢
諸
そ
畜
産
の
人
に
觝
つ
く
者
は
、
両
角
を
截
る
。
人
を
る
者
は
、
足
を
絆
ぐ
。
人
を
齧
る
者
は
、
両
耳
を
截
る｣
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
五
六
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
〇
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺
補』
八
五
五
頁
。
(
)
註(
)
参
照
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
〇
七
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺
補』
八
〇
〇
―
八
〇
一
頁
、『
天
聖
令
校
証』
下
冊
三
一
二
頁
宋
九
条
校
註[
一][
四]
。
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二
Ⅱ
()
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
四
二
、
七
五
二
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
二
〇
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
五
五
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
三
〇
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
八
五
五
―
八
五
六
頁
、『
天
聖
令
校
証』
下
冊
三
七
二
頁
宋
二
六
条
校
註[
一]
。
(
)
黄
正
建
(
二
〇
〇
六)
七
三
八
、
七
五
〇
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
雑
令
復
旧
一
一
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
八
四
九
頁
、
『
唐
令
拾
遺
補』
八
五
三
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
九
―
四
三
〇
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
八
四
九
―
八
五
〇
頁
。
(
)
埋
蔵
物
に
関
す
る
規
定
は
雑
律
五
九
条
｢
諸
そ
他
人
の
地
の
内
に
於
て
宿
蔵
の
物
を
得
て
、
隠
し
て
送
ら
ざ
る
者
は
、
合
に
主
に
還
す
べ
き
の
分
を
計
り
、
坐
贓
も
て
論
じ
三
等
を
減
ず
〈
若
し
古
器
の
形
制
異
な
る
を
得
て
、
官
に
送
ら
ざ
る
者
も
、
罪
亦
た
之
の
如
し
〉｣
、
遺
失
物
に
関
す
る
規
定
は
雑
律
六
〇
条
｢
諸
そ
闌
遺
の
物
を
得
て
、
五
日
に
満
ち
て
官
に
送
ら
ざ
る
者
は
、
各

亡
失
の
罪
を
以
て
論
ず
。
贓
重
き
者
は
、
坐
贓
も
て
論
ず
。
私
の
物
は
、
坐
贓
よ
り
二
等
を
減
ず｣
に
置
か
れ
て
い
る
。
(
	)
梅
原
郁
(
一
九
九
三)
八
二
〇
頁
。
(

)
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
二
三
、
六
四
六
頁
。『
唐
令
拾
遺』
は
獄
官
令
復
旧
二
二
条
と
し
て
復
原
す
る
(『
唐
令
拾
遺』
七
七
六
頁
、
『
唐
令
拾
遺
補』
八
二
一
頁)
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
一
七
頁
。
(
)
『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
三
、
刑
獄
門
三
、
検
断
は
、
本
条
を
含
む
五
箇
条
(
そ
の
二
箇
条
目
が
本
条)
を
｢
断
獄
令｣
と
し
て
掲
げ
、
黄
正
建
氏
は
本
条
を
断
獄
令
と
し
て
い
る
(
黄
正
建
(
二
〇
〇
八)
五
六
頁
、
七
〇
頁
註(
))
。
し
か
し
、
同
別
門
で
は
、
ま
ず
｢
勅｣
と
し
て
｢
名
例
勅｣
一
箇
条
と
こ
の
｢
断
獄
令｣
五
箇
条
が
置
か
れ
た
あ
と
、
次
に
｢
令｣
と
し
て
さ
ら
に
｢
断
獄
令｣
二
箇
条
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
条
の
次
(
三
箇
条
目)
に
載
せ
ら
れ
た
｢
諸
そ
獄
案
、
両
辞
説
を
互
い
に
し
、
及
び
情
款
を
円
ね
く
せ
ず
、
或
は
本
処
に
て
論
決
す
る
を
得
た
る
の
人
を
以
て
、
輙
く
上
聞
し
た
る
者
は
、
各

杖
壹
伯｣
が
形
式
上
｢
勅｣
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
従
っ
て
、
本
条
を
含
む
五
箇
条
を
｢
断
獄
令｣
と
し
た
の
は
｢
断
獄
勅｣
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
戴
建
国
氏
は
｢
勅
は
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刑
罰
に
関
す
る
法
律
規
範
で
あ
る
が
、
令
は
そ
う
で
は
な
い
。
下
文
を
見
る
と
｢
各

杖
一
百｣
と
い
う
刑
罰
規
定
が
あ
る
か
ら
、
本
条
は
明
ら
か
に
勅
に
属
す
る
。
ま
た
本
書
の
体
例
は
、
条
文
が
勅
か
ら
令
に
移
る
と
き
、
必
ず
改
行
し
て
｢
令｣
一
文
字
を
記
す
。
こ
の
｢
検
断｣
と
い
う
類
目
の
下
文
に
は
さ
ら
に
｢
令｣
字
が
記
し
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
｢
令｣
字
は
疑
い
も
な
く
｢
勅｣
の
誤
り
で
あ
る｣
と
述
べ
て
い
る
(
戴
建
国
点
校
(
二
〇
〇
二)
七
六
二
頁
校
勘
記
[
一])
。
(
)
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
八
三
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
〇
頁
。
本
条
は
同
文
の
ま
ま
、
唐
獄
官
令
復
原
一
一
条
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
る
(
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
一
三
―
六
一
四
、
六
四
五
頁)
。
(
)
『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
四
、
刑
獄
門
四
、
病
囚
に
も
一
部
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
(
)
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
九
一
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
七
六
七
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
七
六
七
―
七
六
八
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
〇
頁
。
本
条
は
同
文
の
ま
ま
、
唐
獄
官
令
復
原
五
一
条
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
る
(
雷
聞
(
二
〇
〇
六)
六
三
二
、
六
四
八
頁)
。
(
	)
当
該
慶
元
断
獄
令
註
に
記
さ
れ
る
｢
事
、
要
切
に
干
し
た
れ
ば｣
と
い
う
事
態
は
｢
杖
以
下｣
に
つ
い
て
は
想
定
し
に
く
い
の
で
、
｢
杖
以
下｣
は
｢
杖
以
上｣
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
両
条
の
間
の
継
承
関
係
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
唐
令
で
は
徒
罪
以
上
に
許
さ
れ
た
被
拘
禁
者
の
発
哀
が
、
慶
元
ま
で
に
杖
罪
以
下
に
限
定
し
、
変
形
し
て
復
活
継
承
さ
れ
た
と
は
い
え
る
。
(

)
稲
田
奈
津
子
(
二
〇
〇
八)
七
九
―
八
三
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
四
六
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
二
二
八
頁
。
(
)
『
慶
元
条
法
事
類』
巻
七
六
、
当
贖
門
、
罰
贖
、
旁
照
法
に
も
一
部
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
(
)
『
唐
令
拾
遺』
三
七
九
頁
、『
唐
令
拾
遺
補』
六
一
五
頁
。
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一
一
四
Ⅱ
()
『
唐
令
拾
遺』
四
六
頁
。
(
)
愛
宕
松
男
(
一
九
七
八)
一
七
九
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺
補』
八
三
四
頁
。
(
)
愛
宕
松
男
(
一
九
七
八)
一
八
四
頁
。
(
)
『
天
聖
令
校
証』
下
冊
四
二
二
頁
。
(
)
牛
来
穎
(
二
〇
〇
六)
六
六
七
、
六
七
三
頁
。
(
)
愛
宕
松
男
(
一
九
七
八)
一
八
四
頁
。
(
)
『
唐
令
拾
遺
補』
八
三
四
頁
、
牛
来
穎
(
二
〇
〇
六)
六
六
七
頁
。
(
	)
愛
宕
松
男
(
一
九
七
八)
一
八
三
頁
。
淳
化
令
に
つ
い
て
は
註(

)
参
照
。
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六
A Study on metamorphosis of Ling in Song China
Yasushi KAWAMURA
It has been said by students on legal history of China that Ling, the basic
code of administrative law in Tang period, was metamorphosed into the sub-
sidiary code of administrative law in Song period. But, there is some doubt
about this assertion.
In Tang period, there were two basic codes. One was has been said
the penal code, and another was Ling. In a sense, was surely a kind of
penal code, consisted of both provisions of regulation and punishment. While
Ling had the provisions of regulation only, a man who broke the regulation
in Ling was punishable by the provisions of punishment in So Ling was
also a kind of penal code, handed over the provisions of punishment into
Therefore, it has to be explained that was one basic code included the
provisions of punishment, and Ling was the other basic code excluded them.
In Song period, Bienchi, the subsidiary code, was separated into four parts
of code, Chi, Ling, Ge and Shi. Students thought that, with this separation
of Bienchi, Ling of Tang was abandoned, and the administrative elements of
Bienchi usurped the title and became Ling of Song. However, the style of
Ling was not changed. It was still a code handed over the provisions of pun-
ishment into other codes, and Chi, the subsidiary code included the pro-
visions of punishment. Through the examination of historical sources, it
became clear that Ling of Song inherited considerable volume of elements
from Ling of Tang. Ling of Song was not only descended from Bienchi, the
subsidiary code, but also Ling of Tang, the basic code excluded the provi-
sions of punishment. Indeed, in the area of codes without the provisions of
punishment, distinction between the basic and the subsidiary was dissolved.
Now the doubt is clarified in this paper. Ling, the basic code excluded the
provisions of punishment, was metamorphosed into the code excluded the
provisions of punishment without distinction between the basic and the sub-
sidiary.
Ⅱ
